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カ

J¥  • ヌ
ン

ガ
ノレ

ヒ ン
ノ、

ゴ
ノレ

の
事

例小

ご論
て

官一同

畠

稔



カ

ヌ

ン

ゴ

論

ー
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
I
ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

古
同

畠

稔

序

論

ム
ガ
ル
朝
か
ら
植
民
地
時
代
初
期
の
イ
ン
ド
の
地
租
制
度
に
お
い
て
、
重
要
な
機
能
を
も
っ
た
官
職
の
ひ
と
つ
に
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ

l

Rυ η、υ

(
C
hお
き
荷
札
制
山
町
門
h
E室
内
向
。
)
が
あ
っ
た
o

語
義
は

c
h三
宮
、
が
宗
教
法
(
恥
む
司
、
ミ
)

に
対
す
る
世
俗
法
・
慣
習
法
を
意
味
し
、

h 
O:!I 

(
h
N
h
¥
H
b
s
 
の
現
在
語
幹
)
は
「
述
べ
る
者
」
・
「
語
り
手
」
を
表
わ
す
。

」
の
ア
ラ
ビ
ア
語
名
調
と
ベ
ル
シ
ア
語
動
詞
の
複
合
し
た
術
語

を
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ

γ
ド
会
社
政
府
の
行
政
官
た
ち
は
は
じ
め
の
山
口
。
ロ
向
。
少
の
戸
口
0
0
ロ
m。
冊
、
後
に
は
問
問
ロ
ロ
ロ
m
o
と
綴
り
、
両
一
M
H】
O
E
H
〕門目白

。
同
岳
巾
戸
田

43.
と
解
説
し
た
。
そ
の
職
務
は
、

各
地
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ

l
の
受
持
ち
区
域
内
で
の
土
地
所
有
と
貢
租
の
査
定
・
徴
収
に
か

か
わ
る
い
っ
さ
い
の
事
実
の
記
録
を
作
成
保
管
し
、
そ
れ
ら
の
記
録
と
在
地
の
法
に
つ
い
て
の
知
識
と
を
も
っ
て
国
家
の
税
務
行
政
を
補

佐
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
職
務
に
対
し
て
免
租
地
の
支
給
そ
の
他
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
土
地
と
貢
租

と
に
関
す
る
「
法
例
司
」
と
で
も
い
う
べ
き
官
職
で
あ
っ
た
。

カ
I
ヌ

l
γ
ゴ
l
制
度
の
起
源
は
ま
だ
究
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ム
ガ
ル
期
以
前
に
遠
く
さ
か
の
ぼ
っ
て
存
在
し
た
も
の
と
一
般
に
は

北
大
文
学
部
紀
要



カ
1
ヌ

l
ソゴ
1
小
論

I
ベ
ソ
ガ
ル
・
ピ
ハ
l

ル
の
事
例
に
つ
い
て
!

考
え
ら
れ
て
お
り
、
税
務
行
政
の
上
で
そ
れ
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は
、

ス
タ
ン
支
配
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ
ー
と
い
う
名
称
の
官
職
は
、
北
イ
ン
ド
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
に
か
け
て
行
な
わ
れ

一
六
世
紀
中
葉
の
ス

l
ル
朝
の
ヒ
ン
ド

て
い
た
が
、
デ
カ

γ
地
方
に
は
類
似
の
職
務
に
就
い
て
い
た
デ
l
シ
ュ
パ

l
ン
デ
l

ば
し
ば
対
応
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
来
た
。

(
同
)
丘
、
州
市
N

引
な
)
と
い
う
官
職
が
あ
り
、

両
者
は
し

と
こ
ろ
で
こ
の
カ
l
ヌ

1
γ
ゴ
l
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
研
究
は
、
租
税
制
度
や
行
政
制
度
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
論
述
の
な
か
で
付

随
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
別
と
す
れ
ば
、

ま
だ
充
分
に
な
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
私
が
年
来
研
究
対
象
と
し
て
来
た
ベ
ン
ガ

ル
・
ビ
ハ

l
ル
両
地
域
を
と
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
を
ま
ず
述
べ
て
み
よ
う
。

近
年
の
諸
研
究
の
な
か
で
、
右
諸
地
方
、

こ
と
に
ベ

γ
ガ
ル
の
カ

l
ヌ

l
γ

ゴ
I
に
相
当
の
注
意
を
払
っ
た
労
作
と
し
て
は
、

ベ
ン
ガ

ル
に
関
し
て
は
、

ナ
レ

l
γ
ド
ラ
日
ク
リ
シ
ュ
ナ

H
シ
シ
ハ
、

ア
ブ
ド
ヮ
ル
H

カ
リ
l
ム、

ア

γ
ジ
ャ
リ
H

チ
ャ
ッ
テ
ル
ジ

l
、
お
よ
び

C
U
 

η
J
 

B
H
B
H
ミ
ス
ラ
四
氏
の
著
述
が
あ
り
、
シ
シ
ハ
氏
の
所
説
が
も
っ
と
も
詳
し
い
。

(
4
)
 

シ
シ
ハ
氏
の
所
論
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
o

① 

一
八
世
紀
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ

γ
ド
会
社
の
統
治
の
初
期
に
は
、

ベ
γ
ガ
ル
に
は
二
人
の
サ
ド
ル
H

カ
l
ヌ

l

y
ゴ
l

(
句
h
N
h同
国
、

ch刊
芯
ぬ
芯

h刊ぬ

二
人
で
州
を
ほ
ぼ
折
半
し
て
い
た
。
(
し
か
し
「
サ
ド
ル
」
を
冠
し
な
い
カ

1
ヌ

l
γ

ゴ
l
に
つ
い
て
は
、

総
法
例
司
、
州
都
法
例
司
)
l
l
l
ラ
ク
シ

7
、
l
u
ナ
l
ラ
I
ヤ
ン
と
マ
ヘ

I
γ
ド一プ
H

ナ
l
ラ
l
ヤ
γ
ー
ー
が
い
て
、

一
人
名
を
挙
げ
る
の
み
で

特
に
説
明
し
て
い
な
い
。
)

② 

サ
ド
ル
目
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

l
お
よ
び
ナ

l
イ
ブ
H

カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l

(
見
町
民
守

ch刊
芯
ぬ
芯

h叫札制

副
法
例
司
〉

そ
の
他
の
属
僚
は
、
す

べ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
で
あ
り
、
位
襲
職
と
な
っ
て
い
た
。



舎

ム
ス
タ
ウ
フ
ィ

1

ハ
足
立
言
》

で
あ
る
。
(
こ
こ
で
は
「
サ
ド
ル

重
査
官
〉

7
C
マ
ジ
ュ
ム

1
ダ
:
ル
ハ
誌
と
さ
町
民
寺

ヵ
!
ヌ

i
γ
ゴ
ー
の

い
カ

i
ヌ
i
γ
ゴ
ー
に
つ
い
て
述
べ
て
い

@) 

に
対
す
る
報
麟
お
よ
び
そ
の
機
構
の

カ
i
ヌ
;
γ
ゴ
ー
と
そ
の

役
得
)
、

ナ

i
ソ
カ
!
ル
ハ
~
〈
仇
刊
誌
静
也
、

ダ
ス
ト
ゥ

i
手
i

〈
勺
ね
え
尚
三

号む

ヵ
i
ヌ
l
γ
ゴ
1
職
は
八
世
続
中
葉
ま
で

ヂ
イ
3
"
y
l
a
l

の
財
致
権
取
得
後
怒
ら
に
悪
化
し
た
。 に
機
能
し
て
い
た

め
、
東
イ

γ

し
て
、

〈勾
bhw帆
料
補
足

に
よ
る

国
庫
の

ラ
ス

1
ム

瀦
村
の
常
例
に
よ
る
設
得
〉

た。

ブ
ラ
ッ
シ
!
の
敗
戦
以
前
か
ら
接
語
は
低

し
は
じ

ら
の
影
響
力
と
知
識
と
を
私
訓
れ
の
た
め
に

は
カ

1
ヌ

1
ン
ゴ
ー

て
~
自
ら
ザ
ミ

l
γ
ダ

1
ル
と
な
っ
た
り
、

ザ
ミ

:γ
ダ

l
i
N

せ
な
い
こ
と
、

に
表
現
さ
れ
て
い

設
租
官
〉

て
ア

i
ミ
ル
ハ

七
六

O
i六
一
一
一
〉
に
よ
っ
て
一
時
廃
止
さ
れ
た

ゥ，.
勺
J
U

ミ

i
i
N
H
ジ
ャ
ァ
ツ
ァ
ル
(
同

十

3
ジ
ム

ミ
!
ル
日
カ

i
シ
ム
ハ
ベ
シ
ガ
ル
州
総
督
〉
の
援
険
料
と
と
も

た
。
し
か

γ
ド
会
社
側
は

ゆ

カ
i
ヌ
1
ソ
ゴ

l
験
は
、

一
七
六

の

せ
ず
、

に
カ
l
ヌ
1
ン
ゴ
:
識
を
無
用
と
し

重
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

アL

し
た
。
七

ル
カ
ッ
タ
移
転
の
年
、
九

十
年
裁
定

U
2
3知
的
丸
山

w-2
ュZ
H

Z
門

だ
に
カ

i
ヌ
l
γ
ゴ
I
織
は
さ
ら
に
荒
露
し

の
年
で
あ
る
。
)

〆"¥

七
七

年A
Sま
〆刊

γ 

jf 
ノレ

チH
の
国?
j新
のし
カて

な
お
、

シ
シ
ハ
氏
は
カ

1
ヌ
l
γ
ゴ
i

-
台
帳
類
が
。
ハ
)
智
子
・
ワ

l
p
l

~ 
」

-
合
経
類
の
名
称
や
・
内
容
に
つ
い
て
は
、

カ
:
ヌ

l
γ
ゴ
i
制
震
の
全
容
i
i
i
サ
ド
ル
E

カ
i
ヌ
i
シ
ゴ

i
以
下
の
組
織
と

れ
る
。
こ
と
に
氏
の
行
論
中
に
る
っ
て
は
大
文

て
い
る
が
、

ソ
ゴ
I
の
歴
史
に
つ
い
て
も
立
ち
入
っ
て
は
お
ら
ず
、

の
配
畿
な
ど

l
iを
知

で
は
、
な
お
明
ら
か
に
さ
る
べ
き
問
題
、
が
多
い

北
大
文
学
部
紀
製

h
-
v
為

、

ナ
れ
ふ
μμ

(
h
u
h
N
M
H
H
h
ミ

村
寄
書
記
)
の
てそ
いれ
なら
いすを
O~ も

まと
たに
カし
I て
ヌ L、
1 る

て
か
特



ヵ
l
ヌ
I
ンゴ

l
小
論

l
ベ
シ
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
|

字
の
£
包
良
心
同
ロ
ロ
ロ
m。
.
と
小
文
字
の
正
問
ロ
ロ
口
問
。
巾
へ
と
を
書
き
わ
け
、

{
6
)
 

グ
リ
の
カ

I
ヌ
l
ン
ゴ
ー
で
あ
っ
た
ク
リ
パ
ラ
ム
H

シ
ソ
ハ
」
な
る
人
物
ま
で
登
場
さ
せ
な
が
ら
、

サ
ド
ル
U

カ
l
ヌ
l
ン
ゴ
ー
で
は
な
い
「
五

0
年
間
フ

l

の
は
残
念
で
あ
る
o

氏
は
さ
ら
に
、

組
織
の
解
明
に
手
を
つ
け
な
か
っ
た

フ
ア
ル
守
、

1
シ

カ
l
ヌ
l
γ

ゴ
ー
を
い
わ
ば
純
粋
な
官
職
と
し
て
の
み
把
え
、
例
え
ば
、
本
来
は
勅
令
を
も
っ
て
任

に
よ
っ
て
世
襲
職
と
な
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
、

時
効
(
℃
同
町
田
口
吋
目
立
目
。
ロ
)

カ
1
ヌ

I

A
即
さ
れ
て
い
た
サ
ド
ル

H
カ
l
ヌ
l
γ

ゴ
ー
が
、

γ
ゴ
ー
が
ザ
ミ

1
γ
ダ
l
ル
に
な
っ
た
、

と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
社
会
経
済
制
度
の
下
で
、
土
地
領
有
に
権
力
の
少
く

い
か
に
中
央
政
府
な
り
州
政
府
な
り
か
ら
権
力
を
負
託
さ
れ
て
い
た
と
い
え
、
土
地

と
も
ひ
と
つ
の
基
礎
を
お
か
な
い
在
郷
の
官
職
が
、

二
貝
租
に
関
す
る
記
録
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
純
粋
な
官
職
と
し
て
の
み
把
え
る
の
で
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
o

カ

-

ヌ
I
ソ
ゴ
!
と
土
地
領
有
と
の
関
係
は
、
多
少
と
も
追
及
す
る
に
値
す
る
問
題
モ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
リ
l
ム
氏
の
研
究
は
、
以
と
の
問
題
点
の
い
く
つ
か
に
つ
い

τ、
わ
れ
わ
れ
の
知
識
を
増
す
と
こ
ろ
が
あ
る
。
氏
は
、

サ
ド
ル
H

カ

-38 -

ー
ヌ

l
ゾ
ゴ

I
の
制
度
が
一
七
・
八
世
紀
の
交
の
ベ

γ
ガ
ル
で
既
に
確
立
し
て
お
り
、

ダ
ル
パ
H

ナ
1
ラ
l
ヤ
γ
と
ジ
ャ
イ
日
ナ

1
ラ
l

ヤ
ン
と
の
二
人
が
当
時
の
在
職
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
ダ
ル
パ
日
ナ

l
ラ
l
ヤ
シ
は
ム
ガ
ル
皇
帝
の
勅
任
官
で
権
勢
強
大
で
あ
り
、
当
時
ベ

デ
4
1
V
1
シ

ン
ガ
ル
州
の
財
政
総
監
で
あ
っ
た
ム
ル
シ
ッ
ド

H
ク
リ
l
H
カ
l
γ
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
財
政
改
革
に
協
力
し
て
治
績
を
挙

カ

1

9

サ

ピ

l
u
y
ユ
カ
1
リ
l

げ
、
公
租
給
付
地
を
管
轄
す
る
部
局
の
長
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
、
か
れ
は
ま
た
マ
ル
ダ

(
昌
弘
岳
)
の
ザ
ミ
l
ソ
ダ
l
ル
で
あ
り
、

七
二
三
年
東
イ
ン
ド
会
社
商
館
の
こ
の
地
へ
の
進
出
を
妨
害
し
た
こ
と
、
二
人
の
サ
ド
ル
H

カ
1
ヌ
l
ン
ゴ

I
の
聞
に
は
微
妙
な
対
立
が

あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、

な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
o

サ
ド
ル

H
カ
l
ヌ
l
ン
ゴ

l
の
歴
史
が
シ
シ
ハ
民
の
扱
っ
た
時
代
か
ら
半
世
紀
以
上
も

さ
か
の
ぼ
ら
さ
れ
た
こ
と
や
、

カ
l
ヌ
l
ソ
ゴ

l
の
実
際
の
機
能
の
一
端
を
明
円
り
か
に
し
た
こ
と
、
そ
し
て
カ

I
ヌ
I
γ

ゴ
!
と
土
地
領

有
と
の
関
係
を
立
証
し
た
こ
と
に
、

カ
リ
l
ム
氏
の
貢
献
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



チ
ャ
ッ
テ
ル
ジ

1
女
史
の
研
離
は
、
ヵ
ー
ヌ
l
ヅ
ゴ
ー
の
実
鍔
を
さ
ら
に
以
前
の
時
代
に

ル
語
科
、
書
か
れ
た
ベ
ン
ガ
ル
史
の
研
究
蓄
に
依
拠
し
て
、
ジ
ャ
ハ
l
シ
ギ
1
・w帝
の
治
世
後
議
に
ヴ
ィ
γ
ご
月
刊
、
ダ
ヅ
タ
と
い
う
者
が
州

り

一
九
ひ
八
i
九
年
刊
行
の
ベ
ヅ
ガ

i
(
ジ
ャ

:
u
ジ
ャ
ハ
i

の
カ
l
ヌ
ー
i
γ
ゴ
ー
と
な
っ
て
デ
ィ
ナ
ー
ジ
ブ
ル
ハ
ロ
古
丘
℃
Z
H
〉
を
居
と
し
、

よ
り
こ
の
地
の
ザ
ミ
l
ソ
ダ

I
ヲ
ー
を
援
け
ら
れ
た
、

の

ジ
1
9
l
吋
ン
タ
の
代
に
州
総
督
ジ
ャ

1
5
シ
品
ジ
ャ

と
述
べ
て
い
る
。
女
史
は
ま
た
、

お
そ
ら
く
七
・
八
世
紀
の
交
の
マ
ル
ダ
の
パ
ル
ガ
l
ナ

1
2
カ
i
ヌ
l
γ
ゴ
i
(
N
v
h判
M
y
t
m
札
同
誌
色
町
村

C
q捻
札
制
送
句
ぬ

都
法
鰐
司
〉
と
し
て
ハ
l

明
ブ
五
ナ

1
ラ

i
ヤ

γ
な

の
名
ぬ
な
挙
げ
て
い
る
が
、
同
地
の
ザ
ミ
l
γ
ダ

1
ル
の
ダ
ル
バ
長
ナ
ー
ラ

1
ヤ
γ
と
の
関
係
は
不
明
で
あ

を
冠
し
な
い
地
方
の
カ

I
ヌ
l

てコ
i
の
存
在
と
、
カ
i
ヌ
i
ン
ゴ
ー
と
土
地
領
有
と

れ
、
ヵ
ー
ヌ
:
γ
ゴ
ー
が
ザ
ミ
l
γ
ダ
ー
ル
に
な
る
事
例
が
既
に
一
七
世
紀
中
棄
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
c

る
。
こ
こ
で
は
一
サ
ド
ル

カ
ザ
l
ム
氏
も
品
ノ
ャ
ッ
テ
ル
ジ
i
女
史
七
と
も
に
、

ヵ
ー
ヌ
l
ン
ゴ
ー
を
い
}
γ
ド
ゥ
ー

の

て
お
り
、
女
史
は

qu 
qJM 

さ
ら
に
そ
れ
令
カ
l
ヤ
ス
タ
ハ
同
ぬ
い
て
ね
え
ph制
)
E

カ
1
ス
ト
に
特
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

サ
ド
ル
E

カ
:
ヌ
;
γ
ゴ
!
の
制
度
に
つ
い
て
は

史
料
の
上
で
は
一
六
七

O
年
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ

1
ブ
潟
市
が
ピ
ハ

1
ル
州
に
こ
れ
た
缶
命
し
た
の
が
、
最
初
の
事
摂
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ス
ラ
民
の
著
述
は
、

γ
ド
会
社
支
配
初
期
の
税

の
主
要
史
料
と
な
る
行
政
資
料
を
部
分
的
か
つ
桜
め
て
簡
潔
に
紹
介
し
、

務
記
録
担
当
官
署
の
搭
平
に
ふ
れ
た
の
み
で
、
特
に
住
民
す
べ
会
論
を
ふ
く
な
も
の
で
は
な
い
っ

以
上
回
著
の
カ
l
ヌ
!
γ
ゴ
i
は
、
対
象
た
狭
義
の
ベ
γ
ガ
ル
に
臨
っ
て
お
り
、
ベ
γ
ガ
ル
レ
い
と
も

γ 

の
鮮
政
権
の

に
お
か
れ
た
ピ
ハ

1
孔
川
崎
オ
リ

γ

サ
に
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
一
肢
が
な
い
。

の
研
究
の
な
か
で
設
目
さ
れ
て
い
る
イ
ル
ブ
ア
ジ
H

ハ
ピ
;
ブ
氏
の
労
作
に
簡
単

{

刊

凶

)

の
カ
i
ヌ
l
y
ゴ
ー
に
つ
い
て
の
論
述
は
、
ベ
シ
ガ
ル
の
そ
れ
に
特
別
府
に
言
及
し
て
は
い
な
い
。
そ
の

次
に
、

や
t主

ょ
う
。
民
の
著
述
中

の
内
容
を



ヵ
l
ヌ
l
ンゴ
1
小
論

l
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
!

地
統
計
、
地
方
の
貢
租
率
、

お
よ
び
パ
ル
ガ
ナ
!
の
慣
習
と
慣
例
に
関
す
る
情
報
の
恒
常
的
宝
庫
L

と
し
つ
つ
も
、
内
容
は
具
体
的
で
な

く
、
関
心
は
ジ
ャ

1
ギ
I
ル
経
営
の
た
め
の
情
報
の
提
供
者
と
し
て
の
カ

I
ヌ
I
シ
ゴ

1
に
注
が
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

カ

1
ヌ

l
ン
ゴ

ー
が
罷
免
さ
れ
る
ば
あ
い
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ

I
ブ
帝
が
書
記
職
カ
I
ス
ト
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
を
斥
け
て
、

ム
ス
リ
ム
を
カ

ー
ヌ

l
γ

ゴ
I
に
登
用
す
る
政
策
を
う
ち
出
し
た
こ
と
な
ど
の
注
目
す
べ
き
指
摘
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
ヒ

γ
ド
ゥ

l
排
除
政
策
は
か
れ
ら

の
政
府
当
局
者
に
対
す
る
贈
賄
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
不
成
功
に
終
っ
た
と
い
う
o

近
年
の
諸
研
究
室
百
の
な
か
で
の
カ

1
ヌ
l
ン
ゴ
ー
へ
の
論
及
は
、
右
に
み
る
と
お
り
包
括
的
・
抽
象
的
で
あ
っ
て
、
付
随
的
に
人
名
や

地
名
が
挙
げ
ら
れ
る
の
を
別
と
す
れ
ば
、
個
別
的
具
体
的
に
そ
の
様
相
を
検
討
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
史
料

が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
で
こ
の
官
職
が
早
期
に
消
滅
し
た
こ
と
も
無
関
心
を
助
長
し
た
か
も
知

-40 -

れ
な
い
。

小
稿
で
そ
の
重
要
な
部
分
を
紹
介
し
分
析
し
よ
う
と
す
る
史
料
は
、

一
七
八
七
年
五
月
五
日
付
モ
ベ

γ
ガ
ル
州
庁
税
務
局
書
記
官
B
n

エ
ィ
プ
ロ

γ

(∞巾ロ〕
E
B
F
K戸
H
U
-
-

ロ
)

に
提
出
さ
れ
た
、

カ
l

ヌ
l

ン
ゴ

I
局
登
記
官
J
H
D
H
バ
タ
l

ソ
ン
己
・
ロ
・

3
2
2田
C
ロ
¥

民河内、。培、
H
C
S
H
F向
。
k
m町
向
。
¥
n
h
g
g
h
s
w
と
題
さ
れ
た
報
告
で
あ
る
。
報
告
全
文
は
同
月
一
八
日
付
の
税
務
局
議

事
録
(
、
さ
町
内
向
、
s
h
h
。
h
S句
切
さ

hミ
凶

S
司
、
。
¥
河
内

q
s
s
L
E
E
O
R
S
H
N
2
2己申
u

何
回
口
喝
さ
l

〈。「

ω
∞
)
に
収
録
さ
れ
て

可
申
ι
門

21由
O
ロ
)
の

い
る
。
前
述
の
研
究
者
た
ち
の
な
か
で
は
、

ナ
レ

l
γ

ド
ラ

H
ク
リ
シ
ュ
ナ
日
シ
シ
ハ
氏
、
が
、

西
ベ
γ
ガ
ル
州
文
書
局
所
蔵
の
右
議
事
録

原
文
|
|
い
わ
ゆ
る
守
命
令

s
h
p
sミ司令
H
S
a
l
lを
利
用
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
o

し
か
し
一
般
に
は

R
H
B
H
ラ
ム
ス
ボ
タ

ム
の
研
究
書
(
見
・
切
-
H
U
B
S
E
E
s
-
め
言
忌
号
室
忌
同

hh室
、

~~shSNhh
同
R
Cミ
。
¥
凶
ghhNNW
同町
U
l
h
h叫
U
J

。
比
cEW5uwp)

の
巻
末
に
付
録
さ
れ
た
長
文
の
抄
録
(
』
ミ
・

E
N
1
5叶
・
)
を
利
用
し
て
お
り
、
原
文
閲
読
の
機
会
が
あ
っ
た
は
ず
の
、
前
述
の
ア
ブ
ド
ク



ル
H
カ
リ
l
ム
氏
や
B
H
B
H
ミ
ス
ラ
氏
で
す
ら
、
右
の
抄
録
に
依
っ
て
い
る
。

ラ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
抄
録
は
、
会
社
政
府
の
下
で
の
地
租
行
政
の
発
展
を
追
求
す
る
と
い
う
か
れ
自
身
の
関
心
の
範
囲
で
は
充
分
以
上
の

旧
制
度
下
の
カ
1
ヌ

l

y
ゴ

l
の
実
態
に
関
心
を
寄
せ

も
の
で
あ
り
、
バ
タ
l
ソ
プ
の
報
告
の
基
本
的
な
部
分
を
省
い
て
は
い
な
い
が
、

原
文
か
ら
転
写
し
た
際
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、

る
者
に
と
っ
て
は
、
遺
漏
少
か
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
点
は
以
下
の
行
論
中
で
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
抄
録
に
は
、

わ
ず
か
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
。
私
が
あ
え
て
原
文
に
拘
泥
す
る
の
は
、
右
の
理
由

に
よ
る
。

さ
て
、
右
の
パ
タ

i
ソ
ソ
の
報
比

?
1
1以
下
へ
報
告
V

と
記
す
ー
ー
ー
は
、
章
節
を
分
け
て
対
象
を
系
統
的
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
構
成
は
か
な
り
莫
然
と
し
て
い
る
o

執
筆
者
の
立
場
は
、

カ

l
ヌ
l
γ
ゴ

l
職
が
東
イ
γ
ド
会
社
政
府
の
地
租
行
政
に
は
有
害
無
益

な
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
内
容
の
紹
介
検
討
に
先
立
っ
て
、

八
報
告
〉
が
ど
の
よ
う
な
記
事
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
を
概
観
し
て
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お
こ
う
。

第
一
は
、

カ
I
ヌ

l
γ
ゴ

1
制
度
一
般
の
泊
革
と
、

一
八
世
紀
に
お
け
る
ベ
シ
ガ
ル
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ

1
の
属
僚
の
交
替
の
歴
史
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
部
分
は
研
究
資
料
と
し
て
は
無
用
に
近
い
。

第
二
は
、

ベ
ン
ガ
ル
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ

l
職
の
職
階
と
職
務
内
容
と
を
、

バ
タ
l
ソ
シ
が
ま
と
め
て
銭
述
し
た
部
分
で
あ
る
。

な
お

〈
報
告
〉
の
付
録
に
ム
ガ
ル
皇
帝
の
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ

l
殻
任
状
の
英
訳
文
が
あ
っ
て
、
職
の
理
解
に
有
用
で
あ
る
。

第
三
は
、

ベ
ン
ガ
ル
の
カ
l
ヌ

I
γ
ゴ

l
の
一
人
の
収
支
と
職
務
執
行
の
組
織
と
を
、
そ
の
有
力
な
属
僚
の
報
告
に
も
と
ぞ
つ
い
て
書
い

た
部
分
で
あ
る
。

第
四
は
、

ベ
γ
H
N
Y
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ

l
の
職
務
の
状
態
に
つ
い
て
、

や
は
り
そ
の
有
力
な
属
僚
の
バ
タ
l
ソ
ブ
あ
て
の
書
簡
と
、

カ

北
大
文
学
部
紀
要
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ヵ
l
ヌ

l
ソゴ
l
小
論

l
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
|

従
ひ
て
、

か
れ
の
子
マ
へ

I
γ
ド
ラ
自
ナ
l
ラ
l
ヤ
シ
U

シ
ン
ハ
に
付
与
せ
ら
る
べ
し
。
か
れ
を
し
て
、

そ
の
義
務
と
業
務
の
遂
行
に

信
義
と
廉
直
も
て
従
事
せ
し
め
、
貢
租
の
増
進
と
国
家
の
繁
栄
に
資
す
る
事
は
、
些
事
た
り
と
も
粗
漏
な
か
ら
し
め
よ
。

か
れ
を
し
て
、

ハ
l
ル
日
ハ
l
ジ
ル
(
同
色
l
凡
匂
と
ミ

貢
租
収
納
簿
)
、

ム
ワ

i
ジ

l
ナ

(

〉

h
N
h
S旬
、
町
芯
む
訟

村
落
誌
)
お
よ
び
ダ
ス

ト
ゥ

l
ル
H

ウ
ル
U

ア
マ
ル

(
b
b
h
詰
培
、
ミ
l
J
山
ミ
ミ

(
3
)
 

と
に
送
達
せ
し
め
よ
o

農
耕
を
増
進
し
ラ
イ
l
ヤ
ッ
ト
業
務
例
規
)
等
の
諸
記
録
を
、
常
の
ご
と
く
逐
年
定
例
の
期
に
帝
が
有
司
の
も

(勾
hNRG
ミ

農
民
)

に
満
足
と
奨
励
を
与
ふ
る
は
、

そ
の
必
要
大
な
れ
ば
、

か
れ
を
し
て
こ
れ
に
最
大
の
努
力
を
致
さ
し
め
よ
。

か
れ
合
一
し
て
、
詐
偽
ま
た
は
不
正
義
の
罪
を
犯
さ
し
め
ざ
れ
。
か
れ
を
し
て
、
実
直
と
す
ぐ
れ
た
る
行
動
と
に
よ
り
て
、
ラ
イ
l
ヤ
ッ

ハ

b
s
S
た
り
と
も
渇
望
せ
し
め

ト
お
よ
び
諸
他
の
住
民
の
心
を
和
ま
し
め
よ
。

か
れ
を
し
て
所
定
の
給
与
の
ほ
か
は
、

一
ダ

I
ム

わ
れ
ら
が
福
利
に
心
を
配
る
す
べ
て
の
統
治
者
と
ア

1
ミ
ル

(
臥
入
山
ミ
尚
之

お
よ
び
現
在
と
将
来
の
す
べ
て
の
ジ
ャ
l
ギ
l

一O
万
ダ
l
ム
収
租
人
)
を
し
て
、
右
の
者
〔
マ
へ
l
ン
ド
ラ
〕

収
租
官
)
、
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ざ
れ
。

知
行
領
主
〉
と
カ
ロ
l
リ
}
(
同
hN3
コ

を
右
〔
ベ
ン
ガ
ル
〕
州
の
半
ば
お
よ
び
右
グ
I
チ
H

ビ
ハ

l

ル
郷
の
適
法
な
る
カ
l
ヌ

l

ソ
ゴ
ー
と
し
て
遇
せ
し
め
、

ル
ダ
l
ル

(
h
q
h
刊司、丸刈司、

か
れ
が
職
務
の

履
行
に
お
い
て
な
す
い
っ
さ
い
の
行
為
を
、

正
当
な
る
も
の
と
み
な
さ
し
め
よ
o

チ
ャ
ウ
ダ
リ
l
(
n
b
N
h
ミ
ミ
ミ

郡
長
)
、

ム
カ
ッ
ダ
ム
(
』
hNhANhNh
崎、むさ

村
長
)
、

ラ
イ
l
ヤ
ッ
ト
お
よ
び
農
夫

(rgσ
同ロ仏
5
3
)
を

し
て
、

か
れ
の
与
ふ
る
適
法
に
し
て
該
切
な
る
助
言
と
忠
告
と
に
、
違
反
す
る
こ
と
な
か
ら
し
め
よ
。
本
状
を
完
全
に
合
法
適
正
な
る

も
の
と
み
な
し
て
、

か
れ
ら
を
し
て
、

か
れ
〔
マ
へ
l
γ
ド
ラ
〕

よ
り
逐
年
新
た
な
る
サ
ナ
ド

(め
RN芯
RNh出

叙
任
状
)
〔
の
提
示
〕

を

求
め
、
あ
る
い
は
、
方
法
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
上
記
の
日
付
に
な
る
こ
の
至
高
の
裁
可
に
違
背
す
る
こ
と
な
か
ら
し
め
よ
。



上
掲
の
フ
ァ
ル
マ
l
γ
は
、

お
そ
ら
く
定
型
に
則
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
趣
旨
は
マ
へ
l
ン
ド
ラ
H

ナ

l
ラ
ヤ
ン
H

シ
γ
ハ

た
も
の
で
あ
る
。

の
カ
l
ヌ
l

てコ
I
発
令
を
、
州
当
局
者
と
郷
村
の
支
配
層
や
農
民
に
告
知
し
、

マ
へ
l
ン
ド
ラ
に
関
す
る
部
分
を
読
む
と
、
服
務
規
律
が
一
般
的
な
道
義
を
一
融
う
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
さ
ほ
ど
具

マ
ヘ
l
ン
ド
ラ
に
職
務
の
内
容
と
服
務
規
律
と
を
諭
し

体
性
を
持
た
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

所
管
地
域
は
「
ベ
ン
ガ
ル
州
の
半
ば
お
よ
び
グ
l
チ
H

ピ
ハ

l
ル
郷
全
域
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
州
の
半
ば
」
は
地
域
名
も
境

界
も
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

グ
1
チ
H

ピ
ハ

l
ル
は
ム
ガ
ル
皇
帝
の
直
接
支
配
の
及
ば
な
い
土
侯
国
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の

で
、
こ
こ
を
所
管
地
域
と
し
た
の
は
、
部
分
的
か
ま
た
は
か
な
り
名
目
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
奇
妙
な
の
は
、
か
れ
マ

へ
l
γ
ド
ラ
は
ム
ル
シ
ッ
ド
H

ク
リ

l
u
ハ
l
γ
当
時
の
サ
ド
ル
H

カ
i
ヌ
l
γ
ゴ

1
の
子
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ァ
ル
マ

I

サ
ド
ル
H

カ
1
ヌ
l
γ
ゴ
ー
に
は
、

一
言
半
句
の
言
及
も
な
い
。
職
務
内
容
は
少
〈
と
も
三
種
類
以
上
の
記
録
・
台
帳
の
送
達
を
命
じ
た

Fhu A-

ン
は
た
だ
の
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
!
と
し
て
か
れ
を
任
命
し
て
い
る
。
そ
し
て
他
方
の
「
州
の
半
ば
」
を
管
轄
し
て
い
た
は
ず
の
も
う
一
人
の

こ
と
の
み
が
具
体
的
で
、
そ
の
コ
一
種
類
以
外
は
「
等
」
と
い
う
陵
味
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。
給
与
条
件
は
い
っ
さ
い
記
し
て
い
な
い
。

不
分
明
な
諸
点
は
、

フ
ァ
ル
マ
l
ン
に
記
す
る
ま
で
も
な
い
自
明
の
慣
例
に
委
ね
た
か
、
あ
る
い
は
、
〈
報
告
〉
に
は
訳
文
の
な
い
「
裏

(
8
)
 

の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
右
の
フ
ァ
ル
マ
l
γ
の
み
で
は
、
カ

書
き
の
明
細
」
に
記
入
さ
れ
た
付
属
文
書
中
に
あ
る
か
、

ー
ヌ

l
ン
ゴ

I
一
般
の
性
格
も
、

サ
ド
ル
H

カ
I
ヌ
l
y
ゴ
1
の
職
務
も
理
解
し
が
た
い
。

フ
ァ
ル
マ

1
ン
は
マ
ヘ
l
γ
ド
ラ
を
カ
l
ヌ
l
y
ゴ
l
に
任
命
す
る
た
め
の
も
の
で
、

サ
ド
ル
U

カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
!
と
い
う
用
語
が
そ

」
に
現
わ
れ
な
い
こ
と
は
右
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

〈
報
告
〉
も
ま
た
一
貫
し
て
サ
ド
ル
ー
ヵ
I
ヌ
I
γ
ゴ
l
の
文
字
を
用
い
て
い

な
い
。
こ
れ
は
奇
異
な
こ
と
と
い
え
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
I
ヌ

l
ンゴ
i
小
論
|
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
l

ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
前
に
引
用
し
た
シ
γ
ハ
氏
の
著
述
に
付
録
さ
れ
て
い
る
ウ
ォ
レ
γ
H
へ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル

論
の
一
節
に
述
べ
ら
れ
た
サ
ド
ル
H
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ

1
職
の
解
桁
)
を
み
た
上
で
、
右
の
奇
異
な
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
o

へ
イ
ス
テ
ィ
シ
グ
ズ
に
よ
る
と
、

「
二
人
の
サ
ド
ル
日
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ

1
は、

カ

1
リ
サ

(
句
史
令
忌

国
庫
)

の
職
員
た
ち
と
協
力

し
て
、
諸
県
の
業
務
を
執
行
し
、
そ
れ
ら
の
記
録
類
と
台
帳
類
と
を
用
意
し
た
」
と
述
べ
て
、

サ
ド
ル
日
カ
l
ヌ

l
シ
ゴ
l
の
国
庫
に
お

け
る
職
務
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
よ
う
な
公
文
書
の
作
成
で
あ
っ
た
o

① 

デ
ィ

1
ワ

l
ニ

l
H
サ
リ
シ
ュ
タ

(
b刊さ
q
aア
切
応
可
ミ
h
H
S
F

財
政
総
監
府
記
録
類
)

0

カ

l
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
ム
ハ
y

リ
ル
ミ
主
ミ
ミ
『

書
記
)
た
ち
は
政
府
諸
官
署
の
長
た
ち
の
も
と
に
通
い
、

か
れ
ら
と
協
力
し
て
、

カ
l
リ
サ

n
ト
ゥ
l
マ
l
ル
H
ジ
ャ
マ

(
句
史
民
吻
急

同

J
g
s
q司、

'
T
S
R

金
の
明
細
を
述
べ
た
台
帳
、

国
庫
貢
租
表
〉
、

ジ
ャ

l
ギ
l
ル

(
h
h町
内
向
可

知
行
地
U

等
の
台
帳
類
、
皇
帝
の
金
庫

(
5
ヨ-
H
H
2
2弓
)
へ
の
送

-46 -

お
よ
び
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
等
の
サ
ナ
ド
、

(
め
お
お
む
札

叙
任
状
〉
を
作
成
し
た
o

右
の
台
帳
類
と
文
書
類

の
す
べ
て
は
、

カ
1
ヌ

I
ン
ゴ

1
の
署
名
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
。

② 

税G カ
'-'::: 1 

のリ
ササ

リ?

と最
タと
O ジ
ヤ

ギ

ノレ

カ
l
ス
u
ナ
グ
イ
ー
ジ
ー

(向

ε
b『
sr向

(
〉
金
言
明
b

h

山
岳
書
記
官
)
登
記
税
)
と
チ
ャ
ゥ
ト

((USH叫
M
N

四
分
の

カ
l
リ
サ
の
ム
タ
サ
ヅ
デ
ィ

l

つ
ま
り
ラ

l
イ
l

u
ラ
l
ヤ

l
γ

(
均
九
問
問

均
利
し
て
向
芯

国
庫
理
事
監
)

の
命
令
に
よ
っ
て
、

〔両〕

カ

l
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
ナ
1
イ
ブ

(
見
町
民
守

代
官
)
た
ち
は
過
去
二
年
間
の
ジ

ャ
マ

(hhNSa

貢
租
額
)
〔
の
実
績
〕
を
検
査
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
、

か
れ
ら
自
身
の
ム
ハ
ッ
リ
ル
た
ち
と
と
も
に
、

ザ
ミ
l
γ
ダ

l

ル
た
ち
の
バ
ン
ド
バ
ス
ト

(
N
W
お
お
同
地
I
C
I
N凶
h
H
h
w叫

貢
租
裁
定
〉
と
キ
ス
ト
U

バ

γ
デ
ィ

l

(
C礼
的
H

・
s

・-~v
h
N
芯
h
N内

貢
租
分
納
表
)

と
を
作
成

し
た
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
か
れ
ら
は
諸
徴
収
の
タ
ウ
ジ

I
(
M
2
s
ミ
忌

納
期
別
貢
租
台
帳
〉
と
ジ
ャ
マ
H

ワ

l
シ
ル
U
バ
1
キ
1
(
h
b
s
a

吏
忍
た
旬
、
南
町

貢
租
決
算
簿
)
と
の
副
本
を
と
っ
た
。
土
地
の
分
割
、
境
界
お
よ
び
範
囲
に
関
す
る
紛
争
の
際
に
は
、

カ

l
ヌ

l
ン



寸
フ
イ
λ

ゴ
I
の
官
署
の
ム
ハ
叶
ノ
リ
ル
た
ち
が
、

〆
ス
タ
叶
ノ
グ

(
U
S
H
h削除

証
明
書
)
を
も
っ
て
現
場
に
派
遣
さ
れ
た
。

③ 

ア
ミ
l
=
l
H
サ
リ
シ
ュ
タ

(
与
さ
刊
誌
刊
め
お
ミ
凡

h
z
r
貢
租
の
審
理
の
た
め
の
記
録
類
)

0

ム
タ
サ
ッ
デ
ィ
ー
か
ら
照
会
が
あ
っ
た

時
、
そ
の
官
署
に
出
仕
し
て
い
る
カ
1
ヌ

1
γ

ゴ
I
の
ム
ハ
ッ
リ
ル
は
、

ザ
ミ
l
γ
ダ
l
ル
〔
自
身
〕

の
今
ァ
ッ
サ
ル
に
お
け
る
徴

収
の
台
帳
と
、
〔
国
庫
の
当
該
ザ
ミ

l
シ
ダ

l
ル
に
関
す
る
〕
当
座
勘
定
と
を
比
較
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
実
際
の
徴
収
〔
状
況
〕

の
説
明
書
を
用
意
し
た
o

④ 

〔
ア
ダ
l
-フ
γ

ト
ー
タ
ル
〕

ア
l
リ

I
ヤ

勺

hhN
ミ
ミ
ミ
I
C
£
q
b
p

財
政
総
監
府
裁
判
所
)
の
サ
リ
シ
ュ
タ
。
ア
ダ
l
ラ
ッ
ト
の
ダ

I
ロ
l
ガ

上
級
裁
判
所
)
お
よ
び
デ
ィ

l
ワ
l
=
l
H
ア
ダ
l
一
フ
ッ
ト

(
b刊
さ
き
N
町
民
入
山
岳
叫
N
G
H

(
b
q『ぬ

hy
判
事
ま
た
は
裁
判
長

た
る
州
総
督
の
代
官
)
は
、

ア
ダ
I
ラ
ッ
ト
に
出
仕
す
る
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ

l
の
ム
ハ
ッ
リ
ル
に
、
原
告
の
訴
願
の
調
査
を
照
会
し
た
。

⑤ 

ム
ハ
吋
ノ
リ
ル
た
ち
は
当
事
者
た
ち
を
査
問
し
裁
定
案
を
起
草
し
た
。
決
定
は
そ
れ
に
従
っ
て
下
さ
れ
た
o

〔サ
l
イ
ル

u
〕
チ
ュ
ナ
l
カ
l
リ
1

2

S

『

p
a
s札
ア

ゴ

l
ラ
l

H
ア
I
ジ
ム
プ
ル
(
。
。
お
〉

N53HU)・
シ
ャ

I

H

(
U
)

門

出

)

(

日

山

)

(
日
U
A刷
M
N
l
F
Q
芯
hHhN
司
、
)
・
バ
グ
シ

l
u
バ
ン
ダ
ル

(
N
w
h
N
h
h町
内
l
b
h
s
h
E
ろ
・
ア
ク
バ
ル
ナ
ガ
ル
お
よ
び
今
ァ
ッ
サ
ル
の
チ
ャ
ウ

々
t
A
せ

ハ

γ
ダ
ル

キ

(
(
U
h
N
N
h
F刊

税
関
)
に
お
け
る
関
税
徴
収
〔
の
サ
リ
シ
ュ
タ
〕
0

こ
れ
ら
の
諸
徴
収
の
ダ

l
ロ
l
ガ

(
担
当
官
)

た
ち
の
も
と
に

出
仕
す
る
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l
の
グ
マ

l
シ
ュ
タ

(のさ噌同州
h
H
Q
M
H

代
理
人
)

た
ち
は
、

〔
そ
れ
ら
に
関
す
る
〕
す
べ
て
の
文
書
類
を
審

査
し
て
認
証
し
た
o

そ
の
た
め
に
は
所
定
の
手
数
料
が
あ
っ
た
。

⑥ 

造
幣
所
〔
の
サ
リ

γ
ュ
タ
〕
0

カ
I
ヌ

l
γ

ゴ
l
の
ラ
ク
シ
ュ
ミ

1

H
ナ
l
ラ
l
ヤ

γ
の
グ
マ

l
シ
ュ
タ
た
ち
と
ム
ハ
ッ
リ
ル
た
ち

と
は
、
こ
の
部
局
の
職
員
た
ち
と
協
力
し
て
、
こ
の
部
局
の
台
帳
類
を
保
管
し
た
。

⑦ 

今

ア

y

サ
ル
の
諸
徴
収
の
サ
リ
シ
ュ
タ
o

か
れ
ら
は
、

ザ
ミ

1
ン
ダ
l
ル
お
よ
び
ワ
ア
ダ
ダ

l
ル
(
引
で
お
に
叫
h
N
F
l
h出
向
可

収
租
請
負

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
ー
ヌ
1
ソゴ
1
小
論

i
ベ
ン
ガ
ル
・
ビ
ハ

;iv
の
事
例
に
つ
い
て

i

入
、
収
租
官
〉
)
の
管
理
下
に

の
タ
ク
シ

i
ム
H

ジ
ャ
マ

(
M
3
h
N
A

志
向
刊
お
よ
h

h

柑送

地
域
別
、
瓦
租
配
当
表
)
、

お
よ

r
、!ー

ペ

A
F

守

i

ル
(
〉
山
『
h
N
~

町、~

の
単
位
と
な

一
昨
領
〉
の
台
帳
類
を
保
管
す
る
。

シ
ン
ハ
民
の

ら
転
思
し

の
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ

一
節
は
、

?こ

る
サ
ド
ル
副
カ

i
ヌ
i
ン
ゴ
!
の

で
あ
っ
て
、

の
フ
ァ
ル
マ

i
γ

っ
て
い
る
。
ブ
ァ
ル
マ

i
γ
に

は
国
療
で

に
は
一
一
言
半
句
の

ら
れ
な
い
。

ヘ
イ
ス
テ
ィ

γ
グ
ズ
は
、

シ
ソ
ハ
氏
引
用
の
限
り
で
は
、
議
村
で
の

に
は
渉
ら
な
い
。

つ
の
関
述
の
相
違
は
ブ
ァ
ル
マ

i
γ
の

る
か
も
知
れ
な
い
が
、

不
可
能

な
護
状
で
は

て
解
釈
す
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
の

は
、
ベ

γ
ガ
ル
の

人
の
カ
;
ヌ

i
シ
ゴ
ー
は
ま
ず
郷
村
の

と

-48 

る
カ
l
ヌ
i
ン
ゴ

i
に
缶
入
命
さ
れ

め
て
翠
庫

る
サ
ド
ル

n
カ
:
ヌ

l
γ
ゴ
ー
に

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
家
り
、
郵
村
に
お
け
る
職
な
前
提
と
し
て
、

の
①
・
窃
の
前
設
ゐ

φ
の
後
段
・
$
・
④
の

の
処
理
解
決
の
た
め
の
挙
証
と
の
職
務
が
追
加
さ
れ
、
あ
わ
せ
て

交
易
管
理
上
の

い
る
と
み
る
の
モ
あ
る
。
(
⑥
を
一
人
の
み
の
職
務
と
す
る
潔
自
は
わ
か
ら
な
い

J

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
サ
ド
ル
日
カ
;
ヌ

l
γ
ゴ
l

な
い
こ
と

V 

'-

の

に
お
け
る
よ
う
に

に
は
「
サ
ド
ル
」

民

(urF市
内

い
カ
l
ヌ
:
シ
ゴ
l

次
節
以
下
で
は

に
従
っ
て
た
だ
カ
!
ヌ

1
ン
ゴ
ー
に
の
み
対
象
を
限
定
す
る
。

誌
ハ
1
〉
ラ
ム
ス
ポ
タ
ム
の
沙
部
都
市
M

は
、
依
拠
し
た
手
議
申
ゅ
の
淡
協
加
が
亙
む
か
つ

た

た

め

に

、

好

干

の

綴

字

が

必

め

る

の

み

た

手

橋

本

は

で

あ
っ
た
。

ハ
2
〉
パ
タ

i
ソ
ン
は
括
弧
し
て

十

一

一

し

て

い

る

。

L
e

ル
コ
人
め
い
十
二
年
関
川
端
加
に
お
け
る
第

ト

ル

コ

し



て
イ

γ
ド
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
c

(

3

)

こ
れ
ら
の
記
録
類
に
つ
い
て
は
第
三
節
(
一
)
参
照
。

(
4
〉
ア
グ
パ
ル
帝
の
時
に
貢
租
や
知
行
の
金
額
計
算
の
基
憾
と
な
っ
た
銅

貨
の
単
位
で
、
標
準
は
一
ダ

l
ム
が
凹

O
分
の
一
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
。

(
5
)
も
と
は
ア
ク
パ
ル
帝
の
治
肝
二
九
年
に
実
験
的
に
導
入
さ
れ
た
収
租

官
名
で
あ
る
が
、
後
に
は
悶
庫
の
パ
ル
ガ

l
ナ
に
派
遣
す
る
収
租
官
の

呼
称
と
し
て
残
っ
た
。
同
・
出
m
w
r
F
D
N
v
s
H
品
、
.
N
叶
印
・
参
照
。

(
6
)
特
定
村
洛
に
お
け
る
村
氏
資
格
、
世
襲
的
土
地
保
有
権
と
公
租
負
担

義
務
を
も
っ
一
ラ
イ

l
ヤ
ヅ
ト
」
以
外
の
「
農
夫
」
を
さ
す
か
、
ま
た

は
、
R
N
q
b
H
h
q
民
向
、
む
詰
礼
s
h
h
g
w
と
い
っ
た
定
型
匂
を
訳
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

J

(

7

)

ム
ガ
ル
帝
国
の
版
図
と
し
て
の
ク

i
チ
H
ピ
ハ

l
ル
郷
と
は
、
い
ま

の
ラ
ン
グ
プ
ル
を
中
心
に
す
る
地
域
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
(
』
・
の
S
ロ
f

h
芯
同
な
芯
ミ
ミ
~
日
W
H
A
n
s
誌
も
需
品
之
官
同
与
さ
ん
ぜ
旬
な
ロ
¥
志
向
3
.
さ
ゆ
同
町
内
h

D
¥
N
W
S
N
h
ミ
u
え
口
-
u
h
w
m
v
H
b
h
H
司
、
N
H
N
刈
∞
q
w
5
叫
ユ
砕
町
、
一
凡
q
s
勾
町
、
也
、
、
H
U

〈

D
]
-
N
W
も
・
一
戸
∞
ω
・
)

(
8
)
私
が
入
手
し
た
ザ
ミ
ン
タ

l
ル
叙
任
状
の
訳
文
(
戸
司
巳
g
g
M
コ
』
同

h
u
ミ
i
s
s
b
~
由
旬
色
¥
弘
之
岳
町
凡
円
』
向
。
誌
由
、
町
、
岳
民
同
旬
w
F
D
目
仏
C
E
W
H
∞
。
H
u
h
v
h
v
・
臼
ω
ω
1

8
ど
か
ら
類
推
す
る
と
、
ム
チ
ャ

i
ル
カ

l

(
ミ

ミ

弘

吉

叙

任

申

請
誓
約
書
)
と
、
そ
の
申
請
の
正
当
性
を
証
明
す
る
他
の
カ

l
ヌ

l
ン

ゴ

l
の
一
証
明
書
の
ご
と
き
も
の
が
、
裏
書
き
に
添
付
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

A
Q
J
)
Z
・
同
ハ
・
ω
E
E
W
口
、
円
九
F
w
k
v
h
y
N
2
l
凶
器
・
h
B
M
》
同
誌
円
叫
N
H
。
・
但
し
シ
ン

ハ
氏
法
研
究
室
同
本
文
中
で
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
叩
)
こ
れ
は
有
名
な
マ
ラ

l

F
の
課
税
で
は
な
く
、
土
地
関
係
の
訴
訟
・

調
停
で
勝
訴
し
た
例
が
、
国
庫
に
納
め
る
上
納
金
を
指
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
北
イ
ン
ド
の
ム
ガ
ル
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
も
の
と
思
う
O

E
.
出
・

4
ぐ
己
g
♂
也
、
円
p
b
v
・
呂
町
H
l
H
C
叶
ご
口
g
T
E
R
ハ
凶
作
含
-w

k

守
-
H
目
印
・
参
照
。

f

(
日
)
こ
れ
ら
の
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
h
同
町
内
町
、
¥
3
S
S
町
内
ミ
昌
き
な
た
同

。
¥
円
以
三
塁
:
:
:
N
U
A
高
・
N
3
N
W
U
H
F
Y
向
E
♂
叫
3
F
四
回
向
是
認

ロ
¥
旬
、
主
急
同
一
ミ
N
Q
N
3
q
l
N
忠
∞
.
呂
田
口
口
Z
2
2
5
8
w
芯
・
ロ
叶
l

ロ
。
・
参
照
。

(
ロ
)
ム
ル

V
ダ
l
バ
l
ド
と
そ
の
近
郊
で
徴
収
さ
れ
る
各
種
商
税
を
い

ぅ
。
詳
し
く
は
』
・
の
円
g
r
u
b
Q
F
F
ュ
ド
同
J
e
~
j
t
q
H
M
W
勾
辛
口
三

〈

c
-
-
M
W
b
-
品
(
)
品
・
参
照
o
n
S
4
b
は
「
石
灰
」
、
同
』
ミ
は
「
渠
」
を
指

し
、
円
り
さ
悼
む
罫
品
目
は
「
埠
頭
」
を
も
意
味
す
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
税
関

の
所
在
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
戸
国
・
当
己
目
。
♂
色
、
円
N
H
W
H
V
・
品
印
品
♂

口問
ω
?ロ
O
円。

ι
早
口
-
w
、
、
・
叶
N由

?
1叶
N
ご
・
参
照
。

(日
)
C
D
N
h
は
「
倉
庫
」
の
意
。
〉
N
H
B
同
『
日
仏
(
地
名
)
の
位
置
は
確
め
て

E

、。

I
V
4
J
B
B
L
V
 

(

H

)

「
皇
帝
管
理
港
」
・
「
港
湾
管
理
官
」
・
「
税
関
長
」
な
ど
を
意
味
す
る

が
、
こ
こ
で
は
特
に
ダ
ヅ
カ
の
河
港
税
関
を
指
す
。
詳
し
く
は
、
〉
・

町
内
向
E
W
b
白
町
内
Q
W
H
t
ど
ミ
宮
崎
』
ミ
〔
リ
白
も
た
む
N
W
U
R
n
P
5
2
w
』
守
、
-
E
l
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ヵ
l
ヌ

lγ
ゴ
i
小
論

l
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
|

E
W
E
-
2・
参
照
。

(
日
)
意
味
上
は
「
主
計
総
監
管
理
港
」
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
フ

l

グ
リ

l
の
河
港
税
関
を
指
す
。
詳
し
く
は
、
』
・
の
吋
g
f
q
V
丘町
-
w
M】

e

N
1
q
H
F

勾毛色、
H
W
』

q

・
h
F
O

印
・
参
照
。

ハ
叩
山
)
ラ
ー
ジ
マ
ハ

I
ル
の
河
港
税
関
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
口
)
こ
の
語
は
「
第
五
報
告
書
」
の
用
語
解
に
も
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

カ
l
ヌ

l
ン
ゴ
!
の
地
域
別
分
布

パ
タ

l
ソ

γ
の
〈
報
告
〉
は
、

ベ
ン
ガ
ル
の
税
制
関
係
文
献
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
術
語
の
よ
う

で
あ
る
。

(
叩
山
〉
な
お
、
一
七
七
八
年
の
ア
ミ

l
ュ
l
委
員
会
報
告
(
寸
F
m

〉
B
E
F

知
名
0
2
)

に
お
い
て
も
、
ベ
ン
ガ
ル
の
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

l
は
二
名
と
さ

れ
て
お
り
、
サ
ド
ル
日
カ
l
ヌ

i
ソ
ゴ
!
と
い
う
用
語
は
引
か
れ
て
い

な
い
。
H

F

H
凶・
M
N
ω
百
回
ゲ
O

各国
HHMW

司
、
門
戸
、
も
・
H
H
∞
・
参
照
。

ベ
シ
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
・
オ
リ
ッ
サ
三
州
の
カ
l
ヌ
I
γ
ゴ
l
の
人
名
、
人
数
お
よ
び
在
任
地
に
つ
い

て
、
か
な
り
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。
そ
れ
が
当
時
と
し
て
完
全
な
も
の
モ
あ
っ
た
か
否
か
は
、
史
料
利
用
上
の
ひ
と
つ
の
問
題
で
あ
ろ
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苅
ミ
、

A
ノ
ふ

μ
、

で
、
紹
介
す
る
だ
け
の
価
値
は
あ
ろ
う
。
右
の
詳
し
い
記
載
は
、

い
ま
は
そ
れ
に
は
立
入
ら
な
い
。
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l
の
地
域
別
分
布
は
、
従
来
の
研
究
書
で
は
特
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の

パ
タ

l
ソ

γ
が
各
地
の
カ
l
ヌ

l
ソ
ゴ

i
に
発
し
た
、
職
務
内
容
と
現

況
お
よ
び
職
禄
そ
の
他
の
収
入
源
と
金
額
な
ど
に
関
す
る
照
会
へ
の
、
カ
I
ヌ

l
γ
ゴ
ー
た
ち
か
ら
の
回
答
を
要
約
し
た
部
分
と
、
特
に

収
入
だ
け
を
数
表
化
し
た
「
ベ

γ
ガ
ル
・
ピ
ハ

I
ル
・
オ
リ
ッ
サ
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
ー
た
ち
の
役
得
と
給
与
の
摘
要
」
の
部
分
と
に
あ

る
。
以
下
こ
れ
ら
を
〈
回
答
〉
と
〈
摘
要
〉
と
記
し
分
け
て
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
穴
「
な
お
、
地
方
の
配
列
の
順
序
は
必
ず
し
も

① 

ベ
ソ
ガ
ル

〈
報
告
〉
の
と
お
り
で
は
な
い
。
人
名
は
〈
報
告
〉
の
額
字
に
従
う
こ
と
に
す
る
o

マ
へ

I
γ
ド
ラ
H

ナ

l
ラ

l
ヤ

γ
日

γ
γ
ρ

ハ富山

E
戸内

-
2
Z由
E
E
ω
山
口
明
)
と
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ

l
H
ナ

1
ラ

l
ヤ
ン

H
ラ

l
イ
(
戸
戸
寸



n
Y
8
2
Z認知山
H
H
M
N
C可
)

の
ニ
名
の
ほ
か
は
、

ヵ
:
ヌ
l
ン
ゴ
;
と
称
す
る
者
の

、
〈
報
告
〉
に

れ
な
い
。

な
お

当
持
に
、

右
の
一
ブ
ク
ジ

?
?
J
は
既
に

て
お
り
、
養
子

の
ス

i
ラ
ジ
2

ナ
!
日
ブ
ヤ
ン
日
ラ

1
イ

ッ~・
H

F

)

ヵ:

の

に
名

g
上
の
カ
l
ヌ

1
γ
ゴ
ー
と
な
ゆ
で
い
た
。

命

ソ
ー
ナ

1
ル
ガ

1
・r
γ

で
は
ぺ
月
三
窓
口
}CMJ

い

o
E内
S
H
H
O
口問吋
C括
的

。

同

ωG童
話
O
H回
関
.
ウ
ブ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
抄
録
で
は
」
Nmw
窓
口
噂
一
F
U
J

る
〉
と
な
っ
て
い

八
摘
要
〉
は
」
耐
え
さ
忍

a
c宅
と

人
名
の
よ
う
に
書
く
。

は
、
「
あ
ら
ゆ

か
れ
ら

は
ベ

γ
ガ
ル
の
カ
l
ヌ

:
γ
ゴ
ー
た
ち
の
侵
害
と
干
渉
、

お
よ
び
、

そ
れ
が
ひ
き
れ
ぬ

す
か
れ
ら
の
職
務

に
お

":) 

し、

て
、
苦
情
を
訴
え
て
い
る
い
皆
を
法
え
て
い
る
。
ソ
i

ナ
l
ル
ガ
i

オ
ン
の
カ
l
ヌ

i
γ

ゴ
!
の
人
数
を
、
私
は
家
文
か
ら
一
一
人
と
考
え

て
お
く
。
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さむ

チ
ヤ
ヅ
ト
グ
ラ

I
ム
ハ
チ
ッ
タ
ゴ
ン
〉

ぞ
土
、
w
t
 
民河口
4Z舟
ロ
ゆ

ぬ
イ
グ
瓜
シ
w
y

。
《
山

F
W
(
抄
緑
で
は
」
州
知
i
g
H
H
Y
U
刊
〉
注
-
r
M
H
J

の
「
部
下
」
と
し
て
、
験

H
W
ロH
r

y

H

N
向
山
州
内
山
師
拙
作
♂

巾
一
ヌ
リ

4
n
h凶
ロ

O
H凶
問

料

《

)

舟

担

ゆ

]

[

の

Y
X
4
g
m
C何回
問
削

る
。
〈
構
要
〉
は
"
と
回
口
日
目
己
目
】

の
名
の

る
。
河
口
父
母
M
H
W
M
O
M
-
-
o
b
i
i
i
ど

う
切
っ

は
と
も
か
く
l
i
iな
る
人
名
が
、

ソ

i
ナ
ル
ガ

l
オ

γ
の
カ
I
ヌ

:
γ
ゴ
1
た

て
い
な
い
。
思
う
に
チ
ャ
ッ
ト
グ
一
フ

i
ム
の
カ

i
ヌ

l
ン
ゴ

1
職
は

人
以
上
お
か
れ
、
そ
れ

る
こ
と
に

dコ

の
ソ

i
ナ
!
ル
ガ

l
オ
シ
の
カ
:

ヌ

i
γ

ゴ
i

の
管
轄
下
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

話会

シ
ュ
弓
J
i
ハ
ッ
ト
ハ
ジ
ル
ヘ

y

ト〉

4
巾
毛
ロ
ロ
岡
山
部
}
戸
時
同
M
W
2口
J

n

日コ
O
ロ
m
o
a
丸
山
出
Z
Y
2
w
で
あ
り
、

で
も
向
じ

る
。
一
一
名
以
上
で

北
大
文
学
期
即
紀
凝



カ
i
ヌ
I
ン
ゴ

i
小
論

i
ベ
γ
ガ
ル
・
ど
ハ
!
ル
の
事
例
に
つ
い
て
;

正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。

日
フ
ソ
ガ
マ
テ
ィ

W
5
B
E
Y
-
3
M
M
g
m
ち
命
。
同
m
h
w
H
M
m
W
H
H
g
片
付
て
と
あ
り
、

ム
人
の
名
で
あ
る
。

。
こ
の
パ
ル
プ
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
ア
世
十

@ 

之
、

1
1

レ
ミ

/
C
i

ノ

ノ

ノ

ノ

ユ

干

・

民ロ
c
c話
回
目
謀
議
出
口
内
山

わ
き
さ
ぬ
2
0
同
M
r
Y
2
Z
E
刊
と
あ
り
、

一
名
で
あ
る
。

⑦ 

ノ
ワ

l
ラ
1
H
マ
ハ

1

R
M
N
m
H
H
H
r
c
g
H
m
p
ハ
リ
宗
広
』
三
三
口
出
口
C
H
H
酌
刊
誌
加
え
吾
叩

Z
C者
向
何
H
F
γ
念
日
μ

乙
・
と
一
一
…
人
の
人
名
今
一
挙
げ
る
。

で
は
一
人
名
の

ドよ

λ
ノ

い
て
あ
る
。

-52 

メ
ー
デ
ィ
ェ

i
ヅ
ル
ハ
ミ
ド
ナ
プ
ル
〉

の
m
w
D
O
ロ
ぬ
っ
品
。
同

L 

名
の
み
で
あ
る
。

(J) 

ハ
タ

i
ソ
ン

て
、
か
れ

。コ

た
と
い
う
か
ら
、
多
少
と
も
大
き
な
組
織
令
持
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

@ 

ジ
ャ
レ

1
シ
ュ
ワ
ル
〈
ジ

ラ
ソ

l
ル
)

バ叫
OUH阿
戸
内

WH-岱
仲
ロ

n酔
HMGHMmO昂

C同同巾日目出向山CHO

名
で
あ
る
。

4量

ヒ
ジ
リ

1

二
)
ハ
ロ
ロ
E
E
Z
C
向
ロ
O
M
M
m
明
言
。
同
包
広
間
百
円
吊
舟

名
で
あ
る
。

a 
。
ブ
ル

プ



一
つ
の
サ
ル
カ
ー
ル

(
b
h
N『
』

r
h可

郷
)
と
そ
れ
ら
の
中
の
計
九
つ
の
バ
ル
ガ
I
ナ

(
、
む
司
、
h
h
s
h
N

郡
)
に
お
か
れ
た
二

O
名
の
カ
l

ヌ

1
ヅ
ゴ

l
の
人
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

か
れ
ら
の
う
ち
の
誰
か
が
全
体
を
代
表
す
る
と
い
う
制
度
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ

をた
お O

くま
ノ~ tこ
ノレ 右
ガの
l 人
ナ数
もか
あら
つも
たτわ
O~ カミ

る
1-

う

カ
l
ヌ

i
γ
ゴ
1
は
一
パ
ル
ガ

1
ナ
に
一
名
と
は
限
ら
ず
、
六
人
も
の
カ
l
ヌ

I
γ
ゴ
l

こ
れ
は
面
積
・
村
落
数
・
人
口
・
歴
史
的
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

〈
報
告
〉
は
そ
れ
ら
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
な
い
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

ウ
イ
ド
ウ

こ
こ
で
「
何
某
の
母
一
」
と
か
「
何
某
の
未
亡
人
」
と
い
う
表
現
で
、
三
名
の
寡
婦
が
カ
l
ヌ

I
γ

ゴ
!
と
な

っ
て
い
る
こ
と
と
、
」
~
，
同

rr日
己
仏
2
口
出
2
2ロ
.
つ
ま
り
明
白
W
Y
H
-
Z
仏l
口
同
ロ
恒
g
a
l
H
H

な
る
ム
ス
リ
ム
の
カ
l
ヌ

i
γ
ゴ
ー
が
い
た

⑫ 
と
ピと
ハの

ノレ ー一
郷?点
)で、

あ
る
O 

〈
回
答
〉
で
は
四
六
の
パ
ル
ガ

I
一
円
)
の
名
称
と
四
九
あ
る
い
は
五

O
名
の
カ

1
ヌ

I
γ

ゴ
i
の
人
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
人
名
の
多
く

q
u
 

p

ヘυ

は
末
尾
に
よ

FU
と
記
し
て
あ
り
、
〈
摘
要
〉
で
は
カ
I
ヌ
l
ン
ゴ

l
数
を
「
約
一
五

O
」
と
し
て
い
る
。

ル
ガ
I
ナ
は
七
個
所
で
あ
り
、
他
は
少
く
と
も
二
人
以
上
お
い
た
と
思
わ
れ
る
。
寡
婦
は
人
名
と
し
て
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
正
門
口
-
w

中

カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
l

一
名
の
パ

に
含
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

ム
ス
リ
ム
の
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l
は、

恥
虫
色
町
出
各
包
R
K
-
J
d
H与
0
5え
巧
。
〕

2
r
w
m
F
J

J
p
r
o
B足
切
g
w
q唱
え
の

-
J
ρ
r
r
c自
主

ω宮
口
巾
巾
Y
立口

-
J
4ハ
2
由
自
己
〉
-HW2口
-
J
d
p
r
o
gえ
〉
与
口
口
(
V

〉
52H)w
丘口

-w
と

L
て
み
え
る
の
で
、
少
く
と
も
六
人
は
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
o

以
上
六
人
の
う
ち
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る
バ
ル
ガ

l
ナ
で
、

ヒ
ン

ド
ゥ

l
の
同
僚
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

か
れ
ら
の
人
名
の
あ
と
の

供
巾
4

門口・
w

は
必
ず
し
も
ム
ス
リ
ム
の
み
で
は
な
か
ろ
う
し
、

ま
た
ヒ
シ

ド
ゥ

I
人
名
に
つ
い
て
い
る
a
m
4
[
円
・
u

に
ム
ス
リ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

ま
た
右
の
ほ
か
に
、
よ
山
c
o
F。
。
自
己

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
!
ヌ

lγ
ゴ
I
小
論
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ

1
ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

HNCMHW

と
い
う
最
近
の
イ
ス
ラ

l
ム
へ
の
改
宗
者
ら
し
い
カ
l
ヌ

I
γ
ゴ
I
の
人
名
も
み
ら
れ
る
。

⑬ 

シ
ャ

l
ハ
ー
バ
ー
ド
郷

〈
回
答
〉
で
は
六
バ
ル
ガ
l
ナ
に
や
は
り
よ

F.
を
伴
な
う
一
三
の
人
名
を
挙
げ
、
他
に
人
名
を
記
さ
な
い
一
パ
ル
ガ
l
ナ
を
挙
げ

て
い
る
が
、
〈
摘
要
〉
は
パ
ル
ガ

l
ナ
八
に
対
し
て
カ
l
ヌ

1
γ
ゴ
l
三

O
人
以
上
と
す
る
。

記
載
の
限
り
で
は
、

ム
ス
リ
ム
の
人
名
は

み
ら
れ
な
い
。

⑭ 

ム
l
ソ
ゲ

1
ル
(
モ
ソ
ギ
l
ル
)
郷

〈
回
答
〉
で
は
パ
ル
ガ
I
ナ
九
に
対
し
、
同
じ
く
よ
押
え
を
付
記
し
て
一
二
名
の
カ
1
ヌ

1
γ
ゴ
ー
を
挙
げ
る
o

〈
摘
要
〉
で
は
マ
ハ

l
ル
(
ミ
&
匂
)
)
九
、
ヵ

l
ヌ

l
γ

ゴ
l
約
二

O
名
と
さ
れ
ぬ
V

ム
ス
リ
ム
の
人
名
は

aFvr
白

星

町

と

て

と

4
E
F
4
 
Fhu 

呂
田
『
。
自
巾
門
日
〉
昨
日
て
と
が
み
え
る
。

⑮ 

ロ
l
タ
ス
郷

〈
回
答
〉
は
五
パ
ル
ガ
l
ナ
と

(ロ)

名
と
記
す
。
ヵ
l
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
少
く
と
も
二
人
は
民
∞
唱
え
吋
品
ゲ
匡
て
¥
呂
与
O
B
E
〉
由
主
戸
え
と
い
う
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
た
。

‘
巾
4

げ口

w

を
つ
け
た
一

O
人
の
カ
l
ヌ

1
γ

ゴ
I
の
人
名
を
挙
げ
、
〈
摘
要
〉
は
五
マ
ハ

l
ル
に
約
一
八

⑮ 

テ
イ
ル
フ

1
ト
郷

〈
回
答
〉
に
は
、
」
ダ
一
同
窓
口
仏

H
N
S
H
S
仏
国
ロ

-42己
ω
E
m
w
gロC
口
問
。
巾
阻
止
辺
見
日
目
F
O
C
H
-

∞
三
今

2
Z
え
手
巾

ωoロ
g
r
o同

国国

zt
と
い
う
二
人
名
を
挙
げ
る
。
か
れ
ら
は
配
下
に
一
九

O
人
の
ム
ハ

y

リ
ル
(
ミ
N
h

合
ミ
マ

書
記
)
、

を
用
い
て
い
る
旨
を
、

。
/、

タ
l
ソ
ン
に
答
え
た
こ
と
を
記
す
、
が
、

〈
摘
要
〉
で
は
パ
タ

l
ソ
ン
は
、
プ
ラ
サ

l
ド
H

ラ
l
ム
・
バ
ル
ワ

γ
ト
日
シ
ン
ハ
両
名
を
サ
ド

リ
l
ア
(
仇
む
礼
司
、

EMN
総
法
例
可
・
州
都
法
例
司
)
、

一
九

O
名
を
今
ァ
ッ
ル
H

カ
1
ヌ

l
γ

ゴ
I

(
ミ
ミ
-ξ
志向

G
h刊
誌
智
内
ぬ

郷
村



門

誌

)

と
し
て
い
る
。

'--

どの
ハサ

1 ド
yレスリ

チliムl
で、ア

li Vこ
、子〉

L 、
て
tま

の
な
か
に
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

常
フ
イ
ス

ヵ
ー
ヌ

:γ
ゴ
1
融
慨
は
そ
の

い
形
態
を
あ
る
軽
蔑
と
ど
め
て
い
る
。
パ
ル
ガ
:
ナ
の
数
よ
り
多
い
カ

1
ヌ
;

て
い
る
か
、
ま
た
は
協
同
関
採
に
あ
り
川
添
え
宮
内
閣

E
Z、
か

話
で
は
、

ソ
ゴ
ー
が
い
て
、(

日

時

)

め
い
め
い
が
特
許
に
よ
っ
て
職
務
を
保
有
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
サ
ド
ワ
ー
プ
と
よ
ば
れ
る
か

て
が
相
互
に

の
う
ち
の
ニ
人
は
、

た
ち
の

の

〈
チ
ャ
ン
パ
!
日
ブ
シ
と
テ
イ
ル
フ
1
ト
に
あ
る
〉
と
は
附
加
に
、
政
府
所
在
地
に
参
勤
し
て
的

ち
か
ら
錦
の

る
こ

ら
れ
て
い
た
が
、

か
れ
ら
に
対
す
る
そ
れ
以
外
の
何
の
統
制
権
も
持
た
な
か
っ
た
。
ジ
設

i
ジ
un
ヴ

の
文
書
類
の
総
合
的
保
管
一
致
と
し
て
ア

七
六

O
i六
一
一
一
〉
氏
が
、

ァ
ン
シ
ッ
タ

i
ト
ハ

C
S話
巾
〈
担
当
弘
仲
仲
間
ス
ベ
ン
ガ
ル
知
事

れ
な
く
な
っ

円ず

ナ
ッ

ト
11 

ダ
ブ

し、タ

る ノレ
o 
fヘ
ゐ
議
¥:>l 

き
15 や恥

ヒコ;::， 
¥ 
F吋‘

主主
司
、古ノ

て
以
来
、

サ
ド

F
l
ブ
識
は
そ
の

L 、

し
だ
い

一
に

υ
F
D
 

⑫ 

ハ
l
ジ
ー
プ
ル
郷

〈
密
察
V

T
は

バ
ル
ガ

1
ナ
に
や
捻
り
・
え
た

を
つ
け
た

九
人
の
カ
1
ヌ
:γ
ゴ
;
の
名
を
挙
げ
、

で
は
二
一
マ
ハ

ー
ル
に

。
人
と
記
さ
れ
て
い

ム
ス
リ
ム
は

d
p
o
H
γ
蔀

2
ω
E
Y
J
a
認め昂
H
M担
問

2
m
w
g戸
4
2
へ¥
ω
}
E
n
w
〉
r
H
M円
山
丸
山

2
0山口

語、丹《

u
-
u
L
」、

で
あ
る
が
、

の
ミ
:
ル
苦
ジ
ャ
ア
ッ
プ
ル
引
シ
ャ
ー
は
一
パ
ル
ガ

i
ナ
に
と

γ
ド
ゥ
!
の
同
僚
を
持
ち
、

の
脳
内
名
の
人
物
と
シ
ャ
イ
グ
計
ブ
フ
マ

y

ド
誌
ア
サ
イ
シ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
パ
ル
ガ
l
ナ
に

る
o
a
巾

2
・w

J
臥

U

ち
ろ
ん
わ
か
ら
な
い
。
な
お
一
人
法

v

巾
古
川
woorw
と
い

の
判
断
で
き
な
い
人
名
が
見
出
さ
れ
る
。

@ 

チ
ャ

γ
パ
i
ラ

γ
掲



ヵ
i

ヌ
iγ
ゴ
!
小
論

j
ベ
γ
ガ
ル
e

ビハ

1
ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

五
パ
ル
ガ
l

1':ご二

の
カ
1
ヌ
;
ソ
ゴ
ー
を
お
く
。

一
バ
ル
ガ
l
ナ
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
サ
ド
リ

1
ア
ニ
名
い
か
、
バ
ヴ
ァ

ー

=
l
自
プ
ラ
サ
ー
ド
(
切
。
羽
詰
H
H
S、町
A
W

持
活
安
凶
〉
な

お
よ
び
一
一
一
バ
ル
ガ
l
ナ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
み
を
…
所
管
す
る
他
の
一
二
…
名
と
と

も
に
ム
カ
;
ヌ

i
γ
ゴ
ー
の
職
に
あ
っ

ム
ス
打
ソ
ム
は
い
な
い
。

⑮ 

サ
ー
一
ブ
ソ
郷

〈
問
問
答
〉
で
は
二
ハ
バ
ル
ガ
ナ
1
に
一
八
の
人
名
を
挙
げ
て
よ
片
え
を
つ
け
る
。
〈
摘
要
〉
は
サ

i
一
フ
ジ
郷
の
一
五
の
マ
ハ

i
ル
に
七

(
刊
日

v

名
の
カ
!
日
メ
!
ン
ゴ
ー
が
あ
り
、
護
る
て
ハ
ル
ガ

i
ナ
を
別
記
し
て
一
人
名
左
記
し
て
よ

p.
な
つ
け
る
。
〈
こ
れ
は
一
五
バ
ル
ガ
ー

ナ
か
ら
は
バ
タ

1
ソ
シ
の
脳
会
へ
の
回
答
が
な
か
っ
た
た
め
、
別
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
)
ム
ス
リ
ム
の

d
p
y
C
H
U
m仏
次
V
O
C
B
宮内山

え
た
が
見
出
さ
れ
る
。

パ
ル
ガ

1
ナ

〈
刊
悶
}

カ
i
ヌ
i
γ
ゴ
ー
は
よ

F
惨
な
つ
け
た
二
人
名
LZ
認
す
。
〈
摘
要
〉
に
は
ゆ
ノ
!
グ
プ
ル
を
欠
く
。

-56 -

争

ナ
i
グ
プ
ル
郷

以
上
の
〈
訓
練
告
〉
の
領
認
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
ビ
ハ

l
ル
州
地
域
の
な
か
に
は
、

っ
J
L

、
ム
ス
リ
ム
の
カ

i
ヌ

ー
ン
ゴ
ー
た
ち
の
存
夜
し
た
こ
と
が
鴇
現
し
た
。
挺
っ
て
、

か
れ
ら
の
パ
ル
ガ

l
ナ
の
ザ
ミ

1
シ
ダ
;
ル
の
宗
教
帰
属
の
知
朗
円
安
も
、

ぜ
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ザ
ミ

l
シ
ダ
i
ル
た
ち

に
践
に

ム
ハ
ン
マ
、
下

U
9
ザ
i
l
ハ
i

シ
の
ベ
ン
ガ
ル
麿
一

七

(
一
七
七
六
!
七

年
当
待
の
食
租
裁
定
間
約
細
表
〈
な
ミ
叫
コ
友
情
♂
切
さ
え
も
申
告
と
〉
中
の
人
名
か
ら
、

る
が
、

カ

i
ヌ

I
ン
ゴ
:

の

は
こ
の
朝
鮮
度
の

知
る
こ
と
が

る
。
〈
報
告
〉
と
は
約
十
年
の
時
期
の

る
こ
と
を
許
す
で
あ
ろ
う
。

以
下
、

ム
ス
リ
ム
の
カ
l
ヌ
i
ン
ゴ
ー
を
お
く
パ
ル
ガ
i
ナ
と
そ
w

の
ザ
ミ

1
ソ
〆
;
ル
の
人
名
を
、

し
て
揚
げ
る
o

〈
報
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ヵ
ー
ヌ
I
γ

ゴ
l
小
論
|
ベ
ン
ガ
ル
・
ビ
ハ

l

ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

こ
の
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、

ザ
ミ

l
γ
ダ
l
ル
と
カ
l
ヌ
l
γ

ゴ
!
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
二
例
を
除
い
て
、

両
者
が
と
も
に
ム
ス
リ

一
三
一
パ
ル
ガ

l
ナ
中
の
五
に
と
ど
ま
る
o

他
の
八
の
う
ち
七
は
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
が
、
ブ
ラ
l
ブ
マ

(

包

)

(

お

)

γ
・
ラ
l
ジ
プ
l
ト
そ
の
他
の
ヒ
ン
ド
ヮ
ー
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
で
あ
っ
た
り
す
る
。
残
る
一
例
は
群
小
ザ
ミ

1
ン

ム
で
あ
る
こ
と
の
明
確
な
例
は
、

ダ

1
リ
l
で
、

ザ
ミ

1
γ
ダ
l
ル
の
宗
教
帰
属
は
決
し
が
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

ム
ス
リ
ム
の
カ
l
ヌ

1
γ
ゴ
l
は
必
ず
し
も

同
宗
の
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
の
パ
ル
ガ
l
ナ
に
い
た
と
は
い
え
な
い
o

ム
ス
リ
ム
の
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
l
は
、
本
来
ヒ
ン
ド
ヮ
ー
で
あ
っ
た
カ

ー
ヌ
l
ン
ゴ
ー
が
ム
ス
リ
ム
の
ザ
ミ
l
ン
ダ

1
ル
の
影
響
等
に
よ
っ
て
改
宗
し
た
者
か
、
あ
る
い
は
、

ム
ス
リ
ム
の
政
治
権
力
担
当
者
な

り
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
な
り
に
よ
っ
て
、
従
来
の
ヒ
シ
ド
ゥ

l
の
カ
l
ヌ
1
ン
ゴ
ー
を
斥
け
ま
た
は
そ
れ
ら
と
並
ん
で
後
に
導
入
さ
れ
た
者

か
で
あ
ろ
う
が
、
這
般
の
事
情
は
詳
か
に
し
が
た
い
。

以
上
の
〈
報
告
〉
の
内
容
か
ら
次
の
よ
う
な
知
見
が
得
ら
れ
る
。
第
一
は
、
従
来
の
研
究
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
ベ

γ
ガ
ル
の
カ
l

ヌ
l
γ

ゴ
I
」
の
管
轄
区
域
が
、
多
少
と
も
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
厳
密
な
境
界
線
は
引
け
な
い
が
、
だ
い
た
い
は
ブ
ラ
フ

。。
に
d

マ
プ
ト
ラ
河
右
岸
の
北
緯
二
六
度
あ
た
り
を
北
限
と
し
、
南
限
は
フ
I
グ
リ
河
口
左
岸
に
及
び
、
東
端
は
ダ
ッ
ヵ
、

西
端
は
ラ
l
ジ
マ
ハ

ー
ル
丘
陵
か
ら
サ
ン
タ

l
ル
諸
郡
の
東
の
山
麓
と
考
え
ら
れ
る
。
以
遠
の
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
カ
l
ヌ
l
ン
ゴ
ー
の
お
か
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
右
の
地
域
限
定
は
た
ぶ
ん
当
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
な
が
ら
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
右
の
ベ

γ
ガ
ル
の
範

囲
内
め
カ
l
ヌ
l
ン
ゴ

l
配
置
に
な
お
不
分
明
な
点
が
い
く
つ
か
あ
る
し
、

情
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
範
囲
外
で
も
マ
イ
マ
ン
シ
ン
ハ
・
ト
リ
プ
ラ
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
o

フ
ァ
l
リ
ド
プ
ル
以
南
の
地
方
は
〈
報
告
〉
の
範
囲
で
は
事

第
二
は
、
広
義
の
ビ
ハ

1
ル
地
域
に
お
け
る
カ

I
ヌ
l
γ

ゴ
l
の
数
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ピ
ハ

l
ル
に
群
小
ザ
ミ

l
γ
ダ
I

ル
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る
一
円
領
主
的
な
ザ
ミ

l
γ
ダ
l
リ
ー
が
多
く
は
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま



た
別
の
表
現
を
採
れ
ば
、

O
 

〉

h
ノ

カ
l
ヌ

l

てコ
l
の
中
央
集
権
化
の
進
ん
だ
地
域
ζ

然
ら
ざ
る
地
域
と
が
あ
っ
た
ー
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
る

第
三
は
、
ピ
ハ

1
ル
州
地
域
で
は
、

カ
1
ヌ
l
γ
ゴ
ー
の
な
か
に
ム
ス
リ
ム
も
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
説
で
は
カ
l
ヌ
l

」
れ
は
正
し
い
。

し
か
し
こ
れ
は
ピ
ハ

1
ル
に
は
適
用
で
き
な
い
。

ソ
ゴ
l
は
ヒ
シ
ド
ゥ
l
の
み
の
官
職
と
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
ベ

γ
ガ
ル
と
オ
リ
ッ
サ
(
上
掲
の
@
⑨
⑮
)
に
つ
い
て
は

ま
た
、

ベ
γ
ガ
ル
の
今
ア
ゲ
サ
ル
(
バ
ル
ガ
l
ナ

)
1
カ
1
ヌ
l

ム
ス
リ
ム
を
絶
無
と
は
断
言
で
き
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
は
、
次
節
に
示
す
と
お

γ
ゴ
ー
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
ば
あ
い
に
は
、

り
で
あ
る
。

註
(

1

)

一
フ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
抄
録
で
は
、
〈
回
答
〉
原
文
の
人
名
と
個
々
人
の

給
与
額
と
は
省
略
さ
れ
、
地
名
と
吏
員
そ
の
他
の
数
お
よ
び
給
与
総
額

を
記
す
よ
う
に
と
ど
ま
る
。
〈
摘
要
〉
の
方
は
移
録
さ
れ
て
い
な
い
。

(
2
〉
こ
の
部
分
は
、
原
文
で
は
二
口

2
R
U
1
ロ
O
F
E
i
-
-
w
と
大
文
字
で

書
き
起
し
て
あ
る
が
、
一
フ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
抄
録
(
匂
・
出
品
〉
で
は
先
行

す
る
文
章
の
末
尾
に
お
く
。
意
味
は
ど
ち
ら
で
も
通
る
が
、
こ
こ
で
は

原
文
に
よ
る
。

(
3
〉
出
・
出
・
剛
山
5
F
3
同4
b
m

司、札
b
S
E
W
N
R
N
。
岳
災
h
h
q
k
.
凶
h
w
p
m
q
N
U
N
〈

or-w

。mwF
Z
立
m
w
w
]
{
∞
由
一
戸
、
〈

o
f
r
、
.
叶
]
ご
回
出
H
E
m民
・

(
4
〉
き

8
8、
お
は
「
船
舶
」
を
い
う
。
〈
報
告
〉
は
、
「
こ
の
桁
町
は
、
ア

ヴ
ラ
ン
グ
ゼ

l
ブ
帝
の
末
弟
シ
ュ
ジ
ャ

l

(
ベ
γ
ガ
ル
州
総
督
一
六
三

北
大
文
学
部
紀
要

九
|
|
五
九
)
が
設
け
た
い
く
つ
か
の
地
区

2
5
Eえ
る
を
ふ
く
み
、

そ
れ
ら
の
貢
租
収
入
は
帝
国
の
皇
子
た
ち
と
そ
の
家
人

(
F
O
C
8
r
o
E〉

の
用
い
る
船
舶
の
建
造
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ

の
う
『

s
s
b
ミ
司
令
又
は
、
ア
ラ
カ
ン
の
海
賊
マ
グ
(
ミ
a
h
p
)

や
ボ

ル
ト
カ
ル
人
海
賊
(
ブ
エ
リ
ン
ギ

l

H
サミ
s
h
O
の
来
襲
に
備
え
て
、

ダ
ヅ
カ
に
設
け
ら
れ
た
ム
ガ
ル
水
軍
の
軍
料
地
と
解
す
る
の
が
正
し

く
、
〈
報
告
〉
の
解
説
は
不
充
分
で
あ
る
。
国
・
国
-

J

ヨ-
m
O
ロw
q
b

ミ
H-u

b
・

S
N
戸
山
〉
・
民
間
叶
円
円
H
M
u
b
a
R
Q
W
H
p
m
」

r
h
a
h
M
W
白山内白、
V
N
d
Q
N
u
口
同
口

gw

s
E
W
也、

-gw由
Hug.
町
四
・
参
照
。

(
5
)

一
七
六
一

l
l
六
二
年
の
プ
ル
ニ
ア
軍
政
区
(
『

E
K
R
O
の
査
定
総

覧
(
同
ミ
ミ
同
門
§
ミ
』
)
に
よ
る
と
、
こ
の
地
方
に
は
、
土
地
貢
租
以
外

の
貢
租
の
み
を
賦
課
さ
れ
る
サ

l
イ
ル

H

マハ

l
ル
(
'
明
、
マ
ミ
司
令

-ho
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カ
l
ヌ

i
ン
ゴ

l
小
論
|
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

i

を
除
い
て
、
な
お
二
六
の
バ
ル
ガ

I
ナ
が
あ
っ
た
。
査
定
総
覧
と
〈
報

告
〉
と
で
は
地
名
に
出
入
が
あ
っ
て
、
不
明
確
な
点
が
残
る
が
、
右
の

証
拠
か
ら
一
人
の
カ

l
ヌ

l
ン
コ

l
の
管
轄
区
域
が
い
く
つ
か
の
パ
ル

ガ
l
ナ
に
及
ぶ
ば
あ
い
も
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
』

-
C
Sロ
f

h
芯
同
N.匂
芯
ミ
S
N
R
N
W
H
R同
町
色
遣
も
由
旬
、
白
町
民
s

h

諸島『
H
h
N
.
h
q
¥一
忌
問
、
N.3白
w
R
h
h

D
¥
切
室
内
aNU
時同町
-
w
h
v
a
ミ

L

R

2
・
N
U
4
G
S
M
2
h
N旬
、

qs勾
辛
口
ミ

・、
.
3
S
H
F
同
年
~
町
内
町
内
司
君
否
定
時
間
口
¥
阿
古
尚
喜
h
白
色
¥
〔
り
b
w
s
s
s
h
g

志
向
凡
曲
、
S

ミ
ロ
¥
.
s
n
同
白
包
同
抽
出
、
宮
内
S
H
V
s
q
-
九白河町、
N
∞
S
H
N
h
町、

同∞
LNNw

。
ι・
ru、
ポ
〈
・
同
ハ
・
司
町
田
宮
間
2
・
4
0
-
-

ド
ハ
い
と
口
戸
Z
P
H
U
H寸
w

vkv・
ωω
寸

ωω
∞
-
に
右
の
査
定
総
覧
が
あ
る
。

(

6

)

彼
女
た
ち
の
一
人
「
ク
リ
シ
ュ
ナ
H
チ
ャ

l
y
ド
未
亡
人
(
巧
広
0
4

。
問
問
即
日
目
弓
ロ
ロ
『
戸
邑
)
」
は
、
〈
報
告
〉
の
プ
ル
ニ
ア
の
部
の
職
禄
の
一
覧

表
で
は
、
息
子
か
義
弟
か
養
子
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ブ
ー
ル
チ
ャ

i

ン
F

(
回

roo-

。rcロ
仏
)
な
る
者
と
連
名
に
な
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

寡
婦
の
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

l
職
は
、
未
来
の
当
主
た
る
べ
き
者
が
幼
少
の

期
間
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

(

7

)

〈
報
告
〉
の
よ
山

H
E
m
-
つ
ま
り

h

め
白
、
町
号
、
切
を
、
以
下
す
べ
て

「
郷
」
と
訳
す
。

(
8
)
東
イ
ン
ド
会
社
の
財
政
副
監
(
足
、
芯
勺
町
さ
ね
る
ム
ハ
ン
マ
ド
H
リ

ザ
l
H
7
1
ン
が
、
一
七
七
六

i
六
七
年
に
ま
と
め
た
貢
租
裁
定
明
細

表
(
H
S唱
え
吋
晶
、
骨
ご
切
ミ
ミ
ロ
』
S
H
町
)
に
よ
る
と
、
ピ
ハ

i
ル
郷
の
パ
ル

ガ
1
ナ
の
数
は
四
九
で
、
別
に
山
岳
地
帯
に
五
パ
ル
ガ

l
ナ
が
あ
っ
た
。

但
し
右
の
四
九
の
う
ち
の
二
一
は
マ
ハ

I
ル
と
し
て
は
二
分
さ
れ
て
い
る

も
の
を
二
度
数
え
て
い
る
の
で
、
パ
ル
ガ

l
ナ
の
実
数
は
〈
報
告
〉
の

四
六
と
合
致
す
る
。
但
し
右
明
細
表
と
〈
報
告
〉
と
で
は
、
パ
ル
ガ

l

ナ
の
地
名
に
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
書
写
方
法
の
不
統
一
、
誤
字
、

マハ

l
ル
の
多
少
の
異
動
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
右
明
細

表
は
、
』
・
。

E
ロ
f
q
h
v
町民同
-
w
M
U
S、H
H
H
H
j
u
ω

。-H
足諸問

N
M
V九
W
U
J
E
叫

dhw
時

N
1
q
H
M
W
均
旬
、
己
主

4
0
-
-
N
W
』

v
b
・
hH品
H
1
企
ω・
所
収
。

(
9
〉
前
註
で
言
及
し
た
貢
粗
裁
定
明
細
表
(
也
、
円
札
子
、
・
主
印
・
)
に
よ
れ

ば
、
シ
ャ

l
ハ
ー
バ
ー
ド
郷
の
パ
ル
ガ

l
ナ
の
数
は
一
一
で
あ
り
、
う

ち
こ
一
は
ヴ
ア
ラ

l
ナ
i
シ
1
の一フ

l
ジ
ヤ
の
領
地
と
な
っ
て
い
る
。
残

る
九
の
う
ち
七
は
〈
報
告
〉
の
地
名
と
一
致
す
る
。
あ
と
の
ニ
パ
ル
カ

l
ナ
の
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

l
に
つ
い
て
は
、
〈
報
告
〉
か
ら
は
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

(
叩
)
貢
一
租
賦
課
の
単
位
と
な
る
地
域
を
マ
ハ

l
ル
と
い
い
、
ザ
ミ

l
ン
ダ

!
ル
な
ど
の
郷
村
支
配
者
の
氏
族
領
域
を
単
位
と
す
る
行
政
区
の
パ
ル

ガ
l
ナ
と
は
範
騰
を
異
に
す
る
。
両
者
が
混
同
さ
れ
て
い
る
の
は
、
両

者
が
た
ま
た
ま
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

(
日
)
前
引
の
ム
ハ
ン
マ
ド
日
リ
ザ
!
日
ハ

l

ン

の

責

租

裁

定

明

細

表

(
M
1
F品
、
ミ
H
F
H同町、色、
4
・

〈

o
-
-
N
w
b
b
・念日一凶
lhHA広
・
)
に
よ
る
と
ム

l
ン

ゲ

i
ル
郷
の
パ
ル
ガ

l
ナ
数
は
四

O
で
あ
り
、
〈
報
告
〉
中
の
九
パ
ル

ガ
l
ナ
の
地
名
は
こ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
。
明
細
表
で
は
四

0
・
ハ
ル
ガ

l

ナ
の
う
ち
、
一
八
世
紀
初
め
か
ら
へ
ン
ガ
ル
州
に
移
管
さ
れ
た
五
を
除
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く
ご
一
五
が
、
九
寸
ハ

l
ル
を
構
成
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
あ
る
パ

ル
ガ

i
ナ
の
カ

l
ヌ
i
ソ
ゴ
ー
が
、
同
じ
マ
ハ

l
ル
内
の
他
の
パ
ル
ガ

l
ナ
や
隣
接
点
ヲ
る
パ
ル
ガ

l
ナ
を
も
管
轄
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
臼
)
前
註
所
引
の
明
細
表
(
宰
門
戸
w
b
b
・
品
企
l
怠
印
・
)
で
は
、
ロ

l

F

ス
郷
の
パ
ル
ガ

l
ナ
数
は
七
で
あ
り
、
〈
報
告
〉
中
の
五
パ
ル
ガ

I
ナ

は
こ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
。
残
る
ニ
パ
ル
ガ

1
ナ
の
う
ち
一
は
ザ
ミ

l
γ

ダ
l
ル
の
ジ
ャ

l
ギ

l
ル
(
』
ね
内
向
、
知
行
地
)
で
あ
り
、
他
の
一
は

ザ
ミ

l
ン、ダ

l
ル
の
ほ
か
に
ク
ヤ

l
ギ
l
ル
ダ
!
ル
が
い
る
重
層
領
有

の
状
態
に
あ
っ
た
。
国
家
公
租
給
付
地
で
な
い
た
め
に
、
こ
の
二
パ
ル

ガ
i
ナ
に
は
ヵ
!
ヌ

l
ン
ゴ
ー
が
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
日
)
前
記
の
明
細
表
(
O
K
V

門
戸
w
b
・
念
品
・
)
で
は
、
テ
イ
ル
フ

l
ト
郷
に

は
も
と
一

O
二
の
「
小
さ
な
パ
ル
ガ

i
ナ
」
が
あ
り
、
内
九
三
一
が
査
定

さ
れ
て
い
た
。
〈
報
告
〉
は
パ
ル
ガ
1

ナ
の
数
や
地
名
に
ふ
れ
て
い
包

い
の
で
、
明
細
表
と
の
対
照
は
で
き
な
い
。

(

H

)

お
そ
ら
く
叙
任
状
(
め

S
S
3
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
ラ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
抄
録
は
こ
の
引
用
を
欠
く
。

(
日
)
前
述
の
明
細
表
(
色
も
円
H
.
H
-
w
b
b
・
品
品
目
i
主
JC
で
は
、
ハ
ー
ジ

l
プ

ル
の
パ
ル
ガ

l
ナ
数
は
一
一
で
あ
り
、
内
九
は
〈
報
告
〉
の
地
名
と
対

応
す
る
。

(
口
)
前
記
の
明
細
表
(
口
V
R
H
-
w
』
守
・
品
会
・
)
で
は
チ
ャ
ン
パ

l
一
ブ
ン
郷
の

バ
ル
ガ

l
ナ
数
は
一
二
と
さ
れ
る
が
、
J

地
名
は
一
し
か
挙
げ
て
い
な
い
。

こ
の
地
名
は
〈
報
告
〉
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

(
お
)
前
記
の
明
細
目
表
(
芯
制
札
・
)
で
は
、
サ

l
ラ
ン
郷
の
バ
ル
ガ

1
ナ
数
は

一
八
で
内
二
は
ア
ワ
ド
に
編
入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
残
り
は
一

六
で
〈
報
告
〉
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、
明
細
表
の
挙
げ
る
地
名
は
六

〈
?
)
し
か
な
く
、
〈
報
告
〉
所
掲
の
地
名
と
対
応
す
る
の
は
こ
な
い
し

三
で
あ
る
。

(
m
m
〉
こ
こ
で
以
上
二

O
地
域
の
記
事
に
つ
い
て
V

〈
報
告
〉
原
文
と
ラ
ム

ス
ボ
タ
ム
の
抄
録
と
の
異
同
を
摘
記
し
て
お
く
。
ま
ず
、
プ
ル
ニ
ア
以

下
ピ
ハ

l
ル
州
各
郷
の
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
の
人
名
は
、
抄
録
で
は
一
切

省
略
さ
れ
て
お
り
、
人
数
の
み
を
原
文
の
よ

R
・w
を
無
視
し
て
集
計
し

て
い
る
に
す
、
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
れ
す
ら
二
郷
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。

次
に
、
原
文
に
あ
る
〈
摘
官
官
〉
は
、
抄
録
か
ら
は
ま
っ
た
く
外
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
以
上
の
⑤
・
⑥
お
よ
び
⑬
以
下
⑫
ま
で
に
つ
い
て
は
、

抄
録
は
原
文
を
過
度
に
圧
縮
し
て
お
り
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
。

(
却

)
h
d向日

g
q
w
の
意
味
は
不
明
の
ま
ま
残
す
。

(
幻
)
前
記
の
貢
租
裁
定
明
細
表
に
は
対
応
の
パ
ル
ガ

l
ナ
名
を
欠
く
。
但

し
、
も
し
明
細
表
に
あ
っ
て
〈
報
告
〉
に
欠
け
る
河
口
同
C
♂
。
円
円
印

E
L

の
二
パ
ル
ガ

i
ナ
が
、
〈
報
告
〉
の
わ
「

5
r
g
(
S
F
~
S
P向日
r2]c--

に
当
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
は
唱
。
円

S
Z
E間
回
日
百
円
ロ

そ
の
他
群
小
の
領
主
で
あ
る
。

(
担
)
右
の
明
細
表
で
は
回
mwF
の
地
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
細
表

に
挙
が
っ
て
い
る
八
パ
ル
ガ

l
ナ
名
中
に
回
位
。
に
比
定
で
き
る
も
の

が
な
く
、
か
つ
の
O
若
田
「
(
〈
報
告
〉
で
は
の
7
0
垣
間
三
等
一
五
パ
ル
ガ
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ヵ
I
ヌ

l
γ
ゴ

l
小
論

l
べ
γ
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

i

ー
ナ
の
ザ
ミ

1
ン
ダ

l
ル
と
し
て
、
よ
U
O
H
V白
戸

-
Z
R
m
w
E
-
。
片
口
・
酌

aZ

Z
2
r
m円
九
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
切
mwZ
を
こ
の
一
五
中
の
一
と
考

え
て
お
い
た
。

(
幻
)
こ
の
間
題
は
第
四
節
で
改
め
て
扱
か
う
。

(
引
色
白
雪
己
司
自

(
h
H
h
t
さ
)
K
F
N
吉
田
宮
島
の
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
の
名
に
つ

職

務

と

組

織

ハ
一
)

い
て
い
る
a

氏。

Z
2
q
w
は
、
思
う
に
心
忌
日
H
W
4

・
ま
た
は
心
州
向
島
守
合
、

で
あ
ろ
う
。

(
お
)
ア
ル
メ
ニ
ア
人
商
人
が
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
リ
ー
を
購
入
し
て
い
た
珍
ら

し
い
事
例
と
思
う
。

a
y向口一円
D
H
U
-

が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
名
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
北
川
誠
一
氏
の
御
教
一
不
を
も
得
た
。

カ
I
ヌ

l
γ
ゴ

I
職
の
内
容
と
そ
れ
を
執
行
す
る
た
め
の
機
構
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
掲
げ
た
す
べ
て
の
地
域
の
そ
れ
を
明
ら
か
に
は
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で
き
な
い
が
、
狭
義
の
ベ
ン
ガ
ル
の
事
情
に
つ
い
て
は
〈
報
告
〉
か
ら
多
少
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
報
告
〉
は
ま
ず
バ
タ

l
ソ
シ
自
身
の
調
査
に
も
と
、
、
つ
い
て
、

て
い
る
。

① 

カ

l
ヌ

I
γ
ゴ

l

(心
札
刊
誌
ぬ
お
h
ぬ
)

こ
の
職
に
次
の
三
つ
の

「
官
号
立
法
〉
」

の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

② 

ム
ス
タ
ウ
フ
ィ

1
2
h
S
H
s
b
)
〈
報
告
〉
は
「
文
字
通
り
に
は
、
諸
法
律
と
諸
慣
習
と
の
解
説
者
」
と
説
明
し
て
い
る
。

「
こ
の
官
号
は
ナ
l
イ
ブ
H

カ
1
ヌ

l
γ
ゴ

l

「
諸
台
帳
の
保
管
者
ま
た
は
監
査
役
」
で
あ
り
、

③ 

マ
ジ
ュ
ム

l
ダ

l
ル

(

〉
A
H

ミ
.
S札
制
〈
州
司
、
)

(」〈
qu芯

chミ
Eh山
、
ぬ
〉
が
こ
れ
を
称
し
、
時
効
に
よ
っ
て
世
襲
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

「
諸
記
録
の
保
管
者
に
し
て
照
合
係
L

で
あ
っ
て
、
「
こ
の
官
号
は
、

カ
l
ヌ
I
γ
ゴ

l
の

下
に
い
る
ベ

l
シ
ュ
カ
ル
(
』
甲
町
h
b
h
N
W
-

番
頭
、
差
配
人
)
の
よ
う
な
下
級
の
役
人
た
ち
公

Z
F
4
4
2
0
B
2
5〉
が
こ
れ
を
称
す
る
」

と
い
う
。



パ
タ

;
γ
ソ

一
つ
の
「
官
号
い
の
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の

す
ぷ
U2-qど
に
お
い
て
担
当
す
る
業
務
の
内
容
を
詳
述
し
て
い

そ
れ
ら
に
言
及
す

て
お
き
た
い
の
は
、

一
つ
の
「

は
決
し
て
並
列
的
な
も
の
で
は
な
く
、
問
中
符
の
職
務

を
も
っ

て
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
世
襲
で
あ
る
た
め
問
弁
格
や
新
援
採
用
の
事
態
は
考
え
ら
れ
な
い
に

せ
よ
、

か
な
り
整
然
と
し
た
官
僚
鎖
的
組
織
な
な
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

カ
ー
ヌ

l
γ
ゴ

1
の
「
資
格
…
に
お
け
る
毅
務
ハ
仏
三
ち
と
し
て
、
〈
報
告
〉
は
左
記
を
列
挙
す
る
。

ダ
ス
ト
ヮ

!
ι
W
E
ゥ
ル

E
ア
マ
ル
ハ

bhHは
ね
神
話
災
、
入
品
ミ
ミ

の
作
成
。
こ

は
「
諸
貢
窓

(
2
4
3
5与
、
諾
貢
租
率

〈同知仲巾出〉、

ハ霊前
mgHH与
え
〉

の

に
関
わ

て
の
地
方
的
な

設
お
よ
び
競
期
〈
同
凶
器
官
♂
】
担
当
出
向
同
氏
自
∞
尽

ZFCロ
出
〉
一
の
記
録

心。

ア
マ
ル
説
ダ
ス
ト
ヮ

1
ル

の
作
成
。
こ
れ
は
前
掲
の
「
慣
行
、

お
よ
び
規
制
烈
」

。iupb 

た
「
す
べ
て
の

の
作
成
。
こ
れ
は
「
ザ
ミ

l
γ
ダ

1
ル

(
4
)
 

た
も
の
で
あ
る
。

の
任
用
・

の
よ
う
な
す
べ
て
の

イ停
をジ
詳ャ
記ン
しすト
記)リ

録:
し(
、、吋
品
2主
ド色、、

国

以
下

Q
E印
2
4与
す
る
。

1 

ト
ゥ

i
マ
1
ル
2
ジ
ャ
マ
〈
吋
尚
一
選
九
州
司
i
凡

二
氏
租
自
晶
体
〉
と
タ
ク
シ
ー
ム
弘
ジ
ャ
吋
〈
M
3
Q
A
叫柄拘きょ

H
Q哨
噌
悼

地
域
別
賞
担
割
問

付
緩
〉
。

2 

ハ
キ

I
カ
ァ
ト
U
J
ジ
ヤ
マ
(
民
主
芯
ミ
ム
祉
送

貢
租
明
鱈
鐸
〉
…
貰
租
額
の
内
訳
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の

を
一
示
す
諸
記

録北
大
文
学
部
紀
袈



ヵ
i
ヌ

i
ンゴ
l
小
論
ベ
ン
ガ
ル
・
ビ
ハ
l

ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

3 

ギ
ル
ド
H

バ
ン
デ
ィ

l
(
C弘
司
え
l
b
h
N
史民間

境
界
簿
)
「
ザ
ミ

1
γ
ダ
l
ル
領
、

タ
ア
ル
グ
ダ

I
ル
領
、
郡
、
村
な
ど
の
境
域
と
限

界
と
を
示
し
識
別
す
る
諸
記
録
」
で
あ
る
。

4 

イ
フ
テ
ィ
マ
l
ム

H

バ

γ
デ
ィ
l
(
H
M
H
H

凡さ
q
s
I
~
v
S
N
号

裁
定
簿
)
「
土
地
と
収
租
請
負
物
件

Q
2
5由
)
と
の
配
分
、

〔
貢
租
納

入
契
約
〕
当
事
者
た
ち
の
名
前
、
そ
れ
ら
の
〔
土
地
)
保
有
資
格
公

2
5
2
)
ま
た
は
信
託
公
言
語
)

の
性
格
を
、

ど
れ
が
カ
l

リ
サ
(
同
町
』
百
三
宮

公
租
給
付
地
、
国
庫
)

の
も
と
に
あ
り
、

ど
れ
が
ジ
ャ
l
ギ
l
ル

(
h
b
h
マ
知
行
地
)

で
あ
り
、

ど
れ
が
免

b 

租
地
(
同

g同
l
昨

2
)
で
あ
る
か
を
詳
し
く
列
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
示
し
識
別
す
る
諸
記
録
」
で
あ
る
。

村
落
誌
)
「
現
実
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
土
地
の
量
、

ム
ワ

l
ジ

l
ナ

(

』

向

N
h
s
h丸
、
刊
誌
hNMH

不
耕
作
地
ま
た
は
荒
蕪
地
の
量
、

春
作

ャ
マ
つ
ま
り
査
定
額
と
査
定
率
、

つ
ま
り
ラ
ピ
l
(
勾

S
3
作
と
秋
作
つ
ま
り
カ
リ
i
フ
(
句
ミ

q)
作
の
双
方
の
各
種
農
産
物
と
個
々
の
品
目
の
時
価
相
場
表
、
ジ

つ
ま
り
〕
残
額
と
の
詳
細
、

ワ
ス

1
ル

(
S£
hw
尚
~
〉

つ
ま
り
収
受
額
と

〔バ

I
キ
l
(
N
W
州
南
町
)

農
耕
の
進
展
お
よ
び
貢
租
収
入
の
喪
失
ま
た
は
欠
損
と
そ
れ
ら
の
発
生
し
た
個
々
の
事
情
の
詳
細
、

を
叙
述
し
特
記
し
た
記
録
」
が
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こ
れ
で
あ
る
。

五

以
上
の
ほ
か
、
「
ザ
ミ
l
ゾ
ダ
l
ル
た
ち
の
系
譜
を
記
録
し
、
す
べ
て
の
土
地
、
喜
捨
ま
た
は
不
輪
特
権
の
施
与
宗
門
出
口
富
。
ご

E
F

与
阻
止
丘

2
2
H
5
5
5丘
ぽ
与
を
登
記
し
、

カ
I
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
職
務
と
し
て
証
明

F
3
2
C
ま
た
は
認
証
官

E
r
g片
山
口
え
巾
)

し
な

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
文
書
の
写
し
を
と
っ
て
お
く
こ
と
」
が
あ
っ
た
。

上
の
一
・
こ
は
ま
さ
に
在
地
法
と
そ
の
適
用
例
と
の
記
録
で
あ
り
、
三
・
四
の

3
と
4
・
五
の
前
段
が
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
、

土
地
の
保
有
権
・
保
有
者
・
現

実
の
保
有
の
記
録
、

四
の

1
・
2
・
5
が
貢
租
関
係
の
台
帳
類
、
五
の
後
段
は
公
証
の
責
任
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ム
ス
タ
ウ
フ
ィ

l
の
「
資
格
」
に
お
け
る
職
務
は
下
記
の
「
貢
租
〔
の
査
定
〕
と
徴
収
等
に
関
す
る
公
文
書
な

0
5
5
5
2叶
R
S
5宮



S
L
官
官

g
t
H
F
H白
4
3戸
2
2円山口。
-raog
え
ロ
・
)
の
正
規
の
複
本
を
と
っ
て
お
く
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

1 

カ
ブ

l
リ
ヤ
ッ
ト

(
C
Q守
札
制
N

守
Q
H

承
諾
書
〉

貢
租
裁
定
に
対
す
る
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
等
の
請
書
。

2 

キ
ス
ト

H
バ
ン
デ
ィ

l
(
Cな
H
l
b
h
s
n
N刊

納
期
別
分
納
額
一
覧
表
)

0

3 

セ
ハ

I
H
ア
l

マ、ダニ

l

(
句

sq込
ミ
悼
む
札
お
お
町

日
付
、
納
入
者
名
、
収
受
額
の
記
録
。

収
受
・
送
金
・
支
出
の
記
録
。

4 

収
受
金
日
誌
)

セ
ハ

I
H
マ
ウ
ジ
ュ
I
ダ

l
ト
(
め
周
忌
向
足
む
忍
骨
叫
札
口
在
庫
金
日
誌
)

6 

貢
租
納
入
者

(Hg件
2
〉
お
よ
び
区
域

2
5
E
3
)
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
前
月

分
未
納
額
、
当
月
分
納
入
額
、
当
月
分
収
受
額
、
翌
月
分
繰
越
額
の
明
細
を
記
す
。
前
掲
2
・
3
の
合
訂
で
あ
ろ
う
。

収
支
台
帳
)
前
掲
4
を
改
編
し
て
毎
月
の
収
受
・
送
金
・
支
出
金
額
を
費
目
別
に
整
理
し
た
台
帳
。

(
与
さ
を
、
h
h
N
I

弘、hN
S
a

。
同
』
芯
『
・
hNK

ア
ル
サ
ッ
タ
l

(
弘
司
的
む
と
q

5 

タ
ウ
ジ
l
(
M
3
h
N

ミ
思

納
期
別
収
受
金
台
帳
)

7 

ア
l
ワ

l
ル
ジ
ャ
U

ジ
ャ
マ
日
カ
ラ
ジ

収
支
総
覧
)

前
掲
6
を
年
単
位
ま
た
は
提
出
要
求
時
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に
編
集
し
な
お
し
た
台
帳
。

8 
額マ
・ジ

収?ヤ

受ナマ
額リ 11

ワ

未パ l
納16シ
額 1 ノレ
のIi

覧 i
O キ

('has-G
引
で
州
三
~
。
N
w
h
N
t

貢
租
収
納
決
算
簿
)

ジ

ヤ

年
末
ま
た
は
提
出
要
求
時
に
お
け
る
査
定

9 

ジ
ャ
マ

H

カ
ラ
ジ

('ps
・
。
同
p
h
N
3
N』
.

貢
租
収
支
決
算
簿
)

収
受
・
送
金
・
支
出
の
一
覧
。

〈
報
告
〉
は
上
掲
の

3
・
4
を
「
こ
れ
ら
は
予
備
的
な
記
帳
で
、
雑
記
帳
ふ
う
の
も
の
で
あ
る
」
と
注
釈
し
て
い
る
。

バ
タ

l
ソ
ン
は
以
上
を
列
挙
し
た
後
に
以
下
の
よ
う
に
付
言
す
る
。

人
び
と
は
、

主
任
た
ち
八
百
甘
口
一
宮
ゲ
)
が
中
が
つ
ま
り
政
府
所
在
地
で
こ
れ
ら
の
照
合
の
た
め
の
台
帳
を
規
則
的
に
つ
け
て
い
た
間

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
!
ヌ

i
γ
ゴ
i
A
J論
!
ペ
ソ
ガ
ル
・
け
と
ハ

1
1
N
の
占
領
例
に
つ
い
て

i

に、

の
在
地
で

ふ
フ
ア
少
ザ
ル

ち
に
送
付
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
地
方
の

地
方

ち
ハ
色
合
}
百
件
付
印
〉

し
て
、

の
監
査
ず
み
の

の
時
窮
に

空白
0
5去
〉
が
地
方
の
設
閣
総
額
収
に
鋳
わ
れ
る
議
席
川

の
代
理
人
た
ち
に
対
す
る
抑
制
手
段
を
な
ナ
よ
う
に
、
主
査
た

ぜっ

る
諸
台
棋
戦
は
政
府
川
大
官
た
ち
を
制
調
す
る
の
を
習
的
と
し
た

と
い
う
こ
〈

ti--:
を
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で

と
「
代
官
ι
と
あ
る
の
は
、

し
た
こ
と
か
ら
み
て
カ
1
ヌ

;
γ
ゴ
ー
と
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
で
は
な
く
、
州

都
の
(
サ
ド
ル
uu〉

カ
i
ヌ

i
γ
ゴ
!
と
郷
村
の
カ
1
ヌ

i
γ
ゴ
ー
と
を
ざ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

て
み
る
と
つ

れ
ら
の
照
会
の

た
め

は
、
前
掲
の
カ
l
ヌ

i
ソ
ゴ
ー
の
作
成
保
管
す
る
一
連
の

と
「
代
官
」
と
が
問
じ
作
業
を
し
た
と
い
っ
て
も
、

ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
}

て
護
写
す
る
一

の

と
を
総
称
し
た
も
の

ヱ心。

な
お
、

名
種
の

の

の
仕
方
に
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っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
主
在
」
は
各
地
の
「
代
官
」

カミ

ら
れ
る
報
告
を
基
礎
と
し

た
の
で
あ
る
。

き
て
、

は中
h

引の

の

に、

マ
ジ
ュ
ム
ー
ダ
lι
げ
に
つ
い
て
は
以
下
の
「
義
務
」

諸
記
録
に
線
心
の
住
遂
を
払
う
こ
と
。

破
損
し
た
記
録
を
真
正
な
信
頼
で
き
る
写
し
と
と
り
か
え
る
こ
と
。

諸
記
位
織
を
も
っ

い
顕
序
に
挺
列
し
て
お
く
こ
と
ョ

屈

つ
け
た
文
書
類
の

一
覧
表
を
作
り
、
入
用
の
特
に
は
い
つ
で
も
み
つ
け
て
と
り
出
仕
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

マ
ジ
ュ
ム

l
ダ
;
ル
の
鞍
務
は
カ
i
ヌ

l
γ
ゴ
ー
と
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
の
た
め
の
事
務
補
助
員
の
ご
と
き
も
の

イ》



以
上
の
う
ち
カ
l
ヌ

I
ン
ゴ
!
と
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
と
の
業
務
を
み
る
に
、
そ
れ
ら
は
ザ
ミ
l
γ
ダ

1ル
の
家
や
領
地
の
諸
村
落
に
立

ち
入
り
ザ
ミ

l
y
ダ

I
ル
と
そ
の
吏
員
や
村
落
の
職
員
と
富
農
層
に
情
報
を
提
供
さ
せ
る
権
限
を
持
ち
、
そ
し
て
必
要
に
よ
っ
て
は
そ
の

た
め
の
強
制
力
を
も
具
え
る
こ
と
な
し
に
は
執
行
し
え
な
い
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
カ
は
一
方
で
は
疑
い
も
な
く
国
家
に
帰
せ
ら
れ
る

が
、
郷
村
の
故
事
旧
慣
か
ら
土
地
財
産
の
状
況
や
領
主
の
家
系
ま
で
に
及
ぶ
知
識
は
、
国
家
権
力
を
背
景
と
し
た
だ
け
の
官
僚
で
は
収
集

は
不
可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
強
度
の
在
地
性
、

つ
ま
り
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
な
ど
の
郷
村
支
配
層
と
社
会
的
出
自
や
威
信
、
そ
し
て
土
地

・
地
租
問
題
に
関
す
る
経
験
と
知
識
に
お
い
て
の
懸
隔
の
な
い
こ
と
が
カ

1
7
3
1職
に
必
須
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
勺

(

一

一

)

し
か
し
な
、
が
ら
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
l
職
の
組
織
の
運
用
と
な
る
と
、

サ
ド
ル
H
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
l
の
一
人
マ
へ
l
ン
ド
ラ
H
ナ
l
ラ

1
ヤ
γ
H
シ
ソ
ハ
の
ベ
ー
ジ
ュ
カ
ル
で
マ
ジ
ュ
ム

1
ダ
l
ル
で
あ
っ
た
ナ

〈
報
告
〉
は
部
分
的
に
し
か
知
見
を
提
供
し
な
い
。

ベ

γ
ガ
ル
の

弓，
za
n
h
u
 

ラ
H
シ
ン
ハ

(
Z巾
B
E
m山
富
O
〕
目
。
同
仏
国
同
司
唱
団

y
g与
が
、
バ
タ
l
ソ
ン
に
提
出
し
た
「
州
都
お
よ
び
郷
村
の
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
l
職
員
一
覧

表
'
一
(
ピ
え
え
の
回
口
C
口問。

2
E
ω
ロ門医巾

H
E円円冨
o
p凹
叩
曲
目
)
が
、

を
提
示
す
る
の
み
で
あ
る
o

ベ
シ
ガ
ル
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
機
構
に
つ
い
て
の
不
充
分
な
資
料

右
の
一
覧
表
は
、
地
域
別
に
職
員
の
人
名
と
月
俸
、

お
よ
び
そ
れ
ら
の
人
件
費
以
外
の
支
出
の
費
目
と
金
額
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
左
に
摘
記
し
て
表
示
す
る
。
人
数
の
み
挙
げ
人
名
は
省
略
す
る
。

ま
ず
こ
の
職
員
た
ち
は
マ
へ
l
ン
ド
ラ
の
専
属
で
あ
っ
て
、

こ
の
資
料
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
、

ス
l
ラ
ジ

u
ナ
l
ラ
l
ヤ
γ
H
ラ

ー
イ
つ
ま
り
故
ラ
グ
シ
ュ
ミ
l
の
職
員
は
別
に
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
〈
報
告
〉
の
な
か
で
パ
タ
l
ソ
ソ
が
、

ス
l
-フ
ジ
側
の
シ
ュ

リ
I

H

ナ
l
ラ
l
ヤ
シ

H

ム
ス
タ
ウ
フ
ィ

1
3巾巳
E
E
E
Z
E
Z℃
「

2
〉
が
、
度
重
な
る
命
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
報
告
を
未
だ
提
出
し

北
大
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ヵ
l
ヌ
i
γ
ゴ

l
小
論
|
ベ
ン
ガ
ル
・
ビ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
|

な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
右
の
一
覧
表
の
信
憲
性
の
問
題
が
あ
る
。
パ
タ
l
ソ

γ
は
、
月
俸
や
小
稿
で
は
省

い
た
諸
経
費
の
数
値
に
措
信
し
て
い
な
い
が
、
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ

l
側
に
は
東
イ
γ
ド
会
社
政
府
に
対
し
て
収
支
の
実
態
を
秘
匿
す
る
動
機

は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
う
な
ず
け
な
い
こ
と
で
は
な
い
o

職
員
の
官
号
や
人
名
に
つ
い
て
は
、

カ
l
ヌ

l

てコ
l
職
の
有
用

性
を
示
し
そ
の
存
続
を
は
か
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
秘
匿
し
な
い
方
が
有
利
で
あ
ろ
う
o

特
に
世
襲
職
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
職
員
に
つ
い
て
は
右
の
一
覧
表
は
ひ
と
ま
ず
依
拠
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
も
、

カ

l
ヌ

i
γ
ゴ

-
職
が
実
質
的
に
は
機
能
し
て
い
な
い
一
七
八
七
年
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
、
充
分
考
慮
に
入
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
限
界
を
考
え
な
が
ら
、
こ
の
資
料
か
ら
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ

l
職
の
実
態
を
追
っ
て
み
よ
う
。
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同
内
向
円
卓
h
w

K

戸呂
g
s
g品

切
口
同
-u曲
寸
門
。
ぬ

〉
山
町

-

H

ー・

」
戸
山
『
・

N
・

ミ
-r~U3・
N
叩
w

同
門

hwh・

E
W
O門口・
3

b
p
H
b白、曲、、
l
b
g
h叫
関
川
哨
図
。
吋
お
-
H
H
M
gロ
酬
明
柑
掛
岡
山
。
句
g
h
-
H
H問
、
ザ
刊
に
喝
さ

H
h
h
q
B
吋
o

豆
-
H
ミ
刷
会
内
M
W
、
、
、
民
輪
、
脚
部
。

後
九
回
行
「
悩
簿
〉
」
(
路
湾
)
~
い
「
汁
r
J
叫

d
本
A
V
」
H

的
。
主
〉
品
出
品
川
球
。
ま
て
豆
島
O
B
丘
m，H
N
・

什

「

J
U
K
Y
M
Z
L
Y

旦
)
〉
的
。

同

(

同

Nm-

H
印
)

" >-' トテふ

" /'¥*戸、

T::I T::I翌月
ul 凹司.Ul

日

)

由

)

印、

t
g
)

冨
附
叫
瑚
い

第
一
に
は
、
右
の
一
覧
表
は
、
ペ
シ
ガ
ル
の
二
人
の
カ

1
ヌ
!
ン
ゴ

f
の
所
轄
区
域
に
つ
い
て
、
非
常
に
大
づ
か
み
な
が
ら
示
唆
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
マ
ヘ
1
シ
ド
ラ
の
職
員
の
所
在
地
は
、
ラ
ジ
グ
プ
ル
以
南
、
カ
ル
カ
ッ
タ
以
北
、
ダ
y

カ
以
西
、
ラ
ー
ジ
マ
ハ

l
ル
以

東
と
大
き
く
区
画
で
き
る
o

こ
れ
は
前
節
末
で
述
べ
た
ベ

γ
ガ
ル
の
地
域
範
聞
に
含
ま
れ
る
o

し
か
し
仔
細
に
み
る
と
、
マ
へ

l
γ
ド
ラ

は
マ
ル
ダ
ど
フ
l
ジ
シ
ャ

l
ヒ
l
・
パ
ブ
ナ
・
ナ
デ
ィ
ア
に
は
職
員
を
お
い
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
方
が
ス

l
ラ
ジ
つ
ま
り
故
ラ
グ
シ

ユ
ミ

l
の
所
轄
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
フ
ァ
!
リ
ド
プ
ル
以
南
の
地
方
も
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

-69ー

ーマ

イ
マ
ン
シ

γ
ハ
と
ト
り
プ
ラ
に
つ
い
て
は
判
断
は
む
ず
か
し
い
。
ナ
レ

l
γ
ド
ラ
H

ク
リ
シ
ュ
ナ
目
シ
シ
ハ
氏
も
指
摘
し
た
二
人
の
サ
ド

ル
U

カ
J

ヌ
i
ン
ゴ
ー
に
よ
る
職
域
の
分
割
、

つ
ま
り
州
切
半
時
の
境
界
線
は
こ
れ
に
よ
っ
て
多
少
は
見
当
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
は
、
サ
ド
ル
U

カ
J

ヌ
l
γ
ゴ
ー
の
職
務
の
組
織
に
つ
い
て
で
あ
る
。
資
料
の
限
り
で
は
、

γ
u
シ
シ
ハ
の
ナ
l
イ
ブ
は
二
地
域
に
各
一
人
が
お
か
れ
て
い
る
の
み
で
、
し
か
も
こ
の
二
人
が
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
!
と
称
し
て
い
た
か
否

マヘ

l
ン
ド
ラ
H

ナ
l
ラ

I
ヤ

か
は
不
明
で
あ
る
。

押
ジ
ュ
ム
{
ダ

i
ル
は
八
地
域
に
計
九
人
あ
っ
て
、

マ
ジ
ュ
ム
一
;
ダ
l
ル
と
は
同
一
地
域
に
並
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
構
成
が
旧
来
の
も
の
か
一
七
八
七
年
当
時
の
特
殊
な
事
態
な
の

い
ず
れ
も
そ
の
「
官
号
」
を
称
し
て
い
る
。
ま
た
ナ

I
イ
ブ
と

か
は
い
ま
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。

北
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ヵ
l
ヌ

l
ン
ゴ
l
小
論

i
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

代
理
人
)
は
前
掲
の
コ
一
つ
の
官
号
・
資
格
と
は
無
関
係
で
、

タ
お
よ
び
ダ
ヅ
カ
と
い
う
二
つ
の
要
地
に
お
か
れ
た
こ
と
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
ろ
う
。

ヴ

ァ

キ

l
ル
(
て
お
宮
内

そ
の
職
務
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

り
レ
り
ツ

つ，，
J

-

ノ

最
大
の
問
題
は
、
何
の
「
官
号
」
も
持
た
ず
人
名
の
み
現
わ
れ
る
職
員
が
多
い
こ
、
乙
で
あ
る
。
六
つ
の
地
方
で
は
、
ナ

i
イ
ブ
も
マ
ジ

ュ
ム
l
ダ
1
ル
も
い
な
い
の
に
無
官
号
で
現
わ
れ
る
職
員
を
み
る
。
こ
れ
ら
は
無
官
号
で
は
あ
る
が
人
名
を
伴
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る

と
、
。
ヘ
オ

γ
の
類
と
異
な
る
重
要
な
職
務
に
つ
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
無
官
号
職
員
に
は
今
ァ
ッ
サ
ル
(
パ
ル
ガ
l

ナ
)
の
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
ー
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た
い
。
こ
の
想
定
を
根
拠
づ
け
る
直
接
の
資
料
に
欠
け
る
憾
み

一
定
規
模
以
内
の
地
域
社
会
を
把
握
で
き
る
立
場
に
あ
る
者
に

は
あ
る
が
、
前
項
で
み
た
多
岐
に
わ
た
る
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
職
務
は
、

し
て
は
じ
め
て
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
全
ベ
ン
ガ
ル
に
わ
ず
か
二
名
の
カ
1
ヌ

I
γ
ゴ
ー
で
は
お
お
い
つ
く
し
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

ル
(
パ
ル
ガ
l
ナ
)

「
主
任
」
と
「
代
官
」
と
の
職
務
体
統
ら
し
き
も
の
が
関
係
者
聞
で
語
ら
れ
て
お
り
、

の
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ

1
の
存
在
は
研
究
史
の
上
か
ら
も
当
面
の
八
報
告
〉
か
ら
も
疑
問
の
余
地
が
な
い
こ
と
と
を
、
推

こ
の
「
代
官
」
に
相
当
す
る
今
ァ
ッ
サ

-70ー

B
ζ
7
乙、

論
の
根
拠
と
す
る
o

テ
イ
ル
フ

I
ト
の
サ
ド
リ
l
ア
が
他
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
ー
た
ち
を
自
分
た
ち
の
ム
ハ
ッ
リ
ル
と
称
し
て
い
た
こ
と
か

ら
推
す
と
、
右
の
表
に
特
に
ム
ハ
ッ
リ
ル
と
し
て
現
わ
れ
る
職
員
を
欠
く
地
方
で
は
、
無
官
号
の
職
員
た
ち
は
マ
へ
l
γ
ド
ラ
の
グ
マ
l

シ
ュ
タ
(
の
さ
S
向
-
h
H
R
H
F

代
官
)
と
称
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

右
の
想
定
が
正
し
い
と
す
る
と
、
ベ
γ
ガ
ル
の
サ
ド
ル
H

カ

l
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
ナ
l
イ
ブ
と
マ
ジ
ュ
ム

1
ダ
l
ル
に
は
、
州
都
と
郷
村

を
結
ぶ
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
資
料
上
そ
れ
ら
が
現
わ
れ
な
い
地
方
の
事
情
は
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
か
つ
て
お
か
れ

て
い
た
ナ
l
イ
ブ
や
マ
ジ
ュ
ム

1
ダ
l
ル
が
、
プ
ラ
ッ
シ
l
以
降
の
有
為
転
変
の
な
か
で
姿
を
消
し
た
か
も
知
れ
ず
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら

の
地
方
の
カ
I
ヌ

l
γ
ゴ

I
の、

サ
ド
ル
U

カ
I
ヌ

l
γ
ゴ
ー
へ
の
従
属
の
程
度
が
他
と
異
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に



ムノ

1
イ
ブ
も
マ
ジ
品
ム
l
ダ

l
ル
も
な
い
の
に
い
細
川
官
号
の
職
員
が
愉
波
数
お
か
れ
、

う
地
方
に
は
、
郷
村
の
カ
1
ヌ

I
ン
ゴ
ー
た
ち
自
身
の
何
ら
か
の
機
講
が
あ
っ

も
せ
よ
、

し
か
も
ベ
オ
γ

の
下
級
吏
鼠
の
あ
る
と
い

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
絡
村
の
カ

I

ヌ
l
γ
ゴ
l

~ì 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
州
都
に
い
た
サ
ド
ル
?
刀
:
ヌ
1
ン
ゴ
!
の
地
方
官
務
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
。
単
数
の
ナ
i
イ
ブ
や
無
官
号
職

に
も
中
央
か
ら
経
費
の
支
給
が
あ
っ
た
こ
と
は
や
は
り
統
器
関
係
の

で
あ
る
。

無
官
号
職
員
会
ム
ブ
ァ
ッ
サ
ル
(
バ
ル
ガ
1
ナ
)
h

カ
;
ヌ
i
γ
ゴ
ー
だ
と
す
れ
ば
、
ペ
ン
ガ

加
に
お
い
て
も
わ
ず
か
…
人
で
は
あ
る
が
、
ム
ス
リ
ム
の
窓
職
者
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
ア
ン
ベ
i
ラ
i
パ
!
ド
む

d
p
r
o
g
a
2
N
U

Q
会
宮
議
院
同
出
丸
山
り
内
ぽ
叩
室
内
山
・
句
削
H
J
仏
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

第

組
織
と
は
関
係
が
な
い
が
、

サ
ド
ル
n
u

カ
i
ヌ
!
ソ
ゴ
ー
の
ナ
i
イ
ブ
と
ザ
マ
ジ
品
ム

I
ダ

I
ル
と
が
、
中
央
か
、
ら
派
迭
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
郷

村
の
カ
1
ヌ
!
γ
ゴ
ー
の
な
か
か
ら
任
用
さ
れ
た
も
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
そ
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
以
上
の
〈
報
告
〉
の
諸
賢

と
こ
ろ

料
か
ら
、

ベ
ソ
ガ
ル
の
カ
:
ヌ
;
γ
ゴ
l
職
の
運
用
組
織
の
一
端
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

1
3
a
 

η'e 

(一一一〉

ベ
ン
ガ
ル
以
外
の
諸
地
方
に
お
け
る
カ
l
ヌ
1
γ
ゴ
?
の
業
務
と
'
経
験
と
に
つ
い
て
は
、

は
ベ
γ
ガ
ル
ほ
ど
に
さ
え
判
明
し
な

ぃ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ピ
ハ
1
ル
州
各
地
方
の
カ
1
ヌ
i
y
e
ゴ
i
の
所
轄
し
た
文
書
類
の
一

に
眼
を
還
す
と
、

ベ
γ
ガ
ル
と
は
異
な

る
特
徴
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

行
論
の
使
宜
上
、

ど
ハ
i
ル
郷
か
ら
始
め
よ
う
。
こ
の
地
方
に
は
前
述
の
よ
う
に
問
問
中
ハ
の
パ
ル
ガ
1
ナ
が
あ
っ
た
が
、
う
ち
一
一
一
七
パ
ル

‘‘ 

.

.

.

.
 骨
:
そ
れ
ら
は
、

バ
タ
l
ソ

γ

の

照

会

に

八

報

合

〉

は

こ

れ

な

要

約

し

て

述

べ

て

い

る

つ

か
れ
ら
の
職
務
を
金
酪
釣
に
機
能
し
て
い
る

(
2
P口
町

2
2〉
も
の
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。
か
れ
ら

ぜ
て
い

ガ
;
ナ
の
カ
ー
ヌ
i
ン
ゴ
!
い
か
、

a J¥ 

北
大
文
学
部
組
要



(
丸
山
切
符

付
加
〉
、 ヵ

i
b
p
i
y
ゴ
3
小
論
;
ベ
ン
ガ
ル
‘
ビ
ハ
ー
ん
の
事
例
に
つ
い
て

i

て
の

化
ハ

1
と
ジ
ム
ヤ
マ
品
作
J
j
V
ル

a
パ
I
キ
i
め
〔

の

め
J

蔵
本
を
と
り
、

カ
ブ

1
リ
ヤ
ッ
ト
・
キ
ス
手

E

パ
γ
グ
ィ

i
お
よ
び
そ
の
他

2う￥

〈会

ダ
ス
ト
ゥ

l
ル
E

ゥ
ル
M
U

ア
ザ
ー
ル

C号号会

ア
マ
ル
u
ダ
ス
ト
ウ
ー
ル

各
村
落
の
土
地
の

J

N

f

(

~

に
匂
M
W

礼町、〉

た
諾
討
落
…

9 

題
定
地
代
村
落
合
}
阿
部

J1E兵
2
3仲
y
p
a
H
Zぉ
V

の

4号、@ぐち患な号

ジ
ャ
マ
主
ワ

l
ジ
ル
H

バ
i
今
ー
な
ど

カ
ブ

l
Hツ
ヤ
ザ
ト
な
ど
の
議
本

々
ス
ト
H

バ

γ
デ
ィ
ー

の
謀
本

免
租
地

ロ
〈
〉
件
ピ
百
円
己
ふ
交
仙
仲
叫
阿
川
附
阿
部
内
市
吋
巾
ロ
己
昂
m
w
)

の

p
l
ジ
i
ナ
ダ

i
ル
ハ
均
給
特
定
む
1

えを
U

つ
ま
り
投
持
料
受
給
者
た
ち

の
一
覧
表

バ
タ
:
ソ

γ
は
カ
l
ヌ
i
γ
ゴ
J

た
ち
か
ら

の
突
絡
を
送
付
し
て
来
た
皆
を
付
言
し
て
い
る

始
源
〉
、

つ
ま
り
ト

1
ダ
ル
H

マ
ル
の

に
存
校
L

ど
の
村
、
が
ダ
l
キ
9
1

そ
れ
に
は
ど
の
村
が
ア
ス
担

i

(
b
q
b
p礼
町
内

つ
ま
り
そ
の
時
以
降
に
形
成
さ
れ
た
村
か
を
区
別

L
て
あ
っ
た
と
レ
ぅ
。
他
郷
の

デ
ー
ハ

i
テ
ィ

(
b
S
忠明

:
、
、
、

I
d
a
-
v

‘.u 

官

-
i
タ
ス
締
で
は
こ
れ
に
干
ゥ

1
吋

i
i
N
E
ジ
ャ
マ

は
さ
ら
に
「
当
揺
り
山
氏
収
額
〈

2
2
2戸内

台
帳
に
制
部
署
し
、

て
の

の
記
録
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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、物ω

の

一
覧
表
を

に
殺
す
る
と
、

ト
ゥ

i
円、
l
i
y
時

ジ

ャ

マ

パ
タ
l
ソ
シ
は
ピ
ハ

i
ル
郷
各
地
の
カ
ー
ヌ

l
ン
ゴ
ー
か
ら
、

ハ
i
ジ
i
ヅ
ル
郷
で

な
い
バ
ル
ガ

1
ナ
が
一
つ
あ
っ
た
よ
い
う
。

を
加
え
て
い

性
た
が
、
こ
の

ヵ
ー
ヌ

1
ン
ゴ
ー
た



以
上
を
い
ち
お
う
の
基
準
に
し
て
、

ザ
ル
カ
ー
ル

ピ
ハ

l
ル
州
の
他
郷
の
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

1
の
文
書
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
を
み
よ
う
。

上
掲
の
①
・
②
は
ベ

γ
ガ
ル
の
カ
l
ヌ
I
ン
ゴ

1
の
支
書
に
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
ロ

l
タ
ス
・
テ
イ
ル
フ

l
ト
・
ハ

l
ジ
プ
ル
・

サ

ル

カ

ー

ル

パ

ル

グ

1
ナ

サ

l
ラ
ソ
各
郷
の
カ
l
ヌ
l
ン
ゴ
ー
の
も
と
に
も
あ
っ
た
。
ム
ト

γ
ゲ
1
ル
郷
で
文
書
類
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
は
、
パ

l
ガ
ル
プ
ル
郡

の
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
①
の
み
記
さ
れ
て
い
て
②
を
み
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
〈
報
告
〉
の
書
き
落
し
で
あ
ろ

サ
ル
カ
ー
ル

う
o

③
つ
ま
り
デ

l
ハ
l
テ
ィ
は
、
ピ
ハ

l
ル
州
の
右
五
郷
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ベ
ン
ガ
ル
の
ム
ワ

1
ジ
l
ナ
に
相
当
す

る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
両
者
の
登
載
事
項
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

④
は
ム
カ
ツ
ラ
リ
l

(
』向引
h
q
a
ミミ刊

定
額
金
納
貢
租
)
契
約
の
対
象
と
な
っ
た
村
落
に
関
す
る
文
書
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ビ
ハ

l
ル

州
他
郷
に
は
こ
の
文
書
の
あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
な
い
。

⑤
・
⑥
・
⑦
は
他
の
諸
郷
に
も
共
通
す
る
。
文
書
名
の
相
違
は
あ
る
が
改
め
て
詳
説
す
る
ま
で
も
な
い
ぐ
あ
ろ
う
o

他
郷
の
例
で
は
、

⑤
の
元
帳
と
も
い
う
べ
き
セ
川

I
の
一
類
、
⑥
に
つ
い
て
は
カ
ブ

T
リ
ヤ
ッ
ト
に
も
と
づ
く
バ
ッ
タ
ー
(
、
ミ
百
地
券
、
土
地
保
有
証
書
)

q
u
 
4々

と
タ
シ
ュ
ヒ

l
ス
U

ハ
l
ル
u

ハ
l
シ
ル

(
M
3
b
h
h
a
l凡

句
史
l
民
同
ご
ミ
納
λ
条
件
決
定
書
)
の
副
本
、
が
、
関
係
文
書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
⑤
・
⑥
・
②
と

そ
れ
に
関
係
す
る
文
書
類
は
、
ベ
ン
ガ
ル
で
ば
カ
l
ヌ
ー
シ
ポ

1
の
で
な
く
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
l
の
所
管
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
o

所
管
文

書
類
の
性
格
か
ら
み
る
と
、
ビ
ハ

i
ル
州
地
域
で
は
ベ
シ
ガ
ル
の
よ
う
な
職
階
制
度
は
採
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

の
副
本
、

⑦
に
つ
い
て
は
バ

γ
ド
パ
ス
ト

(
N
W
Q
S
札
ー
も
l
N
w
b
h
H

貢
租
裁
定
書
)

③
は
ロ

l
タ
ス
郷
と
ム

l
γ
ゲ
l
ル
郷
と
に
も
あ
る
。
⑨
は
ピ
ハ

I
ル
郷
以
外
の
地
域
か
ら
の
回
答
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

諸
郷
に
共
通
し
な
い
部
分
を
若
干
挙
げ
て
、
お
く
し
」
、
ム

I
γ
ゲ
ル
郷
バ

l
ガ
ル
プ
ル
郡
で
は
チ
タ

l
(
(記
事
向

γ
ダ

l
ル
の
一
覧
表
、
政
府
の
直
接
収
税
が
行
わ
れ
る
村
落
や
タ
ア
ル
グ
に
関
す
る
各
種
の
記
録
、
商
大
か
ら
徴
取
す
る
市
場
税
の
台

土
地
台
帳
)
、
ザ
ミ
l

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
l
ヌ

l
ン
ゴ
l
小
論

l
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

i

帳
、
そ
の
他
の
詳
細
な
文
書
類
が
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
l
の
も
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ

h
L
サ
l
ラ
γ
だ
は
「
土
地
の
性
質

(
H
Z
5
2
5
え

同
『
四
日
間
口
門
同
団
)
と
土
地
保
有
条
件
と
を
詳
記
し
た
ピ
ガ
ー
の
台
帳
」
と
い
う
、

お
そ
ら
く
地
質
や
地
味
に
わ
た
る
ら
し
い
記
録
が
と
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

パ
タ
l
ソ
ン
が
文
書
類
の
名
称
や
種
類
を
明
記
し
な
い
プ
ル
ニ
ヤ
、

ジ
ャ

1
ハ
ー
バ
ー
ド
、

チ
ャ

γ
パ
I
ラ
ン
、

ナ

1
グ
プ
ル
諸
郷
は

別
と
し
て
、

ベ
ン
ガ
ル
と
ビ
ハ
l
ル
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
ー
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
前
述

し
た
カ

i
ヌ

l
γ
ゴ
!
と
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
!
と
の
職
務
の
分
化
が
、
ピ
ハ
l
ル
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
ピ
ハ

1
ル
の
カ

ー
ヌ

I
γ
ゴ

l
は
、

一
例
を
除
く
と
、
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
の
人
事
や
系
図
に
関
係
す
る
業
務
を
持
た
な
い
。
第
三
に
か
れ
ら
は
ベ
γ
ガ
ル

に
お
け
る
よ
う
な
地
域
や
領
界
の
記
録
を
も
作
成
し
な
か
っ
た
か
に
み
え
る
。
第
四
に
ビ
ハ

I
ル
で
は
イ
フ
テ
ィ
マ
l
ム
H

パ
ン
デ
ィ
l

に
対
応
す
る
文
書
は
な
い
か
わ
り
に
、
免
租
地
の
み
の
記
録
が
別
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
を
総
体
的
に
考

え
れ
ば
、
桔
局
は
ベ

γ
ガ
ル
に
較
べ
た
ば
あ
い
の
ピ
ハ
l
ル
に
お
け
る
土
地
所
有
の
細
分
性
と
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
伴
う
相
対
的
に
多
数
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の
カ
l
ヌ

I
ン
ゴ

I
の
存
在
に
こ
れ
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

ビ
ハ

I
ル
州
の
カ
l
ヌ

l
ソ
ゴ

I
の
下
部
組
織
に
つ
い
て
は
〈
報
告
〉
は
、

ハ
l
ジ

l
プ
ル
郷
の
カ

i
ヌ

I

てコ
l
で
所
管
地
域
の
広

い
者
は
代
理
人
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
と
か
、

サ
l
ラ
γ
郷
の
カ

1
ヌ

l
γ
ゴ
l
は
代
理
人
を
用
い
な
い
と
か
を
付
随
的
に
述
べ
る
に
す

ぎ
な
い
o

テ
ー
ル
フ
l
ト
・
チ
ャ

γ
バ
l
ラ
ン
を
除
け
ば
、
総
じ
て
ベ

γ
ガ
ル
に
お
け
る
よ
う
な
大
き
な
組
織
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

ベ
ソ
ガ
ル
の
東
部
・
北
部
と
西
南
部
(
オ
リ
y

サ
)
地
方
の
カ
1
ヌ

l
γ
ゴ

1
に
関
し
て
は
、
前
述
の
ソ

1
ナ

l
ル
ガ
l
オ
ン
と
チ
ャ

y

ト
グ
ラ
l
ム
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
る
ほ
か
は
事
情
は
さ
ら
に
不
明
瞭
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
書
き
う
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。



説
ハ
エ
〉
〈
報
告
〉
の
該
務
総
分
は
、
税
務
局
議
家
録
の
際
文
で
は
、

h
m，H
号
HHM

丹

7

3

2

3

M

Z

E

C
問
問
団
山
倍
野
伊
良
広
告
写
申
告
仏
玄
急
吉
弘
仏
部
門

HM
母語

5
5
3
5
0
H
g
Z括
協
内
山

C
広
足
首
合
同
件
吉
広
忍

g
c
s
z

昨
日
露
一
石
宮
町
沖
目
的
州
民
匂
お
器
三

8
5
F
丸
庭
内
仏
協
名
目
当
円
山

azna-
日伯仲
W

ハいち
G
幻
想
。
・
j
i
-
-
Z
Y向
2
0
3
2
j
i
-
-
ω

弘
玄
え
い
GHHM
仏事
:
i
w

で
あ
る
i
i
t
手
務
4
4
で
は
よ
抑
制
の
よ
う
に
、
現
地
の
齢
制
緩
の
転
写
は
ひ

と
つ
の
文
畿
の
な
か
で
さ
え
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
句
読
点
も
一
小
織
な

こ
と
は
珍
ら
し
く
な
い
1
1
ー
が
、
ラ
ム
ス
ポ
タ
ム
の
妙
脱
獄
は
、
よ
り
さ
同
口

同7
0
目印〈司円
hw}
件目門}巾
ω

O
叫
昨
日
ロ
ロ
コ
問
。
♂
恒
凡
門
戸
H的仲
mwMMYH
同
HM円山

γ4[鈴
N戸ロズ山田ぷ

言
語

U
g
g
-
:
:
-
w
(
M
Y
Z
A
C
と
し
て
い
る
。
〈
報
告
〉
の
行
総
か
ら

す
れ
ば
、
下
綾
部
は
単
数
L
Y一
十
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
里
。

〈
2
)

「
照
会
係
い
は
〈
綴
告
〉
塚
文
の

J
内》

Mrs-
に
よ
る
。
抄
録
で

は
よ
色
合
同
D
ー
で
あ
る
。

ハ
3
〉
こ
こ
の
齢
制
認
は
、
絞
交
で
は

J
J
R
r
M

紗
線
引
、
は
供
同
時
出
M
R
r
v

で

あ
る
。

ハ
4
〉

は

「

人

事

録

}

の

附

胤

名

dy
欠
く
。

ハ
5
)
」-hNh
官
、
一
色
七
円
山
「
村
務
」
ム
マ
意
味
す
る
に

s
k
h
宮
内
色
刷
鴨
川
R

R

〉
の

複
数
、
町
議
加
は
渓
栓
を
一
示
す
援
閥
均
隊
。
こ
の
語
を
〈
級
品
悶
〉
録
文
は

示
内
G
話
器
宮
各
w
と
品
胤
開
設
、
ラ
ム
ザ
ハ
ポ
タ
ム
の
抄
録
は
ぷ
向
E
N
F
h
w
へ
と
改

め
て
い
る
。

m-
出
・
討
さ
一
ω
G
♂
号
、
円
九
戸
は
と
ン
ド
ス
タ
ニ
!
町
お
と
し

て
燃
に
路
島
え
き
そ
そ
採
る
私
は
〈
報
告
〉
原
文
に
倣
っ
た
。

(
6
〉
ふ
本
後
所
引
務
分
の
八
銀
各
〉
抄
録
崎
弘
、

H
N
-
M
W
・

円札一
H
J
k
v
b
・]戸出品
1
H
部品・

〈
7
〉
抄
航
路
は
こ
の
…
覧
表
の
人
名
止
が
沿
線
ら
い
ず
、
甘
口
問
げ
を
申
告
く
。
ハ
。
ゆ
え
Naw

恥

vhv
・
M
m
W
C
Z
M
一戸・)

ハ
0
0
)
回
三
rm豆
急
は
ム
ル
シ
〆
パ
;
ド
の
近
郊
ら
し
く
、
品
汐
録
は

h
M
W
開門家

ル
ゲ
三
%
と
改
め
る
。
こ
こ
に
は
吋
へ

i
ン
ド
ラ
詩
ナ

l
ラ
;
ヤ
ン
の
mm

か
の
施
設
が
る
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
る
り
、

tv
〈
山
山
対
象
と
し
て
、
表

に
示
し
た
も
の
の
d

ほ
か
、
ブ
ラ

l
フ
吋

γ
七
名
、
援
部
(
円
】
}
】
匂
m
W
M帥ロ
ω
〉

七
名
、
泰
夫
〈
?
句
柏
町
'
w
偶
然
H

門
誌
弘
山
知
田
〉
ぬ
お
・
三
塁
『
品
〉
、
漆
送
中
一
〈
一
六

名
、
悼
擢
輝
和
也
仲
持
品
鴇
ハ
ハ
リ
G
b
h
F輔
、
〉
二
名
、
流
綿
鑓
欠
一
名
、
に
戸
円
。
同
(
送

球
不
明
、
紗
概
略
で
は
こ
れ
が
な
く
後
り
に
楠
問
視
抑
中
小
人
〉
，
一
名
、
阪
府
ハ
後
数
。

紗
綴
に
陣
内
一
二
頭
と
す
る
の
は
村
総
務
同
一
二
ル
ビ
!
の
内
総
縦
三
を
挙
げ

る
。
し
か
し
い
か
な
る
泌
設
で
あ
っ
た
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。

(
9
〉。ハ

i
ガ
ル
プ
ル
の
カ
!
ヌ

i

ソ

ゴ

i
文
書
の
名
称
は
、
叫
汐
綿
綿
〈
阿
川
-M凶・

河内
w塁
手
2
7
8
r
n
M
M
V
Q
.
p
b
h
y
H
∞∞
i
H
∞
む
し
に
も
あ
る
。
プ
マ
ル

5
〆

ス
ト
ヮ
i

ル
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
何
時
凡
な
、
¥
ミ
謹
忌
喝
の
色
町
内
hhHmw司
令
¥

w
b
h刷、
h
p
b
b
w
d
w
h
'
b
h
Nえ
師
、
同
也
、
.
'
叫
和
也
、
時
w
h
uミ
的
叫
内
》
退
役
恐
怖
円
内

h
h雲
寺

争
時
三
口
¥
.
H
b
品
切
口
ぬ
、
九
む
¥
見
出
色
出
足
柄
拘
3

9

N

V爪
w
p
M
M
V九w
u
v
u
F
ロ
同
]LF拐

、凡
k

g
ぬ
尋
問
V
与
さ
]
-
M
W
M
V
・
M
g
a

に
よ
っ
て
凝
認
で
き
る
。

〈

ω)
品
約
訟
の
パ

i
J
H
ル
ヅ
中
級
税
震
の
番
街
同
で
は
、
ブ
ィ
ブ

F
ス
ト
H
デ

ー
ハ
;
テ
ィ
!
〈
~
廿
凡
骨
三
え
よ

b
s
h川
町
村
総
術
賞
括
部
〉
と
い
う
名
称
札
鉱

山
料
品
チ
。
〈
概
略
品
川
〉
げ
か
単
に

NV
川
設
な
と
す
る
の
は
蹴
晴
名
か
と
思
う
。

也、
75 -



ヵ
l
ヌ
i

ソゴ
l
小
論

j
ベ
γ
ガ
ル
・
ビ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
|

(
日
)
術
諮
で
は
「
ヵ

l
ス
村
落
(
旬
、
=
一
宮
町
内
ω

)

」
と
い
う
。

d
b
u
u

は

「
特
定
の
」
を
意
味
す
る
。
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ
ー
は
こ
の
種
の
村
落
で

は
、
村
落
財
政
全
般
を
監
督
し
た
も
の
ら
し
く
、
物
納
責
砲
や
村
落
の

収
支
に
関
す
る
台
娠
を
も
つ
け
て
い
た
。

(
ロ
)
パ

l
ガ
ル
プ
ル
の
カ

l
ヌ

l
γ
ゴ
l
文
書
の
名
称
と
種
類
と
に
つ
い

て
、
〈
報
告
〉
と
前
記
収
税
官
書
簡
と
で
は
多
少
開
時
間
が
あ
る
よ
う
に

み
え
る
が
、
基
本
的
に
は
大
差
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
対
比
し
な
い
。

四

カ

l
ヌ

l

ン
ゴ

l

の
収
入

〈
報
告
V

は
既
往
の
諸
研
究
以
上
に
詳
細
な
知
識
を
も
た
ら
す
。

な
か
で
収
入
の
金
額
に
多
く
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
が
、
小
稿
で
は
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
源
泉
を
主
と
し
て
扱
い
た
い
。

カ

1
ヌ

l
γ

ゴ
!
の
収
入
に
関
し
て
、

バ
タ
I
ソ

γ
は
〈
報
告
〉
の

ベ
シ
ガ
ル
の
サ
ド
ル
H

カ
l
ヌ

l

ン
ゴ

l
二
人
の
う
ち
、
ス

1
ラ
ジ
目
ナ
l
ラ
ヤ
ン
H

ラ
l
イ
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
〈
報
告
〉

の
限
り
で
は
資
料
に
欠
け
る
が
、

マへ

1
ン
ド
ラ
H

ナ
I
ラ
l
ヤ

γ
日
シ
シ
ハ
の
年
収
は
、

か
れ
の
属
僚
ナ
ラ
H

シ
γ

ハ
が
パ
タ
l
ソ

-76 -

γ
の
照
会
に
答
え
た
メ
ロ
ロ
己
主
見

2
包
向
洋
阻
止
呂
田

r
E門
H
2
Z
R弘
ロ

ω
E
m
F
S
門

E
F〈
2
E
r
u可

Z
2回目ロ
m
冨
♀
目
。
同
仏
国

H
H
u
a∞
r
gて

な
る
資
料
が
、
〈
報
告
〉
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

右
の
年
収
明
細
書
に
従
え
ば
、
収
入
源
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
土
地
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
保
有
資
格
は
定
か
で

な
い
。
第
二
は
金
銭
で
、

」
れ
は
サ
ド
ル
つ
ま
り
国
庫
支
給
の
も
の
、

サ

l
イ
ル

(
句
、
帆
『
)

か
ら
の
収
入
、

お
よ
び
諸
マ
ハ

l

ル
か

ら
の
収
入
に
三
分
さ
れ
る
。
諸
マ
ハ
l
ル
か
ら
の
収
入
の
費
目
は
、

デ

l
ヴ
ァ
ト
ラ

(
b
s
b
H司
会

b
s
o
H
ミ

ヒ
ン
ド
ゥ
!
の
神
事
用

地
、
寺
院
用
地
〉
、
ブ
ラ
フ
マ
ト
ラ
(
切
さ
を
さ
マ
デ

N
W
S
F
S
ミ
ミ

ブ
ラ
l
フ
マ
ン
用
地
〉
、

タ

γ
ヵ
l

(同
3
h
H
3
h
g
巴
w

扶
持
料
〉
、
ラ

ス
l
ム

(
h
s舎
芯

慣
例
に
よ
る
役
得
)
の
四
種
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
ら
を
逐
次
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
土
地
に
つ
い
て
は
、

ナ
ラ

U

シ
γ
ハ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



ビ
ー
ル
ブ

1
ム
の
チ
ャ

l
γ
デ
ィ
プ
ル
村
(
足
Q
S
E
J
は
前
に
は
カ
l
ヌ

I
γ
ゴ
l
の
所
領
(
℃

g
n
a
z
g
)
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
な
が
ら
く
ブ
ラ
フ
マ
ト
ラ
と
し
て
、

チ
ャ
ッ
タ
ル
ブ

l
ジ
H

タ
ル
カ
ラ
ン
カ
ー
ル
と
ド
ヮ
ラ

l
ル
H

バ
ッ
タ
ー
チ
ャ

1
ル

皆
無
で
あ
る
o

そ
の
わ
け
は
、

ヤ
と
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
ー
が
た
ま
た
ま
わ
ず
か
ば
か
り
の
土
地
を
保
有
し
て
い
た
他
の
地
方
で
は
、
そ
の
収
益
は

そ
の
得
分
が
こ
と
ご
と
く
そ
れ
ら
諸
地
方
に
在
任
の
モ
ハ
ッ
レ
ル
た
ち
の
賃
金
や
給
与
に
支
出
さ
れ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

記
述
は
正
確
で
は
な
い
が
、

マヘ

l
y
ド
ラ
が
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

l
の
職
禄
以
外
の
土
地
を
領
有
し
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
こ
と
に

ピ
i
ル
ブ
l
ム
の
一
村
落
は
お
そ
ら
く
か
れ
自
身
か
先
代
か
が
、
ブ
ラ
l
プ
マ
ン
に
施
与
し
た
も
の
で
、
官
給
の
ナ

i
γ

カ
i
ル
地
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
か
れ
は
こ
こ
の
何
ら
か
の
意
味
仁
お
け
る
領
主
l

l
た
と
え
ば
マ

l
ル
グ
ザ

l
ル
(
ミ
ミ
l
h
s
守

在

郷

収

租

殺
任
状
)
を
受
け
な
い
ザ
ミ

I
γ
ダ
1
ル
ま
た
は
タ
ア
ル
グ
ダ

l
ル
ー
ー
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

(
め
お
お
h
H
h
N

弓'
ワ
a

官
〉
と
し
て
の
サ
ナ
ド

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

ナ
ラ
H

シ

γ
ハ
の
証
言
が
正
し
け
れ
ば
、
得
分
の
使
途
か
ら
み
て
ナ

l
γ

カ
ー
ル
地
も
あ

い
ず
れ
の
土
地
か
ら
も
マ
へ

l
γ
ド
ラ
の
収
入
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
重
要
な
の
は
、

ナ
ラ

る
o

そ
の
他
の
地
方
に
お
け
る
土
地
保
有
は
、

H

シ

γ
ハ
の
陵
昧
な
表
現
に
も
拘
ら
ず
、

マヘ

l
γ

ド
ラ
が
本
来
は
広
義
の
領
主
層
に
属

L
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
っ
て
、
前

節
で
述
べ
た
カ

l
ヌ

i
γ
ゴ
1
の
職
務
内
容
の
示
唆
す
る
強
度
の
在
地
性
は
、
思
う
に
こ
こ
に
由
来
す
る
。
こ
の
よ
う
な
在
地
性
を
持
つ

者
と
し
て
彼
は
カ
l
ヌ

I
Y
ゴ
ー
に
任
官
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

金
銭
収
入
の
う
ち
の
国
庫
支
給
分
は
、

マヘ

l
γ
ド
ラ
の
金
銭
収
入
の
六
割
以
上
を
占
め
約
三
五
、

0
0
0
ル
ピ
ー
に
も
な
る
。

サ
1
イ
ル
か
ら
の
収
入
は
、
前
記
明
細
書
で
は

4
，H
O
B
件

}
H
O

同。ロ
o当
日
ロ
句
研
出
向

g
F
D
の
白
血
}

M

W

と
し
で
、

一
二
個
所
の
収
入
源
と
そ
れ

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
l
ヌ

l
ンゴ

l
小
論

i
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

ぞ
れ
の
お
そ
ら
く
は
ラ
ス

l
ム
の
金
額
を
記
す
。
総
額
は
二
、
二
七

O
ル
ピ

l
で
金
銭
収
入
総
額
の
五
分
ほ
ど
で
あ
る
。

一
二
個
所
は
、

原
文
で

。
}
戸
田
口
問
円
。
=
計
四
Z
M
ゲ
ロ
ロ
骨
H
W
K
F
N
-
H
H
H

の
戸
口

mmw
。
。
田
氏
自

σロ
N
R
W
H
N
旦
自
由
}
阿
国
「
叶
同

r
r
E同
}
凶
白
「
回
ロ
ロ
門
同
町
ゆ
冨
田
町
田
「
ロ

2
2ロ

出
血
E
u
Z巾}内
}
g
g
H
Nと
自
由
}
阿
国
「
開
巾
同
問
伯
仲
の

E
M
mク

(
u
r
o
E
F
F
E門回目】。
5
・
z
m
E
5
8
E
O
O
H田
『
巾
仏
国
ゲ
邑
ー
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の

金
額
は
一
様
で
な
い
o

サ
l
イ
ル
の
語
義
を
ラ
ム
ス
ボ
タ
ム
は
「
こ
こ
で
は
時
効
に
よ
っ
て
取
得
し
た
手
数
料

Q
H
2
8
3
-
z
p
g
)
か

ら
ひ
き
出
さ
れ
る
収
入
」
と
解
し
た
が
、
私
は
右
の
地
名
中
に
市
場
地
ま
た
は
市
場
を
意
味
す
る
同
足
W
C
Qミ
?
町
営
利
コ
」
〈
b
h
h
h
h

の

語
や
、
河
川
渡
船
場
・
税
関
の
意
の
内
室
町
と
税
関
を
表
わ
す

~
w
a
h
h
l
z
s
h
H
h
R

が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
商
税
・
市

場
税
・
通
関
税
な
ど
の
サ

1
イ
ル

u

マ
ハ

l
ル
モ
あ
り
、

カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
ー
は
そ
こ
か
ら
ラ
ス

I
ム
を
得
て
い
た
も
の
と
考
え
た
い
。

マ
ハ
l
ル
か
ら
の
収
入
は
、
合
計
四
四
の
マ
ハ
l
ル
か
ら
前
記
の
さ
ま
ざ
ま
な
費
目
で
、
総
計
約
一
七
、

0
0
0
ル
ピ
ー
が
送
ら
れ
て

ム
の
割
合
は
、
概
算
五
・
九
・
六
・
八

O
で
あ
る
。
四
四
マ
ハ

l
ル
は
前
に
推
定
し
た
ベ
シ
ガ
ル
の
全
域
に
分
布
し
て
い
る
ら
し
く
、

へ
l
γ

ド
ラ
の
職
員
の
配
置
さ
れ
て
い
な
い
地
方
も
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
二
人
の
サ
ド
ル
H

カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
I
の
職
域
と
収
入
源
と
な

-78 -

い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
マ
へ

1
γ
ド
ラ
の
金
銭
収
入
の
約
三
割
に
当
る
。
デ

i
ヴ
ァ
ト
ラ
・
ブ
ラ
フ
マ
ト
ラ
・
タ

γ
カ
I
・
ラ
ス

l'マ

る
地
域
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
前
述
の
職
員
の
官
署
の
管
轄
範
囲
が
地
名
の
示
す
以
上
に
広
か
っ
た
か
の
、

い
ず
れ

か
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
四
四
マ
ハ

l
ル
す
べ
て
の
所
在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
結
論
は
出
せ
な
い
。
ま
た
、
四
四
マ

ハ
l
ル
の
す
べ
て
が
前
記
の
四
つ
の
費
目
の
金
銭
を
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
I
に
与
え
た
わ
け
で
な
く
、
四
費
目
す
べ
て
に
わ
た
る
の
は
一
マ
ハ

ー
ル
の
み
で
、
他
は
一
ま
た
は
二
費
目
し
か
与
え
て
い
な
い
。
費
目
と
マ
ハ
l
ル
数
と
の
対
応
を
み
る
と
、
ラ
ス
l
ム
を
拠
出
す
る
マ
ハ

ー
ル
は
一
三
二
で
圧
倒
的
に
多
く
、
ブ
ラ
フ
マ
ト
ラ
一

O
、
デ

1
ヴ
ァ
ト
ラ
と
タ
シ
カ

1
各
六
と
な
る
。

マハ

I
ル
収
入
の
金
額
を
省
い
て

地
名
の
み
費
目
別
に
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



ゴじ

委 Mal吋 aNaray叫 S凶の Ma/J.al収入
""与
寸一

部 Devatraとして 2個所

襲 Lushkar阿 e，etc.; Jehange叩or巴

Brahmatrαとして 4個所

Satisyka; 24 Pergunnahs; Burdwan， etc.; B巴rbhoom.

Tan!Jωahとして 2個所

Shazadpore: Chutipore. 

RaSilmとして 27個所

Rokunpore: Cassumpore， etc.: Cossipore， etc.: 

Futtehpore: Behadrepore; Dhawah: Gopenautpore; 

S!1berris Cal巴apershaud:Chuckdelwary: Coolbereah: 

Shumshany: Mahalund: Akbershahy: Earporepubleah: 

Nussubpore: Dianagur: Maeraine: Mahom巴dAmeenpore 

etc.: Mahomedshahi: Yusuphpore: Cantonaghur: Houglaw: 

Amberabad; Bissenpore: Dinagepore: Dacca; Cankjole， etc. 

Devatra及び Brahmafraとして

Berole. 

Devatra及び Tαn!Jwahとして

Barbucksing. 

Devatra及び RaSilmとして

Rungpore， etc. 

1個所

l個所

1個所

Brahmatra及び Tan!Jwahとして 1個所

F u ttehsmg. 

Brahmafra及び RaSilmとして 3個所

Chunacol¥y Khooshal Russee: Ettubpor巴 Ocra，etc. 
Tan!Jwah及び RaSilmとして 1個所

Kergong. 

Devatra， Brahmatra， Tan!Jwah，及び RaSilmとして 1個所

Rajeshahy. 

(地名はく報告〉原文のまま。)
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カ

1
ヌ

i
ンゴ
i
小
論
|
ベ
ン
ガ
ル
・
ビ
ハ
l

ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

以
上
回
費
目
の
う
ち
タ
ソ
カ
!
と
ラ
ス

l
ム
は
、

ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
と
タ
ア
ル
ク
ダ

l
ル
の
地
代
収
入
ま
た
は
か
れ
ら
、
が
ア
ミ
1
ル
に

納
入
す
る
地
租
か
ら
直
接
控
除
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
地
目
の
土
地
の
形
態
は
と
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
デ
l
ヴ
ァ

ト
ラ
と
ブ
ラ
フ
マ
ト
ラ
は
通
常
は
免
租
地
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
名
目
で
カ
I
ヌ

l
γ
ゴ
1
が
収
入
を
得
る
と
す
れ
ば
、
村
落
内
に
そ

の
た
め
の
土
地
が
誰
か
あ
る
ブ
ラ
l
フ
マ
ン
の
名
儀
で
取
得
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
い
つ
の
時
代
か
ら
い
か
に
し

て
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
か
、

ま
た
そ
の
土
地
が
村
落
内
で
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
か
は
、
今
は
明
ら
か
で
な
い
。
ヵ
I
ヌ

ー
ン
ゴ

l
が
各
地
方
の
土
地
を
取
得
す
る
ひ
と
つ
の
形
態
と
し
て
こ
れ
を
理
解
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

ス
l
ラ
ジ
H

ナ
l
ラ
l
ヤ
ン
の
収
入
源
の
う
ち
、
土
地
収
入
に
関
し
て
は
、
有
名
な
「
第
五
報
告
書
)
に
収
め
ら
れ
た
ジ
ェ
1
ム
ズ
U

グ
ラ

γ
ト
の
一
ベ

γ
ガ
ル
財
政
の
歴
史
的
比
較
的
分
析
」
か
ら
、
こ
れ
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
o

彼
は
州
内
の
各
ザ
ミ
l
γ
ダ
l
リ
l
の
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国
家
貢
狙
額
を
パ
ル
ガ

l
ナ
別
に
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
〈
ラ
ク
シ
ャ
ナ
プ
ル
の
カ
I
ヌ

l
γ
ゴ
1
1
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
リ

1

(

(

U

白口。口問。巾

N
巾
B
E
Eロ
可
。
同
H
N
O
E
ロ
唱
。
。
同
)
〉
な
る
一
款
を
設
け
、

お
よ
そ
六

O
O平
万
マ
イ
ル
《
約
一
、

五

O
O平
方
キ
ロ
メ

I
ト

ル
)
と
推
定
さ
れ
る
ス

l
一アジ
H

ナ
l
ラ
1
ヤ
シ
の
所
領
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
の
所
領
は
、

ム
ル
シ
ダ
l
バ

I

ド
、
バ
ル
ッ
ダ
マ

l
ン
(
パ
ル
ド
ワ
ン
〉
、

フ
l
グ
リ
、

ア
グ
バ
ル
ナ
ガ
ル
(
ラ

1
ジ
マ
ハ

l
ル)、

ジ
ャ
ハ

1
ン
ギ
l
ル
ナ
ガ
ル
(
ダ
ッ

カ)、

ブ
I
シ
ュ
ナ
(
ブ
プ

1
リ
ド
プ
ル
)
、

ゴ
T

一ブ
l
ガ
l
ト
(
ラ
ン
グ
プ
ル
)
、

ワ
・
〉
の
八
チ
ャ
ク

カ
リ
バ
リ
(
マ
イ
マ
ン
シ
ン
ハ

(
3
)
 

ラ
l
(
O込
町
)
六
九
パ
ル
ガ

l
ナ
に
及
び
、
国
家
責
租
額
は
約
三
七
万
ル
ピ
!
と
計
算
さ
れ
る
o

こ
の
諸
方
面
に
分
散
し
た
領
地
は
、

ラ
ク
シ
ュ
ミ

l
の
代
ま
で
に
職
権
を
利
用
し
つ
つ
集
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

こ
の
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
1
家
も
領
主
層
に
属
し
、

ラ
ス

l

ム
等
の
職
禄
の
ほ
か
に
、

ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
と
し
て
の
土
地
収
入
を
も
享
受
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
こ
で
再
び
〈
報
告
〉
に
帰
っ
て
検
討
を
続
け
よ
う
o

東
ベ
ン
ガ
ル
諸
地
方
の
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
}
た
ち
の
収
入
の
主
要
源
泉
も
、

~や
寸土



り
ラ
久

1
ム
刊
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
か
れ
ら
の
回
答
と
パ
タ

I
ソ

γ
の
公
文
書
調
査
と
か
ら
窺
え
る
。
そ
の
う
ち
、

シ
ュ
リ
l
ハ

ナ

ト
の
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ

1
は
政
府
か
ら
の
ラ
ス

1
ム
と
ザ
ミ
l
γ
ダ

1
ル
か
ら
の
そ
れ
と
の
二
源
泉
を
挙
げ
る
が
、
比
率
は
一
対
四
と
後
者

が
は
る
か
に
大
き
い
。
ノ
ワ
l
ラ
l
u
マ
ハ

I
ル
の
カ

I
ヌ

γ
ゴ
l
は
別
に
ミ
l
ラ
l
y
(
ミマ
hs
属
僚
の
役
得
か
ら
の
上
司
へ
の
上

納
金
)
と
い
う
費
目
を
挙
げ
て
い
る
。
土
地
保
有
が
特
に
明
ら
か
な
の
は
チ
ャ
ッ
ト
グ
ラ
l
ム
と
バ
ハ
l
ル
バ
ン
ド
の
カ

i
ヌ

1
ン
ゴ
ー

た
ち
で
あ
る
。
前
者
は
規
模
や
保
有
資
格
は
不
明
な
が
ら
、

税
務
部
主
計
局
の
台
帳
で
は
、
「
県
内
の
ほ
か
の
土
地
と
対
比
す
る
と
、
査

定
の
全
額
を
負
担
せ
ず
、
少
額
の
地
代
で
土
地
を
保
有
す
る
利
益
を
許
与
さ
れ
て
」
お
り
、
こ
の
減
額
分
と
ラ
ス
l
ム
と
の
比
は
一
九
対

一
と
な
る
o

後
者
は
二

O
Oビ
ガ
ー
と
い
う
面
積
を
挙
げ
る
の
み
で
保
有
資
格
に
は
ふ
れ
な
い
o

土
地
に
関
し
て
は
、
カ
l
ヌ

l
γ
ゴ
ー

た
ち
が
カ
l
ヌ
I
γ
ゴ
!
と
い
う
官
職
資
格
で
保
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
の
み
答
え
、
そ
れ
以
外
の
資
格
に
よ
る
保
有
地
を
挙
げ
な
か
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
チ
ャ
ッ
ト
グ
ラ
l
ム
の
例
は
カ

1
ヌ

I
γ
ゴ
I
の
回
答
で
は
な
く
、
パ
タ
l
ッ
γ
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

U14 

0
0
 

る
点
や
、
バ
ハ

l
ル
バ
シ
ド
の
二

O
Oピ
ガ
!
と
い
う
面
積
値
が
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
決
定
的
証
拠
は
な
い
。

メ

l
デ
ィ
ニ

l
ブ
ル
の
カ

I
ヌ

l
ン
ゴ

I
の
収
入
は
、

ナ
l
ソ
カ
ー
ル
と
し
て
の
土
地
と
政
府
支
給
の
ラ
ス
l
ム
、

お
よ
び
土
地
ま
た

は
金
銭
に
よ
る
マ
ハ
ト
ラ

1
Y
2
h
s
b
H
S
さ

品
畳
間
功
者
賞
与
〉
と
郷
村
か
ら
の
ダ
ス
ト
ヮ
l
ル
〈
勺
ね
た
き
、

常
例
に
よ
る
役
得
〉
と
で

あ
る
o

ナ
l
ン
カ
l
ル
は
税
務
部
主
計
局
の
記
録
で
は
ベ
ン
ガ
ル
暦
一
一
八
一
年
(
西
暦
一
七
七
四
l
七
五
年
)
現
在
で
九
四
村
落
で
あ

り
、
会
社
政
府
の
承
認
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
が
一
7
1
ジ
H

ナ
!
ヲ

1
ヤ

γ
家
の
所
領
を
ナ
l
シ
カ
l
J
W
に
指
定
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と

も
所
領
と
は
別
に
与
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
ナ

1
γ

カ
ー
ル
と
は
別
に
所
領
が
あ
っ
た
の
か
一
合
か
は
〈
報
告
〉
で
は
不
明
で
あ
る
。

マ
ハ
ト
ラ
l
ソ
は
お
そ
ら
く
郷
村
の
ザ
ミ
l
γ
ダ
l
ル
が
負
担
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
宗
教
的
用
途
の
土
地
と
し
て

受
領
者
を
た
て
た
も
の
に
相
違
な
く
、

ベ
γ
ガ
ル
の
ず
l
ヴ
ァ
ト
ヲ
な
ど
と
趣
旨
を
一
に
す
る
。
ジ
ャ
レ
l
シ
ュ
ワ
ル
で
は
公
文
書
か
ら

北
大
文
学
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紀
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ヵ
l
ヌ
l
γ
ゴ
l
小
論

l
ベ
ソ
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

i

ナ

I
γ

カ
1
ル
四
一
村
落
と
政
府
支
給
の
ラ
ス

l
ム
お
よ
び
郷
村
か
ら
の
ダ
ス
ト
ゥ

l
ル
が
、

カ
1
ヌ
l
ン
ゴ

I
の
収
入
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
o

ヒ
ジ
リ
l
の
カ
l
ヌ
l
シ
ゴ
l
の
収
入
は
、

ナ

l
γ
カ
ー
ル
と
ラ
ス
l
ム
と
い
う
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
。

ピ
ハ

l
ル
州
地
域
に
入
る
と
、

カ
l
ヌ
I
ン
ゴ

I
の
収
入
や
土
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
〈
報
告
〉
中
の
資
料
は
多
く
な
る
。

プ
ル
ニ
ア
で
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、

カ
I
ヌ
l
γ
ゴ
ー
が
同
時
に
そ
の
任
地
の
ザ
ミ
I

Y
ダ
l
ル
で
も
あ
る
ば
あ
い
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
バ
タ
l
ソ

γ
は
、
風
岡
山
由
ロ
ロ
可
同
ロ
仏

H
5
2
3
2・
同

2
2同

Z
R白山口
w

同り
mHFW2
ロ
門
目
白
色
公
民
円
・
)
日
山
C
凹巾古
w

切

0
4
S
S
M
-
F
H白山口門「

ロo
F
H
ω
E
m
・
2
p
w
と
、
少
く
と
も
五
人
の
兼
職
者
の
人
名
を
挙
げ
る
口
か
れ
ら
の
父
祖
が
カ
1
ヌ
l
γ
ゴ
l
に
任
命
さ
れ
た
ザ
ミ
l
ン

ダ
l
ル
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
か
れ
ら
の
父
祖
ま
た
は
自
身
、
が
ザ
ミ
1
ン
ダ
l
リ
ー
を
購
入
そ
の
他
の
手
段
で
取
得
し
た
カ
l
ヌ
ー

ソ
ゴ
ー
な
の
か
は
〈
報
告
〉
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
カ

I
ヌ
l
γ
ゴ
l
の
土
地
領
有
が
こ
れ
ほ
ど
端
的
に
現
わ

れ
る
地
域
は
他
に
例
が
な
い
。

別
に
一
九
名
の
カ
I
ヌ
1
γ
ゴ
l
中
前
記
の
ザ
ミ
l
γ
ダ
1
ル
の
二
名
を
ふ
く
む
一
一
名
が
、
免
租
地
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(同市ロ寸同

H
2
-
S仏
国
)
の
保
有
を
申
告
し
て
お
り
、
面
積
を
明
記
し
た
う
ち
の
最
低
は
一
五
ピ
ガ

I
最
高
は
一
、
八
七
五
ビ
ガ
ー
と
な
っ
て

い
る
o

〈
報
告
〉
は
、

か
れ
ら
の
大
半
は
自
分
の
土
地
の
毅
述
に
お
い
て
非
常
に
莫
然
と
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
特
に
明
細
を
記
さ
ず
に
、

一
般
的
な
用
語

で
、
「
私
た
ち
が
免
役
地
代
を
支
払
っ
て
(
三
田
宮
町

H
E
C
保
有
す
る
村
落
お
よ
び
そ
の
他
の
土
地
の
剰
余
収
益
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ら
は
私
た
ち
の
支
出
合
超
過
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
事
足
れ
り
と
し
て
い
る
。
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
ー
で
も

ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
で
も
あ
る
者
た
ち
は
、

か
れ
ら
が
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
l
の
資
格
で
保
有
す
る
土
地
を
、
ザ
ミ
l
γ
ダ
l
リ
l
u
ナ

l
ン

カ

ノレ

(
N
Q
S刊
誌
ト
マ
町

〉
-q司
N
』
町
札
叫
司
、

ザ
ミ
l
γ
ダ
l
ル
の
公
租
収
納
職
に
対
す
る
職
禄
)

に
ふ
く
ま
れ
る
も
の
と
し
て
省
き
、

そ
れ

に
留
意
し
て
い
な
い
。



と
述
べ
て
か
れ
ら
の
回
答
の
混
乱
を
嘆
い
て
い
る
が
、
こ
の
混
同
は
不
可
避
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

プ
ル
ニ
ア
の
カ

l
ヌ

l
γ
ゴ
ー
も
ぞ
は
り
官
職
に
伴
う
金
銭
収
入
を
享
受
し
て
い
た
。
か
れ
ら
自
身
の
申
告
で
は
、
政
府
支
給
の
ム
シ

ャ

l
ハ
ラ

(
〉
向
N
h
~
九
州
M
w
h
N
S
N

俸
禄
)

ラ
ア
(
勺
K
Q
Q
J
N
E同

と
郷
村
で
徴
収
す
る
手
数
料
等
(
ミ
ミ

S
E
~
同
巾

2

2
口
・
)
と
が
あ
り
、
バ
タ

1
ソ
ン
は
別
に
ジ

行
政
区
〉
の
ム

γ
ャ
l
ハ
ラ
な
る
も
の
を
国
庫
の
公
文
書
か
ら
ひ
い
て
い
る
が
、
解
説
は
し
て
い
な
い
。
七
名

の
カ

l
ヌ

1
γ
ゴ
l
は
、
前
二
者
の
金
銭
収
入
の
一
方
ま
た
は
双
方
の
額
を
申
告
し
て
い
な
い
。
三
種
の
金
銭
収
入
の
比
較
は
個
人
差
が

大
き
い
の
で
、

一
般
的
な
傾
向
は
推
定
で
き
な
い
。

ピ
ハ
l
ル
郷
の
カ
I
ヌ

l
ン
ゴ
ー
た
ち
の
収
入
源
は
〈
報
告
〉
に
よ
る
と
次
の
一
四
項
目
で
あ
っ
た
。

① 

金
銭
に
よ
る
ナ

l
γ

カ
l
ル。
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② 

ロ
l
Jジ
1
ナ
(
均
給
N
E
a
p
)
す
な
わ
ち
日
俸
(
仏
国
民
可
胃

5
5ロ)。

③ 

ム
ハ
ッ
リ
ル
た
ち
の
た
め
の
ロ

l
ジ
l
ナ
o

④ 

各
種
の
職
業
(
可
包
町
田
)
の
査
定
に
対
す
る
一
O
%
の
ラ
ス

l
ム。

⑤ 

サ

l
イ
ル
か
ら
の
四
分
の
一
〔
%
?
〕
の
ラ
ス
l
ム
。

七
村
落
と
一
チ
ャ
ク
(
門
む
と
お
よ
び
二
O
五
ピ
ガ

i
の
免
租
地
。

⑥ ⑦ 

ト
ゥ

l
マ
I
ル
目
ジ
ャ
マ
に
対
す
る
二
%
な
い
し
一
一
・
五
%
の
ラ
ス

1
ム。

@ 

〔
ハ
キ

I
カ
ッ
ト
H

ジ
ャ
マ
に
対
す
る
?
〕

(
』
刊
号
札
制

s
b
g詰司、

常

一
@
五
%
な
い
し
三
・
五
%
の
ラ
ス

l
ム
U

ダ
ス
ト
ゥ

1
ル

例
に
よ
る
定
率
役
得
)
0

⑨ 

一
村
あ
た
り
四
・
五
ル
ピ
!
な
い
し
一
・
五
ル
ピ

1
の
ラ
ス

l
ム。

北
大
文
学
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ヵ
l
ヌ

l
ソゴ

l
小
論

l
ベ
γ
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
|

⑮ 

一
村
あ
た
り
四
・
五
ル
ピ
!
な
い
し
一
・
五
ル
ピ

i
の
各
収
穫
時
に
お
け
る
フ
ァ
ス
ラ

I
ナ
(
、

s
Eお
む
と
ま
た
は
ラ
ス

l
ム。

カ
ブ

1
リ
ヤ
タ

l
ナ

(
C
S色
々
ミ
守
悼
む
と
。
カ
ブ

l
リ
ヤ
ッ
ト
証
明
手
数
料
〔
一
枚
に
つ
き
〕

一
ル
ピ

i
o

⑪ ⑫ 

]
宮
山
〔
?
〕
地
か
ら
な
る
土
地
ラ
ス

l
ム

(同

S
S
3
E
-
s
e
す
な
わ
ち
一

O
Oピ
ガ
ー
ご
と
に
一
定
数
の
ピ
ガ

l

〔
を
拠
出
し

て
設
け
る
土
地
〕
0

ム
ハ

y

リ
ル
た
ち
の
賃
金
〔
に
あ
て
る
〕
0

⑭⑬  

小
額
の
免
役
地
代
を
支
払
っ
て
公
租
給
付
地

(
H
2
2
5
F
E凹
)
を
保
有
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
収
益
。

〔
貢
租
実
収
額
の
?
〕
八
ア

1
ナ
分
つ
ま
り

0
・
五
%
の
サ
ド
リ
l
ア
U

ラ
ス

l
ム
(
川
U
h
N

号、
EMN
勾

sas)0

表
現
に
不
明
篠
な
部
分
が
あ
っ
て
理
解
に
困
難
を
感
じ
る
が
あ
え
て
整
理
を
試
み
る
と
、
土
地
関
係
で
は
、
⑬
は
カ
l
ヌ

1
γ
ゴ
l
の
私

領
で
職
に
よ
ワ
て
減
租
特
権
を
認
め
ら
れ
た
も
の
、
⑥
は
職
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
秩
禄
と
し
て
の
土
地
、
⑫
は
凡
さ
む
の
意
味
は
不
明

だ
が
、
属
僚
の
給
与
を
名
目
と
す
る
職
禄
地
で
、

い
ず
れ
も
国
家
が
許
与
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
金
銭
関
係
で
は
、
国
庫
支
給
の
カ
l

-84 -

ヌ

l
γ
ゴ
l
本
人
の
職
に
対
す
る
も
の
が
①
と
②
、
貢
租
の
査
定
額
や
実
収
額
の
歩
合
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
⑦
・
@
・
⑭
、
属
僚
の
給

与
を
名
目
と
す
る
も
の
が
③
、
郷
村
で
徴
収
さ
れ
る
も
の
が
⑨
と
⑩
と
な
る
。
④
は
お
そ
ら
く
今
タ
ル
フ
ア
(
ミ
ミ
言
ミ
急
手
工
業

税
)
の
歩
合
で
、
商
税
の
歩
合
た
る
⑤
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
徴
収
現
場
で
カ

I
ヌ

I
γ

ゴ
l
に
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

⑪
は

毎
年
の
貫
一
租
裁
定
時
の
臨
時
収
入
で
あ
ろ
う
。
な
お
⑥
は
カ
l
ヌ

l
ジ
ゴ

I
各
人
の
得
分
に
か
な
り
の
不
均
衡
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ピ
ハ

l
ル
州
の
他
郷
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
ピ
ハ

I
ル
郷
の
そ
れ
の
よ
う
に
詳
細
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
大
同
小

異
で
あ
っ
て
こ
こ
に
特
記
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。
カ

I
ヌ

1
γ
ゴ
!
と
土
地
と
の
関
係
で
は
、

ム
I
γ
ゲ

1
ル
郷
の
一
バ
ル
ガ
l
ナ
に

プ
ル
ニ
ヤ
に
み
た
よ
う
な
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
と
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ
!
と
、
が
同
一
人
物
で
あ
る
例
が
ひ
と
つ
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
但
し
そ

の
由
来
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
に
土
地
の
う
ち
ナ

l
γ

カ
I
ル
以
外
の
私
領
地
の
存
在
を
明
示
す
る
の
は
、

ロ
l
タ
ス
郷



の
一
パ
ル
ガ

1
ナ
の
カ
l
ヌ

!
γ
ゴ
l
の
回
答
に
即
し
て
、

パ
タ

l
ソ

γ
が
「
地
代
を
支
払
わ
ず
に
保
有
す
る
公
租
給
付
地
公
宮
町

も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、

職
禄
と

同町司叩ロロ叩日開ロ門山田項目凶

F
n
r
F
a
r
o
-仏
ゲ
可
国
側
一
山
吉
田
同
月
旦
)
」
に
言
及
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
他
は
、

隔
靴
掻
惇
の
感
を
免
れ
な
い
が
、
以
上
か
ら
、

し
て
の
免
租
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
は
回
答
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

カ
I
ヌ

l
ン
ゴ
ー
に
は
職
禄
地
の
ほ
か
に
私
領
地
が
あ
っ
て
、
か
れ
ら
も
ま
た
広
義
に

は
ザ
ミ

I
γ
ダ

l
ル
に
ひ
と
し
い
社
会
層
に
属
し
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
私
領
地
の
減
租
特
権
に
加
え
て
、
職

に
伴
な
う
土
地
や
金
銭
の
収
入
を
享
受
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
c

前
節
で
述
べ
た
職
務
に
伴
な
う
職
権
と
こ
れ
ら
の
職
禄
と
が
、
カ
l
ヌ

ー
γ
ゴ
l

の
地
位
を
時
に
ザ
ミ
l
γ

ダ

1
ル
以
上
に
高
か
ら
し
め
た
こ
と
は
首
肯
で
き
る
。

註
(

1

)

ラ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
抄
録
で
は
、
こ
の
収
入
一
覧
表
の
数
表
の
部
分
は

非
常
に
簡
略
化
し
て
あ
る
。
(
何
回
B
m
g
F
g
H
M
w
e
s
r
b
p
H叶
∞
l

H

∞0
.
)
 

(

2

)
』・

0
5ロ
C

色
、
円
む

-wHμ山片門
N
W
M】
』
同
時
、
凡

HHb
同町
Hwqミ
・
〈
D
-
-
M
W

vv・
ω
∞印
lω
∞寸・

(

3

)

ス
l
ラ
ジ
日
ナ

l
ラ
l
ヤ
ン
の
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
リ
l
は
、
こ
れ
ら
八

チ
ヤ
グ
ラ

l
に
均
等
に
分
布
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
パ
ル
ガ

l
ナ
数

で
示
せ
ば
、
ム
ル
シ
ダ

l
パ
l
ド
二
八
、
ア
タ
パ
ル
ナ
ガ
ル
一
五
、
ブ

l
シ
ュ
ナ
十
九
、
ジ
ヤ
ハ

i
ン
ギ

I
ル
ナ
ガ
ル
・
ゴ

l
ラ
ガ

l
ト
各
六
、

バ
ル
グ
タ
マ

l
ン
・
フ

1
グ
リ
各
二
、
ヵ
リ
バ
リ
一
で
あ
る
。

(

4

)

ラ
ム

λ

ボ
タ
ム
の
抄
録
は
こ
れ
ら
の
人
名
を
省
く
。
(
列
ω
日
与
え
Z
g
w

北
大
文
学
部
紀
要

qb
円ご
-
w

も
-

H
∞
日
・
)

(

5

)

村
落
な
ど
か
ら
分
離
さ
れ
た
一
部
分
の
土
地
を
意
味
す
る
。

(

6

)

右
抄
録
で
は
、

J
A己
-mm白
ω
u
H

口

Z
F
M
V。
ミ
ミ
N
C印
切
H

間

rgw

(
斜
体
は
筆
者
に
よ
る
)
と
な
っ
て
い
る
(
毛
町
民
同
-wHV-H勾
・
)
、
か
、

こ
の
斜
体
部
分
は
私
の
み
た
〈
報
告
〉
原
文
に
は
な
い
。
ラ
ム
ス
ボ
タ

ム
の
誤
写
か
印
刷
の
際
の
誤
植
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(

7

)

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
仮
説
た
る
に
と
ど
ま
る
が
、
私
は
、
ム
ガ
ル

国
家
が
郷
村
支
配
者
震
の
な
か
か
ら
公
法
上
の
職
と
し
て
の
ザ
ミ

l
ン

ダ
l
ル
、
す
な
わ
ち
マ

l
ル
グ
ザ

l
中
(
ミ
ミ
h
詰
晶
、
収
租
人
)
と
、

カ

1
1
1
ン
ゴ
!
と
を
任
命
し
た
も
の
で
あ
り
、
ヵ

l
ヌ

l
ン
ゴ

i
と

な
っ
た
郷
村
支
配
者
の
領
地
は
、
そ
れ
に
伴
っ
て
貢
組
減
免
特
権
を
受

け
た
り
、
公
法
上
の
職
禄
地
と
し
て
登
記
さ
れ
た
り
し
た
も
の
と
考
え

p
h
u
 
。。



カ
l
ヌ
l
γ

ゴ
1
小
論

i
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル
の
事
例
に
つ
い
て
|

た
い
。
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

I
職
の
設
置
は
ム
ガ
ル
回
出
家
の
郷
村
支
配
者
層

に
対
す
る
抑
制
均
衡
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
代
の
政
治
的
な

諸
変
動
の
な
か
で
こ
の
政
策
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
プ
ル
ニ
ヤ
と
ム

ー
ン
ゲ

l
ル
と
に
お
け
る
ご
と
き
カ

I
ヌ

l
ン
ゴ
!
と
ザ
ミ

I
ン
ダ

i

ル
と
の
兼
帯
と
か
一
フ
ク
シ
ヤ
プ
ル
の
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

l
H
ザ
ミ

i
ン
ダ

l
リ

i
の
形
成
と
か
の
事
態
を
招
来
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

東
イ
ン
ド
会
社
支
配
と
カ
!
ヌ

i
ン
ゴ

l

イ
ギ
リ
ス
人
の
ベ

γ
ガ
ル
支
配
に
よ
っ
て
カ
l
ヌ
l
γ

ゴ
l
の
制
度
が
崩
壊
し
た
こ
と
は
、
特
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

崩
壊
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
第
一
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
政
府
当
局
が
地
租
行
政
制
度
確
立
の
過
程
で
、

カ
I
ヌ
1
γ
ゴ
l
職
を
重
視

せ
ず
、

か
れ
ら
の
文
書
類
を
利
用
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
最
大
の
要
因
は
こ
れ
に
帰
せ
ら
れ
る
o

第
こ
に
は
、
従
来
さ
ほ
ど
注
意
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
会
社
政
府
の
収
租
請
負
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

カ
l
ヌ
l
ン
ゴ

l
職
の
徹
底
的
な
破
壊
が
も
た
ら
さ
れ

-86ー

た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

カ
l
ヌ
l
γ

ゴ
l
制
度
の
崩
壊
に
は
植
民
地
支
配
以
前
に
も
さ
か
の
ぼ
り
う
る
地
域
的
な
遅
速
の
差

ま
た
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
右
の
諸
側
面
を
八
報
告
〉
に
即
し
て
述
べ
て
み
よ
う
o

が
あ
っ
た
こ
と
も
、

カ
l
ヌ
l
ン
ゴ

l
職
の
存
廃
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
二
重
統
治
(
ロ

E
-
C
2
2ロ
B
巾
旦
)
末
期
の
一
七
七
一
年
七
月
二
日

付
ム
ル
シ
ダ
l
バ
l
ド
税
務
統
制
参
事
会
(
(
一
053Ho--E問
。
。
ロ
ロ
ロ
ロ
え
河
内
叩
4
2
5・
7
F
2岳
色
与
邑
)
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
同
日

付
議
事
録
の
一
部
分
が
〈
報
告
〉
に
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
会
社
政
府
の
財
政
副
監
(
ミ
忠
b
b言
雪
)
ム
ハ
ン
マ
ド
日

ム
ル
ジ
ダ

I
バ
l
ド
管
内
の
七
名
の
イ
ギ
リ
ス
人
税
務
監
督
官

(ω
毛
5
4
U
O
H与
が
カ

l
ヌ

リ
ザ

I
H
カ
l
γ

は
右
参
事
会
に
対
し
て
、

カ
1
ヌ
i
γ

ゴ
l
の
要
不
要
は
関
係
地
域
の
地
租
裁
定
の
方
式
に
応
じ
て
論
ぜ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
あ
わ
せ
て
彼
自
身
の
見
解
と
し
て
カ

1
ヌ
l
γ

ゴ
l
職
の
存
置
が
必
要
で
あ
る
旨
を
上
申
し
た
の
で
あ
れ
v

ー
ン
ゴ

l
職
は
無
益
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
、



右
の
財
政
副
監
の
陳
述
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
見
解
と
彼
の
注
釈
と
の
書
き
分
け
の
不
明
瞭
な
部
分
を
含
む
が
、

の
要
不
要
に
関
す
る
論
議
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

カ

i
ヌ

l
ソ
ゴ

1

カ
l
ヌ
1
γ
ゴ
l
職
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、

地
租
裁
定

(
ω
2己
巾
旨
巾
毘
)
、
が
今
ァ
ッ
サ
ル
に
お
い
て
な
さ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、

フ
1
グ
リ
・
ダ
ッ
カ
・
ク
1
チ
H

ピ
ハ
1
ル
・
ラ
l
ジ
マ
ハ

I
ル
・
プ
ル
ニ
ア
の
諸
地
方
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
ム
ガ
ー
ル

の
州
総
督
政
府
の
下
に
フ
ァ
ウ
ジ
ダ

1
ル
(
吋
ミ
交
官
)

つ
ま
り
収
租
権
を
行
使
す
る
軍
司
令
官
が
お
か
れ
、

ブ
ァ
ウ
ジ
ダ

1
ル
の
官
署

が
租
税
行
政
執
行
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

今

ア

y

サ
ル
に
い
る
カ
l
ヌ
l
ン
ゴ
1
の
グ
マ
l
シ
ュ
タ
た
ち
は
そ
の
官
署
に
出
仕
し

て
執
務
し
て
い
た
。
ヵ
l
ヌ
l
y
ゴ
l
の
記
録
・
台
帳
類
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
ザ
ミ
l
γ
ダ
l
ル
数
の
多
い
こ
と
と
も
相
侯
っ
て
、
税

務
行
政
上
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
地
租
裁
定
が
州
都
の
中
央
政
府
で
直
接
行
な
わ
れ
る
地
域
で
は
、

カ
i
ヌ
l
γ
ゴ
l
は
無
益
で
あ
っ
た
。
ラ
ー
ジ
シ

-87 -

ャ

l
ヒ
I
・
バ
ト
1
リ
ヤ
l
・
デ
ィ
ナ
ー
ジ
プ
ル
・
ナ
デ
ィ
ヤ
l
・
ユ
ー
ス
ブ
プ
ル
・
ピ
シ
ュ
ヌ
。
フ
ル
・
ピ
1
ル
ブ
i
ム
の
大
ザ
ミ
1
γ

ダ
l
リ
ー
が
こ
れ
に
当
る
。

(
M
3
2
h
刊
さ
)
文
書
は
中
央
政
府
の
所
管
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
の
グ
マ
ー
ジ
ュ
タ
た
ち
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
ザ
ミ
l
ソ
ダ
l
ル
た
ち
に
文
書
を
供
与
す
る
こ
と
は
常
則
で
は
な
か
っ
た
。
若
干
の

こ
れ
ら
の
地
域
に
関
す
る
タ
ク
シ
ー
ム

カ
l
ヌ

i
γ

ム
ハ
ッ
リ
ル
た
ち
が
事
ザ
ミ
l
γ
ダ

I
ル
領
内
の
諸
地
方
に
お
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
タ
ク
シ
ー
ム
な
ど
の
収
集
に
当
つ
て
は
い
た

が
、
そ
れ
は
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
領
総
体
の
地
租
裁
定
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
七
七
一
年
夏
の
税
務
統
制
参
事
会
の
決
定
は
、

満
場
一
致
で
そ
の
存
続
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

ム
ハ
ン
マ
ド
u
リ
ザ
l
u
カ
l
ソ
の
カ

I
ヌ
l
ン
ゴ
l
職
必
要
論
を
容
れ
て
、

し
か
し
な
が
ら
、
翌
一
七
七
二
年
一
二
月
一
五
日
付
の
税
務
局
議
事
録
に
載
せ
ら
れ
た
と
い
う
、

マヘ

i
γ
ド
ラ
日
ナ

I
ラ

l
ヤ

γ
品

北
大
文
学
部
紀
要



、4
N
j
ヌ
:γ
ヅ

i
小
論

i
ペ
ン
ガ
ル
e

ビ
ハ

1
1
N
の
世
帯
例
に
つ
い
て

i

シ
ン
ハ
の
ナ

1
イ
ブ
H

カ
;
ヌ

l
ン
ゴ

i
、
ブ
ラ

i
ン
詰
夕
刊
ノ
シ
ュ
ナ

回出}戸時乙

〔

7
〉

の
パ
タ

l
ソ
ン
宛
書
簡
に
よ

;ゑ

ー
ヌ

1
γ
ゴ

i

そ

の
大
半
を
喪
失
し
つ
ウ
あ
っ
た
。

:
:
人
前
略
〉
:
;
:
故
ナ
ワ

i
ブ、

ジ
ャ
ブ
ブ
ア
ル
E

カ
i
γ
の
時
代
ま
で
は
、

の
ム
ハ
ッ
り
ん
が
会
パ
ル
ガ

l
ナ
の
ム
ブ
ァ
ッ
サ

し、た
ち
の
蝉
怠
に
よ
っ
て
、
文
書
類
と
台
帳
類
は
ム
ブ
ア
タ
サ
ル
か
ら
適
切
な
規
期
的
な
し
か
た

ル
に
わ
ぬ
か
れ
て
い
て
、
規
鎖
的
に
諸
地
方
〈
門
刊
誌
江
口
門
的
〉
の
タ
グ
ジ

i
ム
を
と
っ
て
そ
れ
ら

の
台
桜
前
制
本

ハ
叶
ケ
開
汚
]
q
m
w

田内げ
H
J
F
n

昂
〉
の

に
送
付

mzn
。EHH閉じ

て
い
た
。
そ
の
の
ち
は
歴
弐
の
ハ
ー
や
ふ
ハ
均
九
叫
玄
さ

な
か
っ

ム
ア
ァ
ッ
サ

ル
の
ム
ハ

y
p
ル
た
ち
の
多
く
い
か
、

ザ
ミ

i
γ
ダ
i
ル
た
ち
に
門
職
を
〕

ずこ

ハ
舎
を
5
2
5
0
か
れ
ら
が
残
っ
た
ご

か
の
地
域
で
は
、

カミ

は
そ
れ
ら

を
送
付
し
た
0

・
:
:
入
後
略
〉
:
:
:

同 88

}ブ

1
γ

日
夕
刊
ジ
シ
品
ナ
は
、

サ
ド
ル
つ
ま
り
州
都
の
富
康
ぐ
は
カ

i
ヌ
i

てコ
1
の
業
務
は
勤
勉
実
甚
に

々
し
戸
」
、

m
v
c

、喝、

ふ
j
w
w

、しV
ナ
'
ム
μ

そ
れ

も
会
社
政
府
、
が
寝
庫
を
ム
ル
シ
ダ

i
バ
l
げ
拘
置
か
ら
カ
ル
カ
y

タ
に
移
し
て

み
ア
ア
タ
ヰ
サ
ル
ム
ハ
少
リ
為

郷
村
の
書
記
な
る
も
の

ら
れ
な
く
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

、〉
門
ノ

ミ
し
Y

お
そ
ら
く
前
述
し
た
各
地
方
の

つ
ま
り
郷
村
の
カ

i
ヌ
i
γ
ゴ
i

れ
る
ο

カ

i
ヌ

l
γ
ゴ

l
識
の

こ
れ
に
と
ど
ま

カ為
ザフ

一
七
七

月
一
二
一
日
付
の
メ

i
デ
ィ
一
一

i
プ

，;:r:. 

l.:' 

ワ

も
の ド

ベ
イ

たτノミ
0":'-

ベか
イら
ノミ ウ
，j-

tこレ
ょ γ
i，;) 

とへ
、イ

ス

ィ
γ
グ
ズ
に
あ
て

カ
I
ヌ
l
ン
ゴ

l
騒
の
弊
害
一
を
説
い

を
進
言
す
る

メ
ー
デ
ィ
品

1
ブ
ル
で
は
地
租
徴
収
は
住
期
の
一
定
し
な
い

!
i時
に
は
非
常
に

ブ
ァ
ウ
ジ
ダ

1
ル

、
査
定
は
バ
ル
ダ

1
ナ
附
加
の
推
定
評
錨
つ
ま
り
タ
ク
シ

i

っ
て
い
た
。
ヵ

l
ヌ
i
γ
ゴ
i
職
は
ブ
ア

ウ
ジ
ダ

i
ル
を
査
察
す

の
政
府
機
関
(
吾
昂
郎
防
災

3
g
o同
C
C
4
2
コ
5
3
φ
と
し
て
設
け
ら
れ
、

パ
ル
ガ
;
ナ
に
投
所
(
N
v
h
F
ミ
ミ
〉



を
構
え
、
全
地
方
に
カ
l
ル
グ
ン

(
同
州
司
ぎ
芯

事
務
官
)
と
ム
ハ

y

リ
ル
を
配
置
し
て
い
た
。
地
方
の
事
情
を
知
悉
し
て
い
る
カ
l
ヌ

い
た
o

ベ
イ
バ
ー
に
よ
れ
ば
、

つ
い
て
情
報
を
与
え
、
一
方
で
は
フ
ァ
ウ
ジ
ダ

l
ル
を
凌
ぐ
勢
力
を
獲
得
し
、
他
方
で
は
ザ
ミ
l
γ
ダ
l
ル
た
ち
を
収
奪
す
る
権
力
を
確
立
し
て

ザ
ミ

l
γ
ダ
l
ル
た
ち
は
カ

1
ヌ

l
ン
ゴ
ー
が
フ
ァ
ウ
ジ
ダ

l
ル
に
か
れ
ら
の
実
際
の
貢
租
負
担
能
力
に

ン
::l 

v:l: 

地
租
が
増
額
さ
れ
る
の
を
怖
れ
て
、

カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l
に
く
ち
ど
め
料

(
7
5
r
g
oロ
σ
己
・
低
率
低
額
地
代
の

借
地

Q
R
B回
目
片
山
口
ロ
ロ
L
2
2
E
m
)
・
デ
l
ヴ
ァ
ト
ラ

(
b
gミ
さ
)

や
ブ
ラ
フ
マ
ト
ラ
(
切
さ
MNSミ
ミ
〉
と
い
う
施
与
地
合

Z
5可

定
期
市
)
と
ガ
ン
ジ
〈
の
お
ミ
.
卸
市
)
の
設
置
権
を
与
え
て
、

そ
の
歓
心
を
買
っ
た
と
い
う
o

か
く
し
て
カ

I
ヌ

l
γ
ゴ
l
は
ザ
ミ

l
γ
ダ
l
ル
た
ち
と
共
謀
し
て
国
家
の
利
益
を
損
な
い
、
職
務
を
私

-g仏
国
)
・
不
輸
不
入
特
権
〈
目
白
日
ロ
ロ
庄
司
田
)
を
伴
っ
た
ハ

l
ト
(
同
ミ

利
私
欲
の
充
足
に
供
し
て
い
る
。
地
租
関
係
諸
記
録
の
作
成
保
管
と
、
そ
れ
ら
に
も
と
づ
く
情
報
の
地
租
の
裁
定
・
徴
収
担
当
官
へ
の
提

地
租
裁
定
で
は
、

カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
ー
は
も
は
や
有
用
で
は
な
か
っ
た
。
カ

l
ヌ

l
γ

ゴ
l
職
は
も
は
や
無
用
で
あ
る
ば
か
り
か
、
会
社
政

89 -

供
と
い
う
、

カ

l
ヌ

I
γ
ゴ
l
職
設
置
の
本
来
的
目
的
は
も
は
や
果
さ
れ
な
い
。
東
イ
ン
ド
会
社
政
府
支
配
下
の
メ

I
デ
ィ
ニ

1
プ
ル
の

府
の
浪
費
で
あ
る
。

か
れ
ら
を
罷
免
し
、

郷
村
の
職
員
を
解
任
さ
せ
、
文
書
類
は
収
税
官
と
土
民
補
佐
官
(
勺
言
守
N

〉

に
ひ
き
わ
た
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
o

ベ
イ
バ
l
の
所
論
を
要
約
す
れ
ば
か
く
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
は
一
七
七
三
年
八
月
一
六
日
付
の
パ
ト
ナ
州
参
事
会

(
P。
丘
ロ
己
回
目
白
。

E
E
3

な
ろ
う
o

〈
報
告
〉
が
引
用
す
る
そ
の
一
節
は
、

一
般
化
さ
れ
た
や
や
漠
然
た
る
表
現
な
が
ら
、
カ冶
r‘ 
'? 
J¥  

ア
Iγ  
力、

ふ長
2督
ミ五
て
た
書
簡き
カL
問
題
と

収
租
官
)
は
カ
l

ヌ

l
ン
ゴ
l
に
恩
恵
を
も
与
え
つ
つ
こ
れ
を
支
配
し
よ
う
と
し
、

カ

l
ヌ

i
ン
ゴ
ー
も
ア
l
ミ
ル
に
従
属
し
つ
つ
い
つ
わ
り
の
文
書
を
役

所
に
届
け
る
と
し
て
、

カ
l
ヌ

l
y
ゴ
I
職
の
現
状
は
そ
の
設
置
の
本
来
の
目
的
に
合
致
し
な
い
と
断
じ
て
い
る
。
し
か
し
パ
ト
ナ
州
参

事
ム
玄
は
、

カ
I
ヌ

l
ン
ゴ
l
職
廃
止
は
唱
え
ず
、

こ
れ
を
ア

l
ミ
ル
か
ら
完
全
に
独
立
さ
せ
、
政
府
か
ら
直
接
に
俸
給
を
支
出
し
て
規
制

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
l
ヌ
l
ソ
ゴ
l
小
論

l
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
但
し
そ
れ
が
政
府
支
出
を
増
加
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
実
現
可

能
と
ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

そ
の
後
の
カ

I
ヌ
l
γ
ゴ
l
問
題
を
微
細
に
追
跡
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
植
民
地
政
府
と
し
て
は
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
対
策
も

立
て
ず
、
こ
れ
を
放
置
し
て
お
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
税
務
関
係
の
記
録
類
・
台
帳
類
は
、
カ
l
ヌ
l
ン
ゴ
l
に
依
拠
せ
ず
と
も
可

能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

ベ
イ
バ

l
の
述
べ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
o

バ
タ
l
ツ
ン
の
〈
報
告
〉
は
コ
l
γ
ウ
ォ
リ
ス
の
税
制
改
革
の
た
め
の
一
資
料
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
論
旨
は
カ
l
ヌ
l
γ

ゴ
I
臓
の
無
益
有
害
を
証
明
し
て
そ
の
廃
止
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
ぐ
あ
る
に
せ
よ
、

パ
タ

l
ソ
シ
は
カ

1

ヌ
ン

l
ゴ
l
職
の
当
時
の
状
態
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
情
報
を
残
し
て
い
る
。

パ
タ
l
ソ
ン
は
前
掲
の
プ
ラ
l
ン
日
グ
リ
シ
ュ
ナ
の
書
簡
を
引
い
て
、
そ
の
論
旨
を
カ
l
ヌ
l
γ
ゴ
l
職
の
僻
怠
と
混
乱
と
の
責
任
を

-90ー

政
府
に
転
稼
す
る
も
の
と
し
て
非
難
し
た
の
ち
に
、
自
ら
収
集
し
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
カ
l
ヌ
1
シ
ゴ

l
職
の
当
時
の
状
況
を
非
難
し

て
い
る
。

か
れ
ら
は
マ
ハ

1
バ
ッ
ト
目
ジ
ヤ
ン
グ
(
ベ
ン
ガ
ル
州
総
督
イ
ラ
l
ヴ
ィ
ル
デ
ィ
l
"
カ
l
γ

在
位
一
七
四

O
l五
六
)

の
時
の
マ

ラ
l
タ
の
ベ
ン
ガ
ル
侵
入
の
聞
に
、

か
れ
ら
の
記
録
類
の
大
き
な
部
分
が
破
壊
さ
れ
、

カ

l
シ
ム

H

ア
リ

l
E
カ

l
γ

(
同
在
位

七
六
O

|
六
一
三
)
の
紛
乱
の
聞
に
よ
り
い
っ
そ
う
の
破
壊
を
こ
う
む
り
、

ム
ル

γ
ダ

l
バ
l
ド
に
残
っ
て
い
る
記
録
類
は
虫
に
く
わ
れ

て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
と
称
し
て
い
る
。

つ
も
し
私
が
カ
ル
カ
ッ
タ
に
も
っ
て
き
た
文
書
類
が
か
れ
ら
の
記
録
類
の
す
べ
て
で
あ
っ
た

(

日

目

)

こ
れ
は
私
が
証
明
で
き
る
事
実
で
あ
る
。
)
か
れ
ら
は
今
ァ
ッ
サ
ル
か
ら
文
書
類
を
集
め
る
の
を
や
め
た
と
公
言
し
て

と
す
れ
ば
、

い
る
o

要
す
る
に
、

か
れ
ら
自
身
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

か
れ
ら
の
制
度

(
5
3
2止
。
ロ
)

の
本
来
の
目
的
は
な
に
ひ
と
つ
は
た
さ
れ
て



い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
職
(
阻
害
三
旦

B
g乙
に
伴
な
う
役
得
と
収
益
と
を
捨
て
て
は
い
危
い
の
だ
。
.

パ
タ

l
ソ

γ
は
続
け
て
給
与
の
金
額
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
ふ
れ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
重
要
な
の
は
、

か
れ
ら
が
か
れ
に
対
し

て、

ム
ワ
l
ジ
l
ナ
は
「
あ
る
と
す
れ
ば
た
ぶ
ん
ム
ル
シ
ダ
l
バ
I
ド
の
役
所
に
あ
る
だ
ろ
う
」
と
答
え
、

ダ
ス
ト
ゥ

I
ル
目
ワ
ル
H

ア

マ
ル
は
「
前
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
な
が
ら
く
や
め
ら
れ
て
い
る
し
と
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
回
答
に
は
年
代
や
状
況
の

説
明
の
不
充
分
さ
が
あ
る
が
、
一
八
世
紀
中
葉
以
降
の
ベ
シ
ガ
ル
に
お
け
る
激
動
を
考
え
る
な
ら
ば
、
充
分
に
措
信
し
う
る
も
の
で
あ
ろ

う
o

カ

l
ヌ

l
γ
ゴ
l
職
は
プ
ラ
ッ
シ
l
以
後
ベ
ン
ガ
ル
の
か
な
り
の
地
域
で
有
名
無
実
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

植
民
地
政
府
の
地
租
政
策
も
ま
た
、

ン
H

ク
リ
シ
ュ
ナ

G
2
2
H
H阿
内
山
田
宮
口
〉
等
の
陳
述
に
よ
れ
ば
、

一
部
の
地
方
で
は
カ

l
ヌ

l
y
ゴ
1
職
退
廃
の
要
因
と
な
っ
た
。
シ
ュ
リ
}
ハ
ッ
ト
の
ジ

I
ヴ
ァ

お
そ
ら
く
は
五
年
裁
定

(ρ
巳ロ

ρ
5ロ己回目
ω
2己
2
5旦
)
期
に
、

収
租
請
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負
人
が
カ
l
ヌ

l
ン
ゴ
l
の
記
録
類
を
押
収
し
て
施
錠
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
そ
の
損
傷
甚
だ
し
か
っ
た
と
い
う
。
チ
ャ
ッ
ト
グ
ラ

i
ム

の
カ
1
ヌ

l
γ
ゴ
ー
た
ち
は
、
一
七
六
一
年
に
ハ
リ
l
H
ヴ
ェ
ア
ル
ス
ト
(
後
に
ベ
ン
ガ
ル
知
事
在
任
一
七
六
七
1
i
六
九
)
の
バ
I
ニ
ヤ
l

(
N
W

九問芯

eh問
商
人
、

仲
買
人
)
が
、
地
租
裁
定
の
た
め
に
こ
の
地
方
の
カ
l
ヌ

1
γ
ゴ
I
の
サ
ド
ル
H

カ
チ
ャ
l
リ
l
(
ム
判
む
号
同
町
む
円
寺
町

中
央
官
署
〉
か
ら
古
記
録
類
す
べ
て
を
自
分
の
家
に
も
ち
出
し
た
が
、
火
災
に
あ
っ
て
な
く
な
り
、

U

ア
マ
ル
等
の
副
本
若
干
が
残
る
の
み
だ
、
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

て
も
と
に
は
ダ
ス
ト
ク

l
ル
H

ウ
ル

プ
ル
ニ
ア
で
も
三
人
の
カ
l
ヌ

I
γ
ゴ
l
(
内
二
人
は
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
で
も
あ
っ
た
)
が
、
苛
酷
な
収
租
請
負
人
と
し
て
悪
名
高
い

一フ

l
ジ
ヤ
H
デ

l
ヴ
ィ
I
H
シ
ン
ハ
が
、
地
租
の
収
受
と
残
額
の
決
算
簿
や
村
落
の
一
覧
表
、
各
村
落
の
耕
地
と
荒
蕪
地
の
台
帳
な
ど
を

押
収
し
て
ム
ル
シ
ダ

l
バ
I
ド
に
移
送
す
る
途
中
、
故
意
か
過
失
か
は
不
明
で
あ
る
が
ラ
ー
ジ
マ
ハ

1
ル
付
近
で
ガ
ン
ガ

l
河
に
お
と
し

て
な
く
し
た
(
古
田
片
山
口
同
7
0
0
山口

m
g
)
と
述
べ
て
い
る
o

そ
れ
と
別
に
、

や
は
り
収
租
請
負
人
の
押
収
し
た
カ

i
ヌ

l
ン
ゴ

l
文
書
が

北
大
文
学
部
紀
要



ヵ
l
ヌ
i
ン
ゴ

1
小
論

l
ベ
γ
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
の
事
例
に
つ
い
て

i

火
災
で
焼
失
し
た
例
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
o
パ
タ

l
ソ

γ
自
身
が
、
ほ
か
の
カ

l
ヌ

I
ン
ゴ
ー
た
ち
の
記
録
類
は
は
る
か
に
完
全
で
あ
る

(
日
)

と
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
以
上
の
陳
述
ば
作
為
で
は
あ
る
ま
い
。
請
負
人
に
よ
る
カ

I
ヌ

l
γ
ゴ

l
の
業
務
へ
の
阻
害
は
、
シ
ャ
!
ハ

(
叩
)

l
バ

l
ド
郷
か
ら
も
報
告
さ
れ
て
い
た
o
当
時
の
オ
リ

y

サ
の
ヒ

l
ジ
リ
ー
で
も
、
塩
業
地
域
の
記
録
・
台
帳
類
は
、
カ

1
ヌ

;
γ
ゴ

i

(
却
)

の
手
を
離
れ
て
い
た
。

カ

l
ヌ

l

y
ゴ

I
職

が

既

症

の

よ

う

に

機

能

し

充

分

な

力

を

発

揮

し

て

い

た

の

は

、

に

よ

る

と

シ

ャ

l
ハ
ー
バ
ー
ド
を
除
く

ス
ー
パ
ザ
ル
カ
1
凡

ピ
ハ

l
ル
州
の
諸
郷
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
地
方
で
は
記
録
・
台
帳
類
は
な
お
確
実
に
作
成
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
拾
し

〈
報
告
〉

か
し
バ
タ

1
ソ
ン
は
、

ピ
ハ

1
ル
州
の
カ

I
ヌ

I
γ
ゴ

l
職
の
存
置
を
特
に
要
望
は
し
な
か
っ
た
。

註
(

1

)

一
七
六
九
年
六
月
の
取
締
役
会
訓
令
に
も
と
づ
い
て
翌
年
七
月
に
設

置
さ
れ
、
七
二
年
八
月
ま
で
存
続
し
た
。
詳
細
は
、
∞
-
∞
-
Y
台
湾
曲
w
q
h
v

円た
-w
也
、
.
叶
Ni叶
ωw
口同
lHH∞
・
参
照
。

(
2
〉
一
七
六
九
年
八
月
に
設
置
さ
れ
、
七
二
年
五
月
に
収
税
官
(
〔
UG--2・

ぎ
ら
と
改
称
さ
れ
た
。

q
N
V
R
F
K
V守
-
H
H
C
i
H
E
-
参
照
。

(

3

)

抄
録
で
は
戸
田
・
何
回
B
5
G
H
E
B
w
q
v
丘町・・

3
3
・
5
H
S印
・
に
あ

る
。
ラ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
註
に
よ
れ
ば
、
こ
の
財
政
副
監
の
陳
述
は
か
な

り
長
文
の
も
の
ら
し
く
、
植
民
地
時
代
に
ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
か
ら
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
は
正
文
全
体
に
援
し
え
な
い
。

(

4

)

こ
れ
は

Z
・同・

ω
z
r
g
D
V
2
F
也、・

81h昨
日
・
に
も
紹
介
さ
れ
た

所
で
あ
る
。

(

5

)

上
記
諸
地
方
中
、
フ

l
グ
リ
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
ザ
ミ

l
ン
ダ
!
リ

ー
と
な
っ
て
い
た
二
回
パ
ル
ガ
l
ナ
ズ

(
E
E円
問
自
由
る
に
相
当
す

る
。
ク
!
チ
H
ピ
ハ
l
ル
は
ラ
ン
グ
プ
ル
を
さ
す
。
前
に
引
い
た
グ

ラ
ン
ト
の
渇
大
な
財
政
分
析
で
は
、
フ

l
グ
リ
は
「
カ
ル
カ
ヅ
タ
の

ザ
ミ

l
ン
タ

l
リ
l
」
、
ダ
V

カ
は
ニ
ア

l
パ
ヅ
ト
(
ミ
お
宮
司
州
総

脅
直
結
領
)
、
他
は
す
べ
て
某
々
所
の
フ
ア
ウ
ジ
ダ
l
リ
l
(
『
ミ
門
出
む
三

軍
政
区
)
と
記
す
。
パ
ル
ガ

i
ナ
数
を
ち
な
み
に
案
げ
る
と
、
ダ
ヅ
カ

二
四
一
、
ラ
ン
グ
プ
ル
二
六
二
、
ラ
ー
ジ
マ
ハ

I
ル
四
八
で
あ
る
。
ダ

ヅ
カ
で
は
ザ
ミ

I
ン
ダ
l
ル
一
一
一
一
九
名
を
数
え
た
。

Q
-
C
S
E
w
-
H
V

町
民
同

-w
目
立
NW
同
】

b
h
虫
、
F
H
C
b
己主
4
0
}
・
N
w
v
b・
ω
s
w
a
p
∞むし

(

6

)

以
と
の
諸
地
域
の
う
ち
、
パ
ト

l
リ
ヤ
ー
は
ラ

l
ジ
シ
ャ

l
ヒ

l
に

ふ
く
ま
れ
る
。
ュ

l
ス
フ
プ
ル
は
ジ
ャ

γ
ョ
I
ハ
ル
ハ
ジ
ェ
ソ

l
ル
V

-92 -



に
当
る
。
グ
ラ
ン
ト
の
前
掲
報
告
で
は
パ
ト

1
リ
ヤ

l
以
外
は
す
べ
て

某
々
所
の
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
リ
!
と
し
て
列
記
さ
れ
る
。
パ
ル
ガ

l
ナ
数

は
、
一
フ

l
ジ
シ
ャ

l
ヒ
l
一
八
一
(
う
ち
パ
ト

l
リ
ア

I
コ
一
六
〉
、
、
デ

ィ
ナ
ー
ジ
プ
ル
ゴ
二
、
ナ
デ
ィ
ヤ

l
八
二
、
ジ
ヤ
ジ
ョ

l

ハ
ル
四
六
‘

ビ
シ
ュ
ヌ
プ
ル
一

O
、
ビ
ー
ル
ブ

l
ム
二
回
で
、
い
ず
れ
も
一
ザ
ミ
l

ン
ダ

l
ル
領
を
構
成
し
て
い
た
。

(

7

)

抄
録
で
は
戸
国
-
H
N
ω
E
F
2
7
ω
B
W
C
H
V
円
N
4
・w

、、・

H寸
NFIHJ
可
印
・
。
〈
報

止
口
〉
原
文
に
は
こ
の
書
簡
の
日
付
の
指
定
を
欠
く
。
日
付
は
抄
録
の
脚

註
に
よ
る
。

(
8
〉
抄
録
で
は
活
弧
し
て
「

F
N
N
0
2
(宮
ぎ

体

制

、

君

侯

、

政

府

)

か
?
手
稿
本
判
読
し
え
ず
一
と
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
所
在
原
文
で
は
明

瞭
に

hr田町
B
W

と
な
っ
て
い
た
。

(
9
)
抄

録

で

は

尋

ミ
F
U

也、・

5由
l
H
吋品・。

(
刊
)
ベ
イ
パ
ー
は
誤
つ
♂
て
タ
ジ
ユ
ヒ

l
ス

(
E∞「日向。
g
山
吋
白
h
~
ご
匂
)
と
書

い
て
お
り
、
パ
タ
l
ソ

γ
は
括
弧
し
て
訂
正
し
て
い
る
。
な
お
吋
白
喝
包
遣

は
貢
租
台
帳
の
一
種
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
貢
租
裁
定
額
を
大
地
域

か
ら
小
地
域
に
土
地
丈
量
な
ど
の
手
段
を
用
い
ず
割
付
け
る
こ
と
を
い

。
λ
ノ

(
日
〉
書
記
職
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

(
ロ
〉
ラ
ム
ス
ボ
タ
ム
の
脚
註
で
は
「
渡
船
場
の
料
金
な
と
る
遮
断
棒

(
4
0
己
『
向
日
丘
町
巾
口
広
田
〉
」
と
し
て
い
る
が
、

H
H
H
H
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
用
語
解
に
も
そ
の
よ
う
お
解
説
は
見
当
ら
な
い
。

北
大
文
学
部
紀
要

ハ
ロ
)
抄
録
で
は
ロ
も
町
民
同
-
w

もも・

5
印l
H
8
・。

(
弘
)
こ
の
書
簡
と
は
無
関
係
に
、
一
七
七
二
年
か
ら
二
年
た
ら
ず
の
問
、

植
民
地
政
府
は
今
ア
ヅ
サ
ル

H
カ
l
ヌ
l
ン
ゴ
ー
へ
の
職
禄
支
給
を

停
止
し
た
が
、
七
四
年
か
白
職
禄
を
復
活
し
た
。
国
・
回
・
豆
町
g
w
D
H
V

町民同
-
w

、
-
H
E・
参
照
。

(
日
)
〈
報
告
〉
の
叙
述
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
私
は
以
下
の
部
分
を

プ
ラ

l
ン
H
F
リ
シ
ユ
ナ
の
書
簡
以
後
に
パ
タ
l
ソ
ン
が
見
関
経
験
し

た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
し
た
。

(
日
)
バ
タ
l
ソ
ン
は
〈
報
告
〉
中
に
由
来
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
ス

l
ラ
ジ
日
ナ

l
ラ
ヤ
ン

H
ラ
l
イ
家
の
カ

1
1
1
ン
ゴ

1
文
書

は
、
且
且
は
マ
へ

I
ン
ド
ヲ
日
ナ

l
ラ
l
ヤ
ン

H
シ
ン
ハ
家
の
そ
れ
の
半

分
も
な
く
、
し
か
も
そ
の
四
分
の
コ
一
は
虫
に
く
わ
れ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
て
お
り
、
多
く
の
文
書
が
開
く
と
ち
ぎ
れ
て
破
片
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
判
読
し
う
る
も
の
も
分
類
整
理
さ
れ
て
お
ら

ず
雑
然
と
し
た
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
マ
へ

l
γ
ド
ラ
の
方
の
文

書
類
の
状
態
も
似
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
抄
録
で
は
戸
国
・
何
回
目
印
a

r
o同
r
m同
H
d
w
q
k
v
h弘
同
一

-w
同
凶
日

y
H
J可由
l
H
叶叶・。

(
げ
)
ん
ハ
報
告
〉
は
以
上
の
ほ
か
に
、
ス

l
ヲ
ジ
家
の
方
の
姻
戚
や
ム
ス
タ

ヴ
フ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
内
紛
を
も
伝
え
て
い
る
。
マ
へ

l

ン
ド
ラ
の
方

は
、
老
齢
と
極
貧
の
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
、
一
二
才
に
な
る
一
子
は
教

育
も
受
け
て
お
ら
ず
、
「
パ
ー
ザ
ー
ル
の
も
っ
と
も
下
等
な
ク

i
リ
ー

の
子
の
よ
う
に
、
ろ
く
な
着
物
も
着
せ
で
も
ら
え
ず
、
う
す
よ
ご
れ
て

つd
白
河
d



カ
1
ヌ

l
γ
ゴ
l
小
論
|
ベ

γ
ガ
ル
・
ピ
ハ
I
ル
の
事
例
に
つ
い
て

l

し
つ
け
も
悪
い
あ
り
さ
ま
で
走
り
ま
わ
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
抄
録
で
は
巴
b

町民
F

・
v-H寸∞・。

(
お
)
以
上
抄
録
で
は
色
、
円
た
-w

』守、・
H

∞AFt-
一
戸
∞
∞
・
。
プ
ル
ニ
ア
の
カ
!
ヌ

l

ン
ゴ

l
職
に
つ
い
て
は
、
〈
報
告
〉
の
三
年
後
の
一
七
九

O
年
の
同
地

の
収
税
官
の
報
告
で
は
、
ザ
ミ

l
γ

〆
l
ル
の
カ

l
ヌ

l
ン
ゴ

l
兼

職
、
他
の
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ
ー
た
ち
の
能
力
の
欠
如
、
カ
1
1
1
ン
ゴ

l

の
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
か
ら
の
借
地
保
有
な
ど
の
た
め
、
や
は
り
制
度
本

結

垣
間

来
の
目
的
に
そ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
れ
る
。

巧
・
巧
・
国

E
5・
h
'町
内
岳
町
民
白
色
町
民

N
h
R
q
g
N
q
¥
N
W喜
志
向
、

g
-・
5

ミ
s
h
p
k
w
、
除
、
宮
、
三
ミ
ww
。
巳

2
3
P
S
3
w
』守、
.
N
B
I
N
S
-
参
照
。

(
凹
〉
抄
録
に
欠
け
る
。

ハ
却
)
抄
録
で
は
口
、
町
民
H
-
w

、・

5ω
・

(
幻
)
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ピ
ハ

l
ル
郷
以
外
に
つ
い
て
は
抄
録
は
省

略
し
て
い
る
。

以
上
J
H
D
n
パ
タ

l
ソ

γ
の
〈
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l
職
に
関
す
る
報
告
〉
を
通
じ
て
、
植
民
地
支
配
開
始
期
の
ベ

γ
ガ
ル
・
ピ
ハ

l
ル

-94 -

お
よ
び
当
時
の
オ
リ
ッ
サ
に
お
け
る
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l
職
の
状
態
を
叙
述
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
楠
民
地
支
配
以
前
に
お
け
る
こ
の
職
の

本
質
を
解
明
し
う
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
従
来
の
研
究
室
田
に
は
現
わ
れ
え
な
か
っ
た
ベ
ン
ガ
ル
の
サ
ド
ル
H

カ
l
ヌ

l
ン
ゴ

I
二
名

以
外
の
、
周
辺
諸
地
域
や
ピ
ハ

1
ル
の
こ
の
職
に
つ
い
て
の
些
少
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
ベ
シ
ガ
ル
に
つ
い
て
の
地
域
限
定

が
試
み
ら
れ
た
o

職
の
具
体
的
な
内
容
や
職
禄
・
役
得
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
な
っ
た
が
~
既
往
の
用
語
解
類
の
説
明
を
超
え
る
も
の

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
通
説
に
対
す
る
挙
証
力
の
あ
る
批
判
と
な
り
う
る
の
は
、
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
I
職
に
た
ず
さ
わ
る
ム
ス
リ
ム
が
い
た

こ
と
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。
カ
l
ヌ

l
γ

ゴ
l
職
と
土
地
領
有
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
史
料
証
拠
が
特
に
豊
富
で
は
な
い
が
、

カ

l
ヌ
l
γ

ゴ
l
自
体
が
領
主
的
性
格
を
本
来
備
え
て
い
た
こ
と
は
示
唆
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
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